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課長の独占欲が強すぎです。


桃城猫緒
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第一章　おっかな過ぎる上司













　四月。私、橘たちばな 小こ夏なつの胸は、風に舞う桜の花弁のように踊っていた。おろしたてのベビーピンクのパンプスで、ついウキウキとステップを踏んでしまうほどに。

　だって今日から私は『ひまわり出版・少女漫画部門』の一員なんだもの。ずっと憧れていた夢の部署。子供の頃からひまわり出版の少女漫画が大好きで、就職はためらうことなくひまわり出版を選んだ。

　大手出版社ながら私の情熱が届いたのか、見事採用されたのはいいけれど、配属されたのは少女漫画とはほど遠い『ビジネス書・一般文芸部門』の営業事務。それでも部署のみんなはイイ人で、そこで楽しく仕事を覚えることが出来た。

　けれど、夢を捨て切れない私はずっと異動願いを出し続けていて……ついに叶かなったのが入社三年目のこの春なのだ。仕事は引き続き営業事務だけど、それでもようやく憧れの『少女漫画部門』に携たずさわれるのが嬉しい。

　そんな訳で私は張り切っていた。ひまわり出版の少女漫画は本当に素敵な作品が揃っていて、子供の頃読んだ漫画も今連載されている漫画も何回も読み返してしまうほどだ。ロマンチックな恋、胸がキュンとする恋。ああ、たくさんの人に読んでもらいたい。そのためには私たち営業職が頑張らなくっちゃ。

「よーし、頑張って営業の補佐をして、本屋の売り場を倍に広げてもらうぞー！」

　会社へ向かう遊歩道で桜の舞う空を見上げて握りこぶしを突き上げる。つい入り過ぎた気合に、通行人がビックリしていたのを見て、私は顔を赤くしてその場を走り去った。




　すでに先月、挨あい拶さつを済ませていたとはいえ、やっぱり初出勤の瞬間は緊張する。ここは三階にある営業課のフロア。私は背筋を伸ばして深呼吸すると、改めて『少女漫画部門』と書かれたドアを見つめた。

　大丈夫、前回挨拶に来たときには優しい人ばっかりだった。それに、同じ営業事務のベテラン女性が指導に付いてくれるから不安なことなんて何もない。よし、頑張れ私。いざ、憧れの少女漫画部門へ！

　そのとき、ノブに手を掛けていたドアが奥に開かれ、私は勢い余って引きずられるように入り口へとよろけてしまった。

「うわ、わ、わ、わ」

　あやうく転びそうになったところに部屋から人が勢いよく出てきたもんだから、私は見事にその人の懐ふところへ飛び込んでしまう。

「あだっ」

　けれど、顔と身体に当たったのは想像していたのとは違う壁のような感触。思いっきり鼻を打ちつけてしまい相手を気遣うのも忘れて、じーんと痺しびれる痛みに目をつむってしまった。ところが。

「……お前、何をしている」

　頭上からかけられた低～い声に、痛みよりも緊張が走って背すじが無意識にピンッと伸びた。

「しゅ、しゅ、しゅみまへん！　あの、私、今日からこちらに配属しゃれた、たひばなこにゃつと申しまふ！」

　鼻を押さえながら喋ったせいでとんでもない発音になりながらも、必死に挨拶をして思いっきり頭を下げる。そして、恐る恐る顔を見上げてみれば。

「で……っ!?」

　思わず『でかっ!?』と口走りそうになったのを必死で抑え込んだ。だって、目の前に対峙する男性は人並みはずれた高身長だったから。

　いくら私が身長百五十センチしかないとはいえ、首を反らせて見上げなければ顔が見えないなんて、きっと百八十五センチは優に超えている。しかも私の胸の位置にウエストがきてるなんて、なんという脚の長さだ。

　それに加え、ダークカラーのスーツに包まれた男らしい肩幅に、私の顔より大きそうな手。スラリとしたスタイルなのに、パーツの何もかもが男らしくて大きい。

　とにかく、四十センチ近い身長差のありそうな男性が、こちらの視界を塞ふさぐかのように正面にどーんと立っている。それだけでもちびっこい私は威圧感を受けてしまうのに、彼はとんでもなく不機嫌そうな表情をしてこちらを見下ろしていた。

「あ、あ、あの……」

　視線だけ上に向けて見た顔は、あまりに端整で密かに驚いてしまう。

　清潔感のある黒髪に凛り々りしい眉、少し切れ上がった意志の強そうな力のある瞳。面おも長ながな顔の中心を通る鼻は高くて、引き結ばれている唇は色気のある薄い形をしていた。

　精せい悍かんと形容するのが相応ふさわしい、そんな彼に鋭い視線で睨にらまれて私はたじろぎ言葉を失ってしまう。すると。

「宍しし尾おさーん、何やってんですか？　あれ、えーっと橘さんだよね？」

　神の助け！　背の高い彼の後ろからヒョイと顔を覗かせた男性を見て、心の底から安あん堵どする。この人には見覚えがある。前回挨拶に来たときに一番親切にしてくれた東あずま 一かず成なり主任だ。

「東さん！　あの、私っ」

　思わず笑顔になってしまい、大きな身体を避けて部屋へ入ろうとしたとき。

「橘？　お前が新しく配属された女子社員か」

　再び低く鋭い声が頭上から浴びせられ、私は緊張で固まってしまった。

「宍尾さん、ほら、そんなおっかない顔してたら橘さんが萎い縮しゅくしちゃいますよ。橘さん、大丈夫だよ。この人、顔はおっかないけど取って喰ったりはしないから」

「東、上司に向かってなんて言い草だ。それにこの顔は生まれつきだ。萎縮する方が悪い」

「……へ？」

　二人の会話を聞いて自分の耳を疑う。え？　今、上司って言った？　まさか……まさか？

　先月挨拶に来たとき、ただひとり顔を見られなかった人がいた。取引先との打合わせで席を外していた少女漫画部門営業課の課長、宍尾和泉いずみさんだ。

　部下をまとめる統率力、書籍に関する知識や、何より仕事熱心な姿勢が評価され、営業課へ来てわずか五年、三十一歳という若さで去年から課長に昇進したヤリ手だと聞いている。

　そして何よりみんな口を揃えて『部下想いの優しい上司だよ』と言っていたから、てっきり温和なお兄さんタイプをイメージしていたのに……。

　想像をはるかに超える高身長、そして少し日本人離れした彫ほりの深い端整な顔。そのうえ、無愛想な表情が近づきがたいオーラをバンバンに放っている。私の思い描いていた『憧れの部署のニコニコ朗らかな課長』とは百八十度正反対だ。

「うちの部署ならさっさと中に入れ。そんなところにずっと突っ立ってたら邪魔だ」

　あまりの衝撃に口をパクパクさせていると、その大男……つまりは宍尾課長は巨大な掌てのひらでペイっと放るように、私を部屋の中へと押し込んだ。

「ほらもう！　宍尾さん、女の子の扱いが雑過ぎ！　大丈夫？　橘さん」

「だ、大丈夫です」

　よろけてしまった身体をすかさず東さんが支えてくれたけど、私は引きつった表情を消せないままでいた。

　少女漫画部門配属初日。さっきまでウキウキ踊っていた私の心は初めて会う課長を目の前に、しおしおと恐怖で萎しおれていくのだった……。

「本日よりこちらの少女漫画部門営業課に配属されました橘 小夏です。宜しくお願い致します！」

　浮かれていた気分は萎れてしまったけれど、仕事に対する情熱まで萎れた訳じゃない。例え上司が無愛想丸出しで近づきがたくても、全っ然少女漫画にそぐわない大男でも、この仕事の尊とうとさに変わりはない。私の使命は大好きな少女漫画たちを、多くの人の手に取ってもらえるようにすることなんだから。

　気合を入れ直して朝礼での挨拶を済ませた私は、早速割り当てられたデスクの席に着いた。けれど、どうもさっきから気になることがひとつある。

「まあ、基本的な仕事はどこの部署も一緒だよ。橘さんには僕らが頼んだ情報を探したり資料を作ったりして欲しいんだ。あとは来客の対応や電話の……」

「あの、ちょっとすみません、主任」

　業務の説明をしてくれる東さんの言葉を遮さえぎって質問してみることにした。

「私の教育って、確か同じ営業事務の女性の方が担当されると聞いてたんですが……姿が見えないようですけど今日はお休みですか？」

　そう尋ねると東さんはとってもわかりやすい苦笑いを浮かべて視線を泳がせる。ふとフロアを見渡せば、みなどこか困ったような曖あい昧まいな表情を浮かべていた。

「実は君の教育担当をするはずだった女性社員の人ね、昨日の帰り道で階段から落ちて入院しちゃったんだよ。足をポッキリやっちゃって全治六ヶ月だって」

「えっ！　それは大変ですね……ん？　ってことは……」

「そう、うちの女性社員、及び営業事務は今日から橘さんひとりってこと」

「ええええ!?」

　な、なんてことだろう。営業とはいえ少女漫画部門に女性社員が私だけなんて。あれだけ燃えていたヤル気がモヤモヤと不安に覆おおわれていく。

「まあ大丈夫だよ。今までも営業事務はひとりだけだったし。うちはみんな、わりと自分で資料や宣材作ったりするしね。橘さんの負担はそんなに大きくないから」

　確かに、仕事だから環境が嫌とか女性ひとりじゃ嫌なんて甘えたことは言ってられないけれど……でも、想像していた状況と色々違い過ぎて、私の心は薔薇色の『よーし、やるぞ！』から、ダークブルーな『やっていけるかなあ』に変わりつつあった。




　午前の仕事は東さんが取引先や業者の説明をしてくれたり、引き継ぎの大まかな内容を教えてくれた。

「とりあえずこれで午後からは業務に当たれるかな。わからないことがあったら誰でもいいから捕まえて聞いてね」

　ひと通りの説明が済んで東さんがそう結んだとき、ちょうどお昼のチャイムが鳴った。

「橘さん、みんなと一緒に昼食行かない？　すぐそこに俺たち行きつけの洋食屋があるんだ。今日はちょっとした歓迎会ってことでメシ奢るよ」

「わあ、いいんですか？　ありがたくご馳走になります！」

　東さんの思いやりのある言葉に、初めての仕事で少し張っていた気が緩んだ。へにゃっと顔を綻ほころばせると、それを皮切りに他の社員の人も会話に交じってくる。

「橘さんにはこれからお世話になるんだから、たっぷりサービスしとかないとね」

「おいおい、お前そうやって面倒な資料探しを橘さんに押し付けるつもりだろ。橘さん、コイツが無茶言う度に寿司でもフレンチでもせびっていいからね」

　和やかな会話にフロアが笑い声で包まれる。女性社員が私だけっていうのは不安だったけど、やっぱりみんなイイ人ばっかりだし楽しくやっていけるかもしれない。そう思ったときだった。入り口のドアが開いて、どーんと効果音が付きそうな存在感たっぷりの高身長が中へと入ってくる。

「あ、課長。おかえりなさい。ちょうど今から橘さんのミニ歓迎会ってことで『モーリー』に行くとこだったんです。課長も行きますよね？」

「ああ」

　東さんに尋ねられて、宍尾さんがモスグリーンのコンビブリーフケースをデスク脇に置きながらニコリともせずに返事をした。無愛想にしか感じられないその声を聞いて、無意識に生なま唾つばを飲み込んでしまう。

　別に嫌って訳じゃないんだけど……宍尾さんと一緒だとなんだか食事が喉を通りづらい気がする。せっかく整った顔立ちをしているんだから、もっと愛想良くニコニコしていれば、こちらだってとっつきやすいのに。

　こうして微妙な緊張感をひとり胸に抱いたまま、私たちはランチをとりに社外へと出た。




　会社から歩いて五分足らずのところにある洋食屋『キッチン・モーリー』は人気店のようで、まだ十二時を回って間もないのに店内は多くのお客さんで賑にぎわっている。

　私たちは六人の大人数だったので、それぞれ三人ずつテーブルに分かれた。私と同じテーブルに座ったのは東さんと……宍尾課長だ。

「橘さん、ここはハンバーグがオススメだよ」

　私を気遣ってか色々話しかけてくれる東さんが救世主に見える。この人が場を和ませてくれなければ、私は宍尾さんのオーラに気け圧おされて一言も喋れなかっただろう。

　勧めてくれたメニューにあれこれ目移りしているとウエイトレスさんが注文を取りにきたので、私はレディースハンバーグセットを頼むことにした。

　料理を待ちながら仕事のことなどたわいない会話をしていると、店内に漂ういい香りに自然とお腹が減ってきた。早く食べたいなぁ、と子供みたいに胸をワクワクさせていたけれど……「お待たせしました」と運ばれてきたセットに、私は密かに目を丸くする。

　どうしよう……困った。想像していたよりずっと量が多い。

　食べることは大好きだけど、小柄な体型のせいだろうか、実は人一倍小食な私。

　メニューの写真を見たときはなんとか食べきれそうだと思ったのに、実際に運ばれてきた量はその一・五倍はあった。ハンバーグは大きいし、メニューの写真にはなかったソーセージは増えているし、パンが勝手に二個になっているし。サービス精神が旺盛過ぎる。けれど、せっかくご馳走してもらうのに残す訳にはいかない。

　食べきれるかな、と少し不安になっていると続いて宍尾さんと東さんのランチも運ばれてきた。

「ここ、値段のわりにボリュームがたっぷりでいいお店なんだ」

　自分の料理を目の前にした東さんがニコニコと言いながら、カトラリーケースからフォークを取り出す。ふと見れば、東さんのランチセットもずいぶんなボリュームだ。宍尾さんに至っては大盛りで、私の胃の許容量の三倍はある。大き過ぎる身長には相応しい量なんだろうけど、見ているだけでお腹いっぱいになってしまいそう。

　けれど、丁寧に手を合わせてから食べ始めた宍尾さんの食事風景は見ていてとても気持ちが良く、つい目を奪われてしまった。

　一口で私の三口分は食べてしまう豪快さなのに全然卑しくなくて、大きな手でスマートにナイフとフォークを動かす姿は綺麗で育ちの良さを感じさせる。

　宍尾さんってなんだかワイルドな印象だったけど、テーブルマナーもいいし、改めて見ると仕立ての良いスーツの着こなしもとても洗練されている。

　こういう人を紳士的というのだろうか……なんだか大人っぽい。

　うっかり自分の手を止め見つめていると、私の視線に気がついた宍尾さんが「……何を見ている」と、目だけこちらに向けて声をかけてきた。

「わ、すみません。あまりに美味しそうに食べるのでつい見入っちゃって。宍尾課長の食事姿見てたら私も食欲湧いてきました。よーし、食べるぞ」

　たっぷり過ぎるランチのボリュームに少々怯ひるんだけれど、宍尾さんのおかげで食欲が戻ってきた。カットしてフォークに刺したハンバーグにパクリと大きな口を開けてかぶりつく。




　けれど……。なんとか頑張って三分の二を食べたところで、それ以上は手が進まなくなってしまった。

　最初は美味しかった濃厚なデミグラスソースやジューシーな肉料理に、お腹が悲鳴をあげている。もう限界。

　東さんも宍尾さんももう食べ終わっている。早く食べ終えなきゃという焦あせりもあって、私は楽しいはずの食事に苦痛を感じ始めていた。

　どうしよう……申し訳ないけれど素直に残そうかな。ああ、でもせっかくの歓迎会で初めての食事なのに、印象悪くしちゃうかな。

　子供の頃から小食だった私は、ご飯を残してしまって嫌な顔をされた経験が何度もある。そのせいもあって、食事に関しては少し臆病かもしれない。

　胃が痛くなってくるのを感じながら、それでも必死にナイフとフォークを動かしていると東さんが「ちょっと失礼」とお手洗いに向かった。

　よりによってこんなときに宍尾さんとふたりにしないでー！と心で情けない悲鳴をあげる。

　相変わらずムッスリとした表情の宍尾さんとふたりきりで食べる食事はますます喉を通りづらくて、私はほとほと困り果て顔から笑みも消えてしまった。すると。

「無理するな。ここは量が多いんだ。お前みたいな小さいヤツが食べきれなくても仕方ない」

　ぶっきらぼうに呟くように、宍尾さんがそう言った。

　驚いて手元のお皿から向かいの席に視線を移すと、彼はやっぱり愛想のない表情で腕組みをしながらこちらを見ている。

　――私が無理してるって気づいてたんだ。

　無愛想でとっつきにくい彼からそんな気遣いを受けられるなんて、思ってもいなかった私は少し驚いてしまった。けれど、なんだか言い方が威圧的なせいか素直に頷けない。優しさを感じるというよりは『嫌ならさっさと残せ』と叱しかられているみたいだ。

「で、でも……せっかくご馳走してもらったのに残したくないですから」

　強張った苦笑いを返してナイフとフォークを持ち直したときだった。

　洗面所の方にふと視線を走らせてから、宍尾さんは私の前のお皿を引き寄せると、残っていた料理をあっという間に食べてしまった。

「へ？」

　私があんなに苦労していた量を、わずか数口であっさりとお皿の上から消してしまう。

　驚いて目を真ん丸くしていると、宍尾さんはお皿を再び私の前にズイッと戻してから、

「余計な気を遣うな」

　と、一言だけ言った。

　その直後、洗面所のドアが開いて東さんがこちらへ戻ってくるのが視界に入った。東さんはテーブルの上のお皿が綺麗になっていることに気づくと、ニッコリと目を細める。

「あ、食べ終わったみたいだね。じゃあ、そろそろ出ようか」

「え、あ……は、はい」

　伝票を取って東さんがレジへ向かうと、宍尾さんも何事もなかったかのように席を立つ。

　その広い背中に私は慌てて「あ、ありがとうございます……」と小さな声でお礼を投げかけた。




　とんだぶっきらぼうだと思う。けれど、強引なその優しさは確かに私を助けてくれた。

　――案外、イイ人なのかもしれない。

　近寄りがたい印象しかなかった宍尾課長に対するイメージが少し変わったおかげで、なんだか上機嫌で午後の業務に取り掛かることが出来た。

　宍尾さんて、身長が高いから威圧的だし、無愛想なせいで精悍な顔がおっかなく感じるし、物言いもめちゃくちゃ不器用だけど、本当はものすごく優しい人だったりして。勝手に性格まで恐いなんて決めつけて、偏見だったかも。反省しよ。

　そんなことを考えながら業務を始めたけど、まだ慣れない環境に一生懸命になっているうちに頭の中は仕事一色、時間はあっという間に過ぎていった。

　今まで居たビジネス書・一般文芸と違って、漫画はやっぱり受発注の数が桁違いだ。取引先も手広くて書店だけでなくコンビニなど多岐に渡る。

　前の事務の人がわかりやすく一覧を作ってくれていたし、営業の人も複雑な仕事は自分でやってくれているけど、このままじゃ受発注だけで一日が終わってしまいそう。とても提案資料や宣材のお手伝いまでは手が回らない。

　数字のミスがないようにパソコンとにらめっこしながら慎重にキーボードを叩き続けていると、モニターの隅にある時計が三時を知らせていた。それを見てハッと顔を上げると、私は大きく伸びをして椅子から立ち上がる。

　お茶にしようと思った。以前の部署では三時になると一番下っ端の私がお茶を淹れるのが日課になっていた。やはりここでも一番下っ端の私がそれをすべきだと思ったのだ。

　給湯室に向かおうとして、そういえば少女漫画部門の人たちの湯飲みはどこにあるんだろうと思い、足を止めた。振り返ったときちょうど宍尾さんがひと段落ついてパソコンを閉じているところだったので、タイミングを狙って尋ねてみる。

「すみません宍尾課長。三時のお茶を淹れてこようと思うのですが、皆さんの湯飲みはどこでしょうか？」

　聞き方に失礼はなかったと思う。けれど、宍尾さんは眼光の鋭い目でこちらを見やるとゆっくり立ち上がって私の前までやってきた。正面に立たれるとやっぱりそのオーラに気圧されてしまって一歩あとずさる。

「そんなものは必要ない」

「え？」

　返された言葉の意味がわからなくて聞き返してしまうと、彼は私の顔を覗き込むように少しだけ身を屈めて言った。

「茶を淹れる必要などないと言ってるんだ。三時だろうが何時だろうが喉が渇いたなら勝手に飲め。お前の仕事は給仕係か？　人に茶を淹れてる暇があるなら、さっさと自分の仕事に取り掛かれ」

「……っ！」

　低く厳しい声を浴びせられて、身体が竦すくんだように動かなくなった。まだろくに自分の仕事も出来ていないくせに余計なことをするなと暗に罵ば倒とうされたようで、恥ずかしさと悔しさで顔が熱くなってくる。

「すみません……」

　消え入りそうな声で謝ると、私は顔を俯うつむかせて早足で自分の席へと戻った。お腹に力を入れてないと涙がこぼれそうだった。

　周りの人が私を心配そうに眺めてるのがわかったけれど、唇をキュッと噛みしめてひたすらモニターを見つめ続ける。頭の中を数字でいっぱいにして『あんな言い方しなくったっていいのに』とか『イイ人かもなんて勘違いだった。やっぱり宍尾課長恐い、苦手だ』なんて渦うず巻く感情を無理矢理消し去るように努力した。




「宍尾課長なんて、大っ嫌い～」

　その日の夜、私は同期の杏きょう子こちゃんのアパートで日向ひゅうが夏なつサワーをあおりながら宍尾さんへの不満をぶちまけていた。

「もう、小夏ってばそればっかり。せっかく憧れの部署に行ったのに、もうちょっと明るい話はないの？　素敵な男性社員が居たとか、恋に落ちそうな予感がしたとか」

　そう言いながら杏子ちゃんは空あいた私のグラスにサワーのお代わりを注いでくれる。ひまわり出版に同期入社した春日かすが杏子ちゃんは経理課の所属で、今一番親交を深めている友達だ。

　恋愛事に興味があり過ぎるのが玉にキズだけど、しっかり者で面倒見が良く、今日も私の部署異動を手料理と宅飲みで祝ってくれている。

「それどころじゃないよ！　杏子ちゃんも一度うちの部署に来てごらんってば。ほんっとに宍尾課長ってばおっかないんだから。いーっつも不機嫌そうな顔してるし、喋り方も全然優しくないしさあ」

　冷えたサワーが注がれたグラスを握りしめながら、私は今日の宍尾さんのことを思い出していた。

　あれからすぐに宍尾さんは取引先へ行ってしまい、やりとりを見ていた東さんが、

『ごめんね、橘さん。他の部署と違ってここではお茶を淹れる習慣ってないんだよ。ほら、事務の人手が少ないからさ、余計な負担を掛けないようにって課長が廃止したんだ。先に言っておけば良かった、ごめんね』

　そんな風に謝ってくれたけど、私は『東主任は悪くないです』と首を横に振った。

　確かに、以前の部署は年配の人が多かったせいでお茶を淹れるのが習慣になっていたけど、今時そんな古くさいことをしている部署の方が圧倒的に少ないのだ。

　それを予め確認もせず勝手なことをしようとした私が悪い。自分の仕事さえもいっぱいいっぱいでモタついていたのに。

　でも、ものには言い方があると思う。ただでさえ高い身長の彼に見下ろされて恐いのに、あんな凄すごむような声で叱られたら普通の女子なら誰だってビビッてしまうに決まっている。

　時間が経って冷静さを取り戻しはしたものの、やっぱり宍尾さんに近寄りがたい印象しか持てなかった私は、帰り際に取引先から戻ってきた彼に目を合わせられずそっけない『お疲れ様でした』しか言えなかった。

「宍尾課長のことは知ってるよ。あの人目立つ容姿してるもん、背が高くてモデルみたいに整った顔してるしさ、ひと目見たら忘れられないよね。まあ愛想のいいタイプじゃなさそうだけど、そこが男らしくてイケてるっていうか。いいじゃない、羨ましいよ」

「全然良くないよ！　あんな山みたいな人に叱られてごらんよ、恐くって震えあがっちゃうから」

「でも恐い人だって噂は聞かないなあ、仕事熱心だとは聞いたことあるけど。宍尾さん、身長が百八十九センチだっけ？　まあ、ちっこい小夏から見たらおっかなく見えるのかもね」

　杏子ちゃんは記憶を辿るように目線を動かしながら、クッションの上で膝を抱えてサワーを飲んだ。あんまり同情してもらえず、いじけた私は大口を開けて杏子ちゃんご自慢の五目玉子をパクつく。

「小夏～、気持ちはわかるけどやけ食いはやめてよね。あんたすぐお腹壊すんだから。配属二日目に食べ過ぎで休みますなんてカッコ悪過ぎるよ」

「もーわかってるよー！」

　気持ちの持っていきどころがなくなった私は、子供みたいにみっともなく足をバタつかせるしかなかった。




　憧れの少女漫画部門配属二日目。見上げた空は昨日と同じ、爽やかな青空に薄桃色の花弁が晴れやかに舞っているのに、私の心はちっとも踊っていなかった。

　今日は叱られないように気をつけよう。わからないことは必ず先に東さんに聞いて、間違っても宍尾さんに聞かないようにしなくっちゃ。

　そんな風にすっかり宍尾さんへの警戒心を強めてオフィスへ向かった私だったけど。

「おはよう、橘さん。はいコレ」

　フロアに入ると、先に来ていた東さんがニッコリと挨拶をして掌大の紙袋を手渡してきた。

「なんですか？　これ」

　素直に受け取って中身を見てみると、それは小瓶に入った色とりどりの金平糖の詰め合わせで、あまりの可愛らしさに思わず目元を緩めてしまう。手に持ってくるくると小瓶を回してみれば、星の形をした飴たちが揺れて様々な色面を見せてくれた。

「可愛い……どうしたんですか、これ？　東主任が買ってきたんですか？」

　もしかしたら昨日落ち込んでいた私を励まそうと東さんが気遣ってくれたのかもしれない。そう思って彼の真心に感謝の気持ちいっぱいで尋ねた私に、東さんはどこか楽しそうに笑って首を横に振った。

「宍尾課長の差し入れ。昨日、取引先から帰ってきてみんなに『糖分補給だ』なんて配ってたんだけど、橘さんもう帰っちゃってたから」

　驚くべき東さんの言葉に、私は目を瞠みはって手の中の小瓶をマジマジと眺めてしまった。だって、これを？　こんな可愛い差し入れを、あの宍尾さんが？

　そのとき、ふと昨日の帰り際の光景が私の頭をよぎった。叱られたことで嫌になって目も合わさず帰った私だったけど、宍尾さんはあのとき何かを言おうとしていた気がする。

　私の『お疲れ様でした』に『……ああ』とだけ答えたけれど、何か言いかけて噤んだような間があったかもしれない。

　もしかしたらそれって……この差し入れを渡そうとしていたの？

「宍尾さん、よくみんなに差し入れ買ってきてくれるんだけどさ。こんな可愛らしいのはさすがに初めてで、俺たち思わず顔を見合わせちゃったよ」

　東さんは手元に口を当ててクスクスと可笑しそうに笑うと、まばたきを繰り返している私を見て少しだけ困ったように眉尻を下げた。

「橘さんを気にして買って来たんだと思うよ。昨日もさ、宍尾課長は怒ってるつもりじゃなかったから。教えてるつもりでも、あの人迫力のある容姿してるし言い方がぶっきらぼうだから誤解されちゃうんだよね。特に女の子には。だから、橘さんが落ち込んじゃったの見て焦ったんじゃないかな」

「し、宍尾課長が？」

「ああ見えてあの人けっこうナイーブなんだよ」

　あまりに外見と似つかわしくない単語に、失礼ながら思わずブフッと吹き出してしまった。だって、あの強面でナイーブだなんて……ダメだ、可笑しい。

「この部署と宍尾課長のこと、嫌いにならないでくれる？」

　笑ってしまった失礼な私に構わず、東さんは小首を傾げて心配そうに聞いてきた。

「なりません。だって憧れの部署ですもん。それに私、東さんの言う通り宍尾課長のこと誤解してたと思います。こんな可愛い差し入れをくれる人が心の底からおっかない訳ないですもんね」

　明るい笑顔でハッキリと返すと、東さんは本当にホッとしたように胸を撫で下ろし、

「良かった。せっかく来てくれた営業事務さんに逃げられちゃったら、ウチやってけなくなっちゃうからね」

　なんて、大げさなことを言った。

　窓から差し込む朝の光にキラキラ反射する愛らしい小瓶を眺めていると、自分の中でずいぶんと萎れかけていた昨日までのヤル気が、再び湧いてくるのを感じる。

　ちょうどそのとき、「おはよう」と入り口から声がして振り向いて見れば、宍尾さんが出勤してきたところだった。

　私は金平糖の小瓶を大事に両手に包むと、朝の挨拶とお礼を言うために宍尾さんのデスクまで小走りで駆けていった。







第二章　赤っ恥ウサギは夜桜に耽ふける













　少女漫画部門に配属されて一週間後の金曜日。終業後に私の歓迎会が行われることになった。

　場所は会社から少し離れた和風居酒屋で、この時期は満開の桜並木がお店から見えるのだという。

　東さんが見つけてくれたそのお店は料理も絶品だそうで、和食が大好きな私はとても胸を弾ませて楽しみにしていた。

「晴れて良かった。桜ももう散り際だからね。雨が降ったら花が落ちちゃうところだったよ」

　お店に向かうタクシーの中で、東さんは助手席の窓から空を見上げて言った。その台詞せりふには同意するものの、私は上手く言葉が返せない。だって……。

　部署の人は全員で九人。三台のタクシーに分乗して行くことになり、私はよりによって宍尾課長と一緒の車になってしまった。

　いや、別に宍尾課長のこと嫌なんじゃないけれど。ただ、身体のサイズの都合で助手席には中サイズの東さんが、後部座席には小サイズの私と特大サイズの宍尾さんが座ることになってしまっていた。

　どう頑張っても骨格的に半分以上座席を占めてしまう宍尾さん。長い脚は後部座席にはとても窮屈そうで、なるべく開脚していないと前の席のシートにめりこんでしまう。

　なので、宍尾さんが私のスペースに侵入してくるのは仕方のないことだけど……軽い私はカーブやブレーキの度に身体が揺れてしまって、あやうく隣の彼にもたれかかりそうになるのを必死でこらえなければならない。

　後部座席がそんな微妙な緊張感に包まれていることなど露知らず、東さんは呑気に「桜はいいねえ」なんて話しかけてくる。一方の宍尾さんは無言でじっと窓の外を眺めているだけだ。

　いい加減、身体が揺れないように力を込めることにも疲れてきたところで東さんが「あそこのお店だよ」と言ったので、私はふと気を緩めてしまった。そのとき、タクシーが路上駐車していた車を避けようとハンドルを切って、車内がグラリと大きく揺れる。

「きゃっ！」

　ああ、さっきまでの努力も虚しく、私の身体は転がるように宍尾課長の元へ倒れ込んでしまった。

　思いっきり横から懐に抱きつく形になってしまって、私は半ばパニックになる。

　相手が宍尾さんだから、やっぱりまだちょっとおっかないというのもあるけれど、実は私、あまり男の人に免めん疫えきがない。

　二十五歳にもなって大声では言えないけれど、この橘 小夏、高校生のとき以来彼氏が居たことのない正真正銘の処女なのだ。我ながら情けない。

　友人に言わせると私はどうも夢見がちで、理想を追い求め過ぎているらしい。自分ではそんなつもりはないのだけれど、少女漫画みたいな素敵な恋に憧れているのは確かだ。

　白馬に乗った王子様とは言わないけど、彼女以外の女の子に目がいくような男は論外だし、ひ弱で彼女をリード出来ない草食系も嫌だ。かといって女の子に意地悪や乱暴をする男なんてもっとありえない。

　けれどそれも友達に言わせると『理想高過ぎ。それは充分白馬の王子様だわ』ってことらしいけど。

　とにかくそんな訳で、男性からのハグは片手に余るほど、キスは一回だけしか経験のない私は、てんで男性……とくに大人の男の人に免疫がない。

　なので、今のこの状況は私にとっては、あたふたと混乱してしまう緊急事態なのだ。

「す、すみません課長！　今離れますから！」

　焦りながら腕を突っぱねてヨイショと自分の身体を引き離そうとするも、今度はブレーキの衝動で前のめりになってしまった。

　すると、運転席にぶつかりそうになった私を宍尾さんの腕が抱えるようにして押さえてくれた。

「あ……ありがとうございます」

　連続で男性の身体に密着してしまう事態となり、掌に汗が滲にじむのがわかる。顔もきっと真っ赤だ、頬が熱い。

「コロコロとよく転がるヤツだな」

　宍尾さんはそんな風に言って手を離したけれど、僅かに眉をひそめていたことに気づいて私は気持ちがシュンと落ち込んでしまった。

　きっと呆あきれてるんだ、たかがタクシーごときまともに座っていられないヤツだって。

　だって仕方ないのに。このタクシー、後部のシートベルトが腰ベルトしかないタイプだし、運転もちょっと乱暴だし。それに私だって転がりたくて転がってるんじゃないんだから。

　理不尽に呆れられた気がして思わず拗ねた表情が出てしまう。そしてようやくタクシーがお店の前に着き、私はこの窮屈な空間から降りることが出来た。




「橘が少女漫画部門に配属されたことを歓迎して、乾杯」

「かんぱーい！」

　宍尾さんの低いけれどよく通る声の音頭で始まった歓迎会。課の代表から私へということでかけられた言葉は『わからないことはみんなに聞いて無理をしないように』だった。優しいけれど……なんだか私、頼りないって思われてるのかな。

　何はともあれ、乾杯を済ませて注がれたビールを一口飲むと、その爽快感に疲れが癒される。

　けれど飲み過ぎないように気をつけなくっちゃ。あまりお酒が強くない私。気心の知れた友達ならばいいけど、配属されたばかりの部署で先輩や上司に醜しゅう態たいを晒さらす訳にもいかない。

　食べ過ぎ飲み過ぎに気をつけよう、なんて胃薬のＣＭみたいなことを心掛けながら、どんどん運ばれてくる美味しい料理にほどほどに手を付けた。

「橘さん、もしかして卯うの花が好きなの？」

　向かいの席に座った東さんが、私の手元を覗き込んで珍しそうな顔をしながら尋ねた。

「大好きです。卯の花とか白和えとか」

　嬉しいことに今日のお通しは大好物の卯の花。筍たけのこまで入っていて春らしい風味に思わず箸が進んでしまう。

　美味しくてホコホコとした笑顔になっていると、角を挟んで隣に座っている宍尾さんが私の前に牛肉の八幡巻きのお皿を置いた。

「そんなものばっかり食ってるからお前は転がるほど軽いんだ。肉を食え」

　ひ……ひどーい!!

　ショックであやうく手に持っていた箸を落としそうになってしまった。だって、あまりにもデリカシーがなさ過ぎる！　体型のことは気にしてるのに。いつもはお肉だってご飯だって頑張って食べてるし、好き嫌いしてこんな痩せぎすになってる訳じゃないのに。好きなものを食べてるだけで、なんでそんなこと言われなきゃならないの!?

　悔しくて口をへの字に曲げてしまった私を見て、先に雰囲気を察したのは東さんだった。

「し、宍尾さん！　ダメですよ女の子にそんなこと言っちゃあ！　セクハラに――」

　けれど私は東さんが言い終わる前に、キッと宍尾さんを強く見据えて口を開く。もう黙っていられない！

「痩せっぽっちなのもチビなのもわかってます！　課長みたいにでっかい人にはわからないかもしれないけど、頑張ったって大きくなれない人もいるんです！　何食べたって無理なモノは無理なんだから放っといて下さい！」

　まさか私が言い返すとは思っていなかったのだろう。その場に居た全員が水を打ったように静まり返った。緊迫のあまり東さんがゴクリと唾を飲み込んだ音まで聞こえる。

　宍尾課長は眼力の強い目でジッと私を見つめていたけど、やがて表情を消して目を伏ふせた。

　それを見た私の中には『やった！　ハッキリ言い返せた』という達成感と『恐っ！生意気に歯向かったりして怒らせちゃったかな』という恐怖におののく気持ちが揺れていて、知らず知らずに握りしめた手にはビッショリと汗を掻かいていた。

　重々しい沈黙のあと、宍尾さんは静かにジョッキのビールを一口飲むといつにも増して低い声で、

「……悪かった」

　とだけ呟いた。




　私と宍尾さんのやりとりのせいで一瞬気まずくなった歓迎会も、人一倍空気を読む東さんの尽力のおかげですぐに和やかさを取り戻した。

　私も今まであまり喋ったことのなかった人と積極的に会話を交わし、この機会に親交を深めようと努力する。

　けれど、酔っ払わないようにセーブして飲んでいたのにみんなに勧められてしまい、断りきれなくてお猪口ちょこに一杯だけ飲んでしまった日本酒が良くなかった。

　お酒は違う種類を合わせて飲んでしまうと、途端に酔いが回ってしまうことがある。今の私が正にそうだった。

　さっきまでハッキリしていた頭が急にグニャグニャになり、足元までフラフラとおぼつかなくなる。しっかりしなきゃと考えている自分がいるのに、ついに自制出来なくなった私は、歓迎会終了の十分前、ついに理性を陥落させた。

「本日は～、私、橘 小夏のためにこのように盛大な歓迎会を開いて頂き～ありがとごじゃいましたあ！　頑張りますので、明日からまたお願い申し上げつかまつりまする！」

　締めの挨拶をさせられた私は人生史上最悪な挨拶をぶちかまし、みんなに「大丈夫かー」やら「明日は休みだぞー」などと心配とツッコミの声を頂いてその場はお開きとなった。

　もはや真っ当な思考能力も判断力もなくなっていた私は、当然二次会に行くのを止められて帰宅を促される。

「どうします？　タクシー呼びますか？」

　歩行が困難と判断されたようで、東さんが気を遣ってタクシーを呼んでくれようとスマホを手にするのを、私はお店の外壁にグンニャリともたれ掛かって眺めていた。けれど、低い声がそれを制す。

「タクシープールまで百メートルもない。俺がそこまで送っていくから、お前らは先に二次会場に行ってろ。予約時間過ぎてるんだろ」

　酔っ払った私の頭はその会話が自分のことを相談してるのだと認識出来ず、あらら～二次会わざわざ予約してあったのか～申し訳ないことしたな～、なんて呑気な反省をして近くにいた知らない人に「ごめんにゃしゃい」と勝手に謝っていた。

　その後、宍尾さんや東さんはさらに何かを話し合っていたみたいだけど当然私はボンヤリと聞いておらず、夜風に乗って流れてくる桜の花弁を憧れでも見るような瞳で眺めて過ごした。

　やがて宍尾さんが私の元までツカツカとやってくると「行くぞ」とだけ声をかけて、大きな手でグイッと腕を引っ張る。

「あたたたた！　いたいいたい！」

「ほら！　だからもっと丁寧に扱って下さいってば！　ああもう、やっぱ俺が行きます！」

　私の叫びと東さんの諌いさめる声を聞いて宍尾さんはパッと手を離すと「すまない」と呟いてから振り返って「大丈夫だ、任せろ」と有無を言わさない声色で返した。

　それを受けて、こちらへ駆けてこようとした東さんが渋々というような表情で足を止めたのが見えた。




「大丈夫か」

「らーいじょーぶれーす」

「体調は平気か」

「じぇっこーちょーれーす」

　宍尾さんが気遣ってくれているというのに、私は酔っ払い特有の舐めくさった言語を飄ひょう々ひょうと返していた。……彼の背におんぶされながら。

　足までフラフラな私は助けてもらわなくてはひとりで歩くことも出来なくって、かといって肩を貸してもらうには宍尾さんとの身長差はあり過ぎる。その結果、二十五歳にもなっておんぶされるという超絶赤っ恥体験のメモリアルを更新してしまう事態となった。もっとも、酔っ払い中はそんなことちっとも気にしていないんだけど。

　安心感はたっぷりだけど、脚をまわすにはちょっと不便な広過ぎる背中。けれど、大きな手はしっかりと、それでいて気遣うように優しく腿を抱えてくれていたので、私はゆったりと身体を宍尾さんに預けた。

　じんわり伝わる熱が、大きな手の温かさが、少し肌寒い夜の空気と混ざって気持ちいい。それに彼のシャツから微かに感じるシプレーの香りがなんだかホッとする。

　時折夜風が吹いては川原の桜並木が揺れて、花弁が私たちに雪のように降り注いだ。

「桜、きれーですねー」

　月の光に照らされた白い花弁の舞い散る濃紺の空は幻想的なほど美しくて、私はウットリと空を見上げ続ける。

　それに宍尾さんが「ああ」と答えてしばらく静せい寂じゃくが流れたあと、私を運んでいた揺れがピタリと止まった。

　何だ？と思っていると宍尾さんは大通りへ向かっていた足を方向転換させ、川原の桜へと近づく。そして樹の根元まで行くと顔だけ振り向かせて、目線で私に『上を見ろ』と促した。

「わーあー、きれーですねー」

　見上げた視界には最後の力を振り絞って花を咲かせる大振りの枝。空を埋め尽くすほどの桜が私たちの頭上で咲き乱れていた。

「桜は散り際が一番きれーなんですよー。知ってますかー？」

　間の抜けた酔っ払いの薀うん蓄ちくに宍尾さんは笑うこともなく「ああ」とだけ答えると、少しだけ間を置いてから「橘」と静かに呼びかけた。

「今日はすまなかった。お前を傷つけるつもりじゃなく……少し、心配しただけだったんだ」

　予期せぬ謝罪に私の酔っ払った頭は理解するまで時間が掛かった。けれど、ちゃんと聞かなくちゃという気持ちだけは不思議と働いて、大きな背中にしがみついたままジッと耳を澄ませた。

「俺はこんなナリだからな。自分と比べてどうしてもお前が心配になる。食べられないのは仕方ないが、そんな華奢で大丈夫なのかとか、下手に触れたら壊れてしまうんじゃないかとか」

『触れたら壊れるなんて、そんな馬鹿な』と、思わず言い返そうとしたけれど口を噤む。代わりに顔をそっと背中に預けて、低く響く声に全身で聞き入った。

「……こんな言い方も失礼か。悪い。あまり女に言葉を伝えるのは得意じゃなくてな。ただ、橘を見下したり憐れんだりしたことは一度もない。心配するのは、その、……お前を守りたい俺の勝手な欲求だ」

　いつものキッパリとした宍尾さんらしくない、途切れ途切れで消え入りそうな声だった。だから、彼の紡いだ言葉の最後は、夜風に乗って花弁と一緒に掻き消えてしまう。

　上手く拾えなくて聞き返そうとした言葉を宍尾さんは、

「馬鹿なことを言ったな、気にするな。さて、帰るか」

　と半ば強引に締めて、再び大通りへ繋がる歩道へと歩き出した。

　掻き消えた言葉の最後は気になったけれど、それより宍尾さんの背中が余りに心地良くていい加減眠たくなってきたので、私は睡魔に抗あらがわず素直に瞼まぶたを閉じることにした。




　翌朝、猛烈な吐き気と共に目覚めた私は、自室のカーテンから差し込む光に眩暈めまいを感じながら必死に昨夜の記憶を呼び起こした。

　ど、ど、どうしたんだっけ？　私昨日酔っ払っちゃって……確か宍尾さんにタクシープールまで送ってもらって……。

　そこまで考えて頭が沸ふっ騰とうしそうに熱くなる。どうやってお店から送ってもらったかを鮮明に思い出したからだ。

「お、おんぶされた！　いい歳して上司に！　まだ配属されて半月も経ってないのに酔っ払って大醜しゅう態たいさらした!!」

　愛用のフカフカ枕に真っ赤になった顔を突っ伏して、足をジタバタさせた。恥ずかしくて恥ずかしくて頭がおかしくなりそう!!

　絶対みんな呆れてる！　特に宍尾さん！　大迷惑掛けちゃったうえ、うっすらとではあるけどアレコレと失礼な発言をかました記憶が……うわあああ！　私、サイテー！

　羞恥と反省でベッドの上でゴロゴロとのたうち回っていると、さらに昨夜の出来事が思い起こされた。

　私、……宍尾さんにおぶってもらったあと、どうやって帰ってきたんだっけ？

「やあねえ、小夏ったら覚えてないの？　課長って人がタクシーで家まで送ってくれたのよお」

　一階のリビングで愛あい兎とのミロちゃんにブラシを掛けながら、お母さんは昨夜の顛てん末まつをそう語った。あまりに衝撃の事実に、うっかり気を失いそうになる。

　おぶってくれただけじゃなく家まで送ってくれたなんて……いっそ、その辺に打ち捨てられていた方がマシだったんじゃないかとさえ思えてきた。

　絶望で呆ける私に構わず、お母さんは楽しそうにブラッシングをしながら呑気に喋り続ける。

「課長さんってずいぶん大きな人ねえ。チャイムが鳴ってドアを開けたらモデルみたいな人が立ってるんだもの、ビックリしちゃった。しかもすっごく丁寧だったわよ～。『ご息女をこんなに酔わせてしまって申し訳ありません。上司であるところの私の責任です』って。小夏のコトこんな風に軽々と抱えちゃって」

　そう言ってお母さんは膝の上のウサギをヒョイッとお姫様抱っこした。突然抱きかかえられて驚いたミロちゃんがジタバタと腕から抜け出そうとしている。

「俳優のなんだっけ、よく医療ドラマに出てるカッコいい人。あの人に似てるわよね、課長さん。カッコいいし逞たくましいし丁寧だし、いい上司に恵まれて良かったわねえ、小夏」

　無駄に広がっていきそうな母のトークを耳からすり抜けさせ、私は次々に明かされる事実に、もはや抜け殻のように呆然と立ち尽くすだけだった。




「金曜日は本当にどうもすみませんでした!!」

　月曜日、みんなへと宍尾さん個人へとお詫びのお菓子を持って出社した私は、米つきバッタのごとくペコペコと頭を下げて回った。

　東さんはじめ先輩方はみんな「無理に飲ませたこっちが悪いんだから」と笑ってくれたので少しだけ安心したものの、それでも年頃の女子が醜態をさらしたという事実が消える訳ではない。

　最後に宍尾さんのデスクへ行って一番深く頭を下げたけれど、彼はいつものように愛想のない表情で私を見やるばかりで、差し出したお菓子の箱を受け取ろうとはしなかった。

「お前が謝る必要があるか。どう考えても、女がひとりしかいない環境なのに飲ませ過ぎたこちらが悪い。詫びなんか必要ない」

　そう言って突っぱねた宍尾さんに、割って入ったのはやっぱり東さんで。

「まあまあ、せっかくだからお菓子はありがたくおやつとして頂きましょうよ。悪い悪くないじゃなく、受け取ることで橘さんの気持ちが軽くなるもんなんだから」

　さすが少女漫画部門営業課一の空気読み名人、私の心情と上司の性格を颯爽と汲み取ってその場を和やかに収める。

　なんだかあまり納得のいっていない顔だったけど、宍尾さんは大人しくお菓子の箱を受け取ってくれ、私はこれで金曜日の話題にはもう二度と触れないで欲しいなあなどと考えていた。




　その日の午後。

　来訪されたお客様が帰られて、使ったコーヒーカップを給湯室で洗っていると、あまり大きくない出入り口を塞ぐようにヌッと巨大な身体が入ってきた。

「橘」

　呼びかけられて、洗い物を続けながら振り向くと、宍尾さんが一枚の書類を持って立っている。声が水道の音に掻き消されないよう、私は泡だらけの手で慌てて蛇口をしめた。

「それが終わってからでいいから、この書店の客層について調べておいてくれ。過去の売り上げや周辺環境、なんでもいい。出来るところまでで構わないからリサーチを作っておいて欲しい」

「わかりました」

　私の手がビショビショなのを察してか、宍尾さんは書類を手渡さず近くにあったワゴンの上に置いた。

　てっきりそのまま立ち去るかと思いきや、彼はこちらを向いたままジッと微動だにしない。まだ何かあるのかと思い小首を傾げると、宍尾さんは突拍子もない話を始めた。

「お前はウサギを飼っているのか？」

「へ？」

　いきなり脈絡もない話題を振られて一瞬キョトンとしてしまったけれど、すぐに頭にはペットの愛兎ミロちゃんの姿が浮かぶ。

「あー……えっと、飼ってます。ネザーランドドワーフって種類の子を……」

「お前を家に送ったとき、玄関で親御さんと一緒に出迎えていた」

　ああ、なるほど。それが言いたかったのかと納得したけれど、まさか宍尾さんがウサギのことを話題にするなんて意外で、顔に出さないように気をつけつつ内心ビックリしてしまった。

　けれど、さらなるビックリ事態が私の目の前で起こる。

「小さくて橘によく似ているな」

　そう言って宍尾さんは柔らかに目を細めて笑ったのだ。クスクスと可笑しそうな笑い声までたてて、あの無愛想でおっかない宍尾さんが！

　この部署に配属されておよそ半月。初めて見た上司の笑顔は信じられないくらい優しそうで愛らしかった。もし初日からこの笑顔が見られていたならば、私の中の彼の印象は百八十度変わっていただろう。

　いつもは眼光の鋭い瞳を柔らかに細め、穏やかに口元に弧を描いた宍尾さんは、普段の近づきがたい雰囲気を一掃するほど魅力的で……不覚にも私はそれに見惚れ、心臓までドキドキと高鳴らせてしまった。

　うっかり魅入ってしまったけれど、慌てて我に返って表情を取り繕いこちらも笑顔を浮かべる。

「可愛いですよ、ウサギ。人懐っこくて。宍尾課長は何かペットとか飼ってるんですか？」

「いや、動物は飼ったことがない」

「ひとり暮らしでしたっけ？　何か飼えばいいのに、気分が和みますよ」

「牛や馬ならともかく、猫だとか鳥だとかは小さくて恐くてな。飼う気がおきない」

　小さくて恐い？　意図の掴みづらい言葉に疑問の目を向けると、宍尾さんは自分の掌にジッと視線を落として話を続けた。

「華きゃ奢しゃで壊れそうなものは触れるのが恐い。俺は器用にも繊細にも出来てないからな」

　その台詞を聞いて、私の頭の隅っこを何かが通り抜けていった。春の夜風が桜の花弁を連れて吹き抜けるように、どこか胸がキュッと苦しくなる何かが。

「そんな……考え過ぎですよ。動物だってそんなヤワじゃないですから。意図的に乱暴にしなければ、傷つけたりしませんよ」

　なぜだろう騒つく胸を押さえながら言葉を返せば、宍尾さんはどこか安堵したような表情を浮かべ「そうか」とだけ呟いた。

　そのまま給湯室を出ていく大きな背中を見て、私は背負われて桜並木を通った夜のことを少しだけ思い出す。酔っ払った私が落ちないように支えてくれた手は、頼もしくてひたすらに優しかったのに、と。

　給湯室から出ると廊下にいた東さんと目が合った。確かキャンペーンの推進をしに得意先を回ってきたところだ。

「おかえりなさい、お疲れ様でした」と声をかけると、東さんは表情を崩し「どうも」と片手を上げる。

　東さんが進めているキャンペーンは私の好きな漫画雑誌の記念周年フェアなので、生意気にも進捗状況が気になっていた。

「どうでした？　上手くいきそうですか？」

　つい尋ねてしまった私に東さんは「うーん」と唸って腕組みをすると口を引き結んで考える素振りを見せる。ポジティブな彼がこんな反応をするのは珍しいので、非常に焦ってしまった。

「どうしたんですか？　上手くいってないんですか？」

「思わぬライバル出現……ってとこかな。モタモタしてられないってちょっと焦ってるところ」

「えっ、他の出版社のフェアと被っちゃったんですか？　それは困りましたね」

　心配そうな声をあげると、東さんは大きな目を一度しばたかせてから「ふふっ」と笑い、顔を綻ばせた。

「キャンペーンのことなら上手くいってるよ。フレンド書店も図書堂も大々的に展開してくれるって」

「え？　でも今、ライバルって……」

　どういうことかわからなくて首を傾げてしまった私に、東さんは手を伸ばしてポンポンと頭を撫でると、

「まあ見ててよ」

　と、ますます意味のわからないことを言って立ち去ってしまった。

　廊下を歩いていく東さんのスーツの背中には、桜の下を通ってきたのか花弁が数枚付いていて。

　それを見て私は、もう桜の季節も終わりだなあなんて季節の移り変わりを感じていた。







第三章　がんばれ！　未熟者













『私……赤あか井いくんが好き……！　ずっと、ずっと好きだったの……！』

『青あお山やま……もう二度と離さない……!!』

「きゃー！　いいなあいいなあ！　やっぱ恋愛はこうでなくっちゃ～！」

　四月下旬のとある夜。私は自室のベッドで愛読書の少女漫画を読みふけり胸キュンしてひとり悶もだえていた。

　やっぱりひまわり出版の少女漫画は最高だ。キュンキュンがハンパない。乙女のツボを突き続けて早二十年の少女漫画雑誌は、もはや少女ではない二十五歳の私さえも未だに心酔させ続けている。

　夢見がちと言われようと、やっぱり恋愛には多少なりともロマンスが欲しい。ときめきや切なさをなくして何が恋愛と言えようか。

　もっとも、恋愛とは無縁の現状を保ち続けている私が言っても何の説得力もないんだけれど。

「いいなー。私もロマンチックで胸キュンな恋がしたいなー」

　夢見る中学生みたいなことを呟きながら私は少女漫画を胸に抱き、いつか落ちるかも知れない恋にあれこれと想いをめぐらせた。

　けれど、まあ。現実はそんなに都合よくロマンチックや胸キュンがごろごろと転がっていないことぐらい、私にだってわかっている。例えば。




「ああっ、もう！　届かない～！」

　部署の人に頼まれて資料室に数冊の本を取りにきた私は、踏み台を使っても手の届かない本棚の最上段に苦戦していた。

　こんなとき、少女漫画だったら絶対に素敵な男子が突然現れて、裏からヒョイと手を伸ばして取ってくれたりするのに～。

　そんなありえないロマンスをちょっとでも期待した私が馬鹿だった。

　素敵な男子どころか人っ子ひとりいない虚むなしい資料室で、私は溜ため息いきを吐くとどうやって本を取ろうか現実と向き合うことにした。

　キョロキョロと辺りを見回せば、今使ったのと同じタイプの踏み台がまだ三つある。危ないかな、とちょっとためらったけれど、重ねてみると思いのほかピッタリとハマりグラつかなかったので私は「よし、これだ」とひとりで小さくガッツポーズをした。

　三つ重ねた踏み台を目的の場所まで運んで慎重に足を乗せてみる。

「……よし、いけそう」

　そうしてだいぶ高さを増した踏み台の上で背伸びをし、念願の最上段へ手を掛けた瞬間だった。

「あ、ああぁ!?」

　ガッターンという派手な音と共にバランスの崩れた踏み台は見事に崩壊し、突然足場を失くした私はあろうことか慌てて本棚の最上段にしがみついてしまった。

「ううううウソぉ～！　誰か助けて～!!」

　ステンレス製のヘリになんとか腕を引っ掛け、まるでけんすい状態で宙ぶらりんになっている私。このまま手を離したら間違いなく後ろの本棚に背中をぶつけ、床にしたたかにお尻を打ちつけるだろう。橘 小夏、大ピンチである。

　もはやどうしたらいいかわからず、体重を支えている腕からだんだん力の抜けていくのを感じ涙目になっていると。

「なんだ、今の音は」

　まさに天の助け！　資料室のドアが開き、人影がふたつ飛び込んできた。

　けれど、そこに現れたふたりがよーく見知った顔だったのは、私にとって幸か不幸か悩ましいところだ。

「し、宍尾さん……東さん……」

「た、橘さん!?」

「なっ、何やってるんだお前は！」

　近くのミーティングルームにでも居たのだろうか、よりによって上司たちに情けない姿を見られてしまった。

　けれど、助けが来たことには変わりはない。私はもはや痺れきった腕に力を込めながら必死でふたりに訴えた。

「た、た、助けて下さーい！　踏み台が崩れちゃって、なんとか本棚にしがみついたけど……もう限界！　落ちちゃう～！」

　あまりに馬鹿みたいな私のピンチに直面してふたりは一瞬呆気にとられたものの、すぐさま緊急事態だと認識してくれたようで血相を変えてこちらに駆け寄ってきてくれた。けれど。

「……わ、ああああー!!」

　助けが来たことで一瞬気が緩んでしまったのか、私の腕はふたりが駆けつける前に棚から一気に滑り落ちてしまった。

　慌てて爪先でヘリを掴もうとしたものの間にあわず、身体が一瞬の浮遊感のあと落下していくのを感じる。

　反射的に目をつむった次の瞬間――ポスッという音と共に私を受けとめたのは硬い書棚や床ではなく、ワイシャツ越しの身体の感触だった。

「大丈夫か？」

「……し、宍尾さん……」

　なんと間一髪、宍尾さんは落っこちた私を後ろから抱きとめてくれたのだ。

　広い胸板に受けとめるようにしっかりと、けれど優しく私の身体に腕をまわして。

「橘さん、大丈夫!?」

　同じように駆けつけてくれた東さんの声を聞いて、呆然としていた私はハッと我に返る。

「だ、大丈夫です！　すみません課長！　すみません！」

　宍尾さんに抱っこされている状態だと気づいた私は、申し訳なさと恥ずかしさで足をジタバタさせて、降ろして欲しいとリアクションで訴える。

　すると宍尾さんはストンと素直に降ろしてくれたものの、そのまま肩を掴んで自分の方に強引に向かせた。そしてわざわざ腰を屈め四十センチ差の私の目の高さに視線を合わせると、実に厳しい口調で喋り出した。

「怪我はなかったか」

「だ……大丈夫です」

「痛いところは？」

「へ、平気です」

　そして、チラリと横目で崩れている踏み台たちに目を向けると、一段と厳しい顔つきになり。

「お前は馬鹿か」

　ごもっともな叱しっ責せきを私の頭の上から降らせた。

「……すみません。もう二度としません……」

　ションボリとして俯いてしまうと、宍尾さんは呆れたように深い溜息を吐いた。

「小さいくせにすぐに無理をするな、お前は。こんなに目が離せないやつは初めてだ」

　ああ、すごく呆れられていると思うと、悲しくなって顔を上げることが出来ない。目が離せないだなんて、まるで幼児か動物扱いだ。

「二度と無茶をするんじゃない。困ったときはすぐに頼れ。何のために上司がいると思ってるんだ」

　口調はとても厳しかったけれど、その内容がすごく優しかったことに私は内心驚いてしまう。ただ、上司がいる理由は決して本棚から落っこちる部下を助けるためではないと思うけど。

　おそるおそる顔を上げると、まっすぐに私を見据える宍尾さんの瞳と視線がぶつかった。

　宍尾さんはとても怒っている。端整な顔をいつも以上に不機嫌にして。普段ならそんな彼を恐いと思ってしまうけれど……なんだか今日は違った。

「……はい。もうしません。本当にごめんなさい」

　真摯な眼差しから、この人は本当に私を心配して怒ってくれているんだと伝わるから、私は素直に反省が出来る。危ないことに巻き込んでしまったと心から申し訳なく思える。

　それに応えようと真面目に謝罪したことがきっと伝わったのだろう。宍尾さんは一拍置いてから私の肩を掴んでいた手を離すと、姿勢を正して東さんに呼びかけた。

「東、総務部に脚立の手配を申請しておけ。こっちはあやうく怪我人が出るところだったんだ、頑丈なのを用意しろと伝えろ」

「わかりました」

　そうして宍尾さんは私が取ろうとしていた本を踏み台も使わずやすやすと取ってくれたうえ、フロアまで運んでくれて。おまけにその日の午後には資料室に脚立が常備されたとの報せまで受け、私はこの件に関して終始宍尾さんに頭が上がらないほどお世話になってしまったのだった。




　この部署に配属されたばかりとはいえ、私はまだまだ頼りないなぁと、ちょっと落ちこんだ気分で午後の仕事に向かう。

　受発注やデータ管理はだいぶ手馴れてきたものの、営業事務としてみんなを支えるまでには至っていないような気がしてくる。それどころか、宍尾さんには迷惑を掛けっぱなしだ。

　地域別の売り上げ調査表のグラフを作成しながら、私はうーんと首を捻る。

　それにしても、どこを担当しようが宍尾さんの営業成績はダントツだ。他の人のサポートもしているのに彼自身が抱える件数も多くて、書店だけでなく取次先の営業も請け負っている。改めて働き者だなあと、出来上がったグラフを見てしみじみ感心してしまった。

　ただでさえそんな風に忙しいのに、宍尾さんは六月にオープンする大型書店『ブックエール』の新規営業も手掛けることになっている。駅から近い好立地もあって、各出版社とも営業に励んでいるはずだ。きっと熾し烈れつな売り場争いが勃発していることだろう。

　そういえば明日もそこへ持っていく資料を頼まれていたっけと思い出し、私は書店向けに作った売り上げデータを開いて見直してみた。

　ひまわり出版の少女漫画が女子中学生、高校生を中心に売れていることを示すデータだけど……、何か味気ない気がして私は首を捻る。

　時計を見れば午後二時、まだまだ時間はある。私はせめて今日の罪滅ぼしになればと思い、宍尾さんのために新たな資料を作成しようと決めてモニターに向き直った。




「お……終わんない～」

　午後七時。終業時刻をとっくに過ぎたフロアで私は焦りながらパソコンと向き合っていた。

　自分なりに調べて良いものを作ろうと思ったのだけど、予想外に難航してこんな時間になっている。

　このままだとあとどれぐらい掛かるかわからないので、私は途中まで作ったデータをＵＳＢに移すと、残りは自宅でやろうととりあえず帰ることにした。

　そうして家に帰ってからもパソコンと向き合うこと数時間。

　自分で考えたくせに作業は実に手間が掛かって、正直かなり疲労困こん憊ぱいした。けれど、一生懸命集めた情報をまとめながら、つらいとはこれっぽっちも思わない。

　この資料がきっかけで新しい書店の棚にうちの本が増えればいい。そして、少しでも宍尾さんの力になれたら……私は嬉しい。

　宍尾さんは確かに無愛想だしぶっきらぼうだし、とっつきにくいところもあるけれど、上司としては充分尊敬に値する。

　営業を補佐する立場として、そんな優秀な人の力になれるのはやっぱり嬉しいものだ。

　それに何より、個人的に宍尾さんにはお世話になりっぱなしなので恩返しもしたいし……出来れば、きっと彼が抱いているだろう〝頼りない部下〟の汚名を返上したい。

　もしこの資料が役に立ったら、『頑張ったな』とか『やれば出来るじゃないか』とか、宍尾さんは褒めてくれたりするのかな。

　もしかしたら、この前みたいに笑顔になってくれるかもしれない。……なんかそれって嬉しいかも。

　眼光鋭い切れ長な目をふっと緩ませて、いつもは引き結んでいる口元に弧を描いて。

　気がつくと私はそんな宍尾さんの喜ぶ顔ばかりを考えていて、時計の針はとっくに深夜を迎えていた。だけど、これっぽっちもつらいとは思わず時は過ぎていった。




「……つらぁ～……」

　夜に浮かれて調子に乗っていた分、つらさがドッと押し寄せてきたのは出勤時間を迎えた朝だった。

　結局、満足いくものが仕上がってベッドに入ったのは午前四時。三時間も寝られなかった私は倦怠感と肌荒れに頭を抱えつつ、フラフラと出勤する。太陽がいつも以上に目に染みる……。

　会社に着きフロアに入ると、宍尾さんは荷物をまとめ早速営業に行くところだった。

「おはようございます、課長。あの、ちょっと待って下さい」

　あぶない、肝心なものを手渡す前に入れ違いになるところだった。

　私は自分のデスクへ駆けていくとすぐにパソコンを立ち上げ、一晩掛けて作った資料を急いでプリントアウトする。それをファイル製本し、保管が利くようにしてから宍尾さんの元へ持っていった。

「『ブックエール』さん向けの営業用資料作ったんです。良かったら持っていって下さい」

　宍尾さんは少しキョトンとした表情をしてから、私の手渡した資料に目を落とし、一枚一枚めくっていく。

「『ブックエール』周辺及び近隣の中学・高校、一覧……？」

「はい。調べてみたら『ブックエール』さんの駅は学生の利用が多いようなので、きっと少女漫画の購買層はその学生たちが中心になるかと思って調べたんです」

　ざっと十二枚にまとめた資料には、駅周辺の中学・高校、それと最寄以外にも乗り換えに使うと思われる高校を数校ピックアップしてある。その全てに学校の詳細と画像付きで漫画の紹介を付け加えた。

「それぞれの学校の特色や行事にマッチするような作品をうちの少女漫画から挙げてみたんです。例えばこの中学校はテニス部が強くて全国大会の常連なので、別冊で連載してるテニス漫画を紹介したり。若い子ってほら、自分が共感できる世界が好きじゃないですか。だからきっとこういう推し方をすれば親近感が湧いて、うちの漫画を手に取ってくれる子が増えるんじゃないかなあって。それに併せて使えるようにあらすじ紹介ポップも用意しておきました」

　新規の書店としても固定のお客さんは掴みたいはずだ。他店にはないアプローチ方法の提案に乗ってくれる可能性はあると思う。

　宍尾さんは私の説明をじっと聞きながら、資料に最後まで目を通した。そして難しそうな顔をしたままこちらに視線を移す。

「これ全部、橘が作ったのか」

「はい。あの……急いで作ったから、綺麗にまとまってない部分もあるかもしれませんが……」

　宍尾さんの有無を言わさない強い瞳が私を見ている。射抜くように見つめられると、なんだか恥ずかしくなってしまって、私はたまらず顔を俯かせた。

　すると頭の上から、

「またひとりで無理をして……」

　と、ボソリと呟いた声が聞こえた。その言葉の内容に叱られたのかと思い、おずおずと顔を上げる。

　けれど、見上げた宍尾さんの表情は不機嫌どころか口元を僅かに綻ばせていて、上を向いた私と目が合うとそっと手をこちらに伸ばしてきた。

「目にクマが出来てるじゃないか。頑張り過ぎだ」

　血管の浮き出た大きな手。無骨だけど長い指が、私の目元を微かにゆるくなぞった。

「あ……朝方まで掛かっちゃって……」

　自分でも驚くほどに心臓が高鳴る。寝不足だからだろうか、頭が一気にボウッとして何も考えられなくなってしまった。

　そんな私を見て宍尾さんはすぐに手を離すと、どことなく満足そうな笑みを浮かべて資料を自分のコンビブリーフケースにしまった。

「ありがたく使わせてもらう。ご苦労だったな」

　それだけ言い残し颯爽とフロアから出ていく大きな後ろ姿に、ハッと我に返り慌てて「いってらっしゃい！」と声をかける。宍尾さんが出ていったあとのドアを眺めながら、私は眠気なんか吹き飛ぶほどの満ち足りた気持ちを感じていた。




　けれどやっぱり、眠いものは眠い。

　いつものように『モーリー』で昼食をとったあと、私は凄まじい眠気に襲われてみんなよりひと足先に会社へ帰ってきた。

「やばい……もう駄目……限界……」

　昼休みはまだ二十分ある。どこか人があまり来ない場所で、少しだけウトウトしようと考えたのだ。

　資料室やミーティングルームが並ぶ五階なら昼休みはほとんど誰も来ない。その廊下の突き当たりにあるリフレッシュホールで、私は日当たりのいい最奥のベンチに座りゆっくりと目を閉じた。

　うららかな春の日差しが気持ち良くて、あっと言う間に眠りの世界へ落ちていく。

　――そういえば宍尾さん、まだ帰って来てないけど『ブックエール』の営業上手くいったかなぁ……私の作った資料、役に立ったならいいけど……。

　うつらうつら、浅い眠りの中で思い浮かべるのは、朝に見た宍尾さんの笑顔と颯爽と出ていった頼もしい後ろ姿。

「頑張って下さい……宍尾さん……」

　口の中でモゴモゴと誰にも聞こえない寝言を呟いたあと、私の意識は途切れた。

　だから。

「……こんなところにいたのか、橘」

　低くて穏やかな声がそう呼びかけて近づいてきたのも、硬いベンチの背もたれから隣の温かい感触に寄り掛かっていたのも、すっかり寝入っていた私には夢のことだったように思える。

　抱き寄せるように優しく肩に置かれていた手がやがて、そうっと、そうっと指先で何度も髪を梳すき、

「……本当にお前は可愛いな」

　吐息のように甘くて優しい声が呟いたのも、きっと夢の中の出来事だ。

　短い時間ではあったけど心地良い眠りは私になんだか素敵な夢を見させてくれて、スマホにセットしたアラームが鳴って慌てて目覚めたとき、私の目の前では帰社した宍尾さんが自動販売機でコーヒーを買っていた。

「起きたのか」

「し、宍尾さん!?　おかえりなさい……って言うか、いつからそこにいたんですか？」

　うわ、恥ずかしい。こんなところで熟睡していた姿を見られてしまった。私はハッと気づき、自分がよだれを垂らしていなかったか焦って口元を拭う。

「もうすぐ昼休みが終わるぞ。飲んどけ」

　けれど宍尾さんは私の動揺など気にせず、いつものように端整だけど無愛想な表情のまま、こちらに今買ったアイスコーヒーを差し出した。

「え、いいんですか？」

「今朝の礼だ。おかげで漫画売り場のゴールデンゾーンが取れた。お前の作った資料に合わせてコミックの特集棚も組んでもらえることになった。予想以上の成果だ、感謝してる」

「ほ、本当ですか!?」

　宍尾さんの語った結果に私は信じられない思いで目を瞠る。

　だって、嬉しい！　私、役に立てたんだ。これで沢山の女の子にうちの漫画を手に取ってもらえるし、いつも面倒を掛けてばかりの宍尾さんに少しだけど恩返しが出来たんだ！

「良かったぁ！　私、嬉しいです！」

　思わず立ち上がってニコニコとしてしまうと、宍尾さんはそんな私を見て口元を僅かに綻ばせ、大きな手をこちらに伸ばしポンポンと軽く頭を撫でてきた。

　それはどんな褒め言葉よりもなんだか嬉しくて、私は妙にニヤけてしまいそうな口元をふるふると震わせながら無理矢理引き結ぶ。

　そのとき、壁に掛かっていた時計が一時のメロディを鳴らし昼休みの終了を報せた。

「仕事だ。フロアに戻るぞ」

「え、ちょっと待って下さい！　まだ飲み終わってないです！」

　さっさと背を向け廊下に向かう大きな背中を追いかけながら、私はもらったコーヒーを急いで飲み干す。

　思わずケホケホとむせてしまえば、振り返った宍尾さんがどこか呆れたように、けれど楽しそうに目を細めた。

「まったくお前は手が掛かる」

「すびばせん……」

　やっぱり私はまだまだ〝手の掛かる部下〟かもしれない。けれど、それも悪くない。宍尾さんみたいな上司に育ててもらえるなら。

　新しい上司がおっかな過ぎて最初はどうなることかと思ったけれど、いつの間にか彼の下で働けることが嬉しいと、そう素直に感じるようになっていた。







第四章　そんな独占欲ありですか!?













　私が少女漫画部門に配属されもうすぐ一ヶ月が経つ。門かど出でを彩っていた桜はすっかり緑の葉に変わり、春から初夏へと季節は移ろうとしていた。

　そして、いよいよ来週からは五連休。慌しい毎日に疲れた社会人にとって、癒しのＧゴールデン・Ｗウィークが始まるのだ。

　一泊ではあるけれど家族と温泉旅行を計画している私は、早く安らぎの檜風呂に浸かりたいと、連休を心から待ちわびていた。

　ただし、連休の前の出版社は怒ど涛とうの忙しさになるのだけども。

　連休まで残すところあと数日。私は各書店の納品確認や連休明けの受発注に追われていた。

「馬鹿野郎！　『キラりん☆Ｇ・Ｗフェア』やってるのにコミックの在庫がそれだけで間に合うはずないだろうが！　今すぐ追加でおろせるか問い合わせてこい！」

「はいいっ!!」

　慌しいフロアに宍尾課長の怒声と営業社員のおののく声が響く。宍尾さんは別に怒りっぽい訳ではないのだけど、元からの声が低くて威圧的なせいかものすごい迫力だ。

　一ヶ月近く経ってずいぶん慣れてきたけれど、やっぱり地鳴りのような大声を聞くと一瞬竦ひるんでしまう。

　その声で『キラりん☆Ｇ・Ｗフェア』とか『届け胸キュンキャンペーン』なんて言っているのを聞くと吹き出しそうになってしまうけども。

　とにかく、そんな騒々しい時間もあっと言う間に過ぎ、時計の針はお昼の十二時を回った。

「あーやっと昼だ～」

　そんな声を疲れと一緒に吐き出しながら、フロアで仕事をしていた人たちがゾロゾロと外へと出ていく。

　ここは営業課なので当然お昼も一律ではない。外回りに行っていれば出先で済ませるのが普通なので、基本、フロアにいる人たちだけで食事に行くのがほとんどなのだ。

　例えば、今日は朝から東主任がいない。ずっと得意先を駆け回っているらしい。他にも戻っていない人が多く、フロアに残っていた宍尾さんと三人ほどのメンバーがいつものように『モーリー』へ行こうとしていた。けれど。

「どうした橘。昼飯に行かないのか」

　自分のデスクから立ち上がろうとしない私を見つけて、宍尾さんが声をかけてきた。

「はい。実はＧ・Ｗに一泊旅行に行くのでお金節約しようと思って、今日はお弁当なんです」

　そう答えて、私はウサギモチーフの付いたランチバッグをちょこんとデスクの上に置いて見せる。

　ここに異動してからみんなと一緒に『モーリー』で食べることが多くなっちゃったけど、以前はよくお弁当を持ってきたりもしていたのだ。

　フロアにある応接スペースで食べようと思い椅子から立ち上がると、私はまだ隣に立っていた宍尾さんに声をかけた。

「どうぞ、お気になさらず『モーリー』に行ってきて下さい。みんな行っちゃいましたよ？」

　それは至って普通の発言で、私はたまにはのんびりとひとりでランチもいいな、なんて考えていたんだけど。

「わかった。俺も今日はここで食べよう」

「は!?」

　何が一体どういう訳か、宍尾さんは摩訶不思議なことを言い出した。

「いえ、別にひとりでも平気ですから。課長はみんなと行って下さいってば」

　私の説得などに耳を貸さず、宍尾さんは自分のスマホを取り出すと「天丼・蕎そ麦ばセットの大盛り、早めに頼む」と蕎麦屋に注文し出した。

　な、なんでこんなことになったんだろうと私は半ば混乱しながらランチバッグを持って応接スペースのソファーに座る。

　私がひとりだと寂しいだろうと思って気遣ってくれているのだろうか。気持ちは嬉しいけど……宍尾さんとふたりきりで食事の方が、なんだか気が休まらない。

　そんなことを思いつつバッグからお弁当箱を取り出したとき、大きな身体が向かいのソファーに沈み込みそうな勢いで座った。

　うわあ、と心の中で小さく叫びそのまま動きが止まってしまう。すると、正面から強過ぎる眼力の視線が痛いほどこちらに降り注いだ。

「どうした、気にせず先に食ってろ。お前は食べるのが遅いんだから昼休みが終わってしまうだろうが」

「は、はい……」

　そんなに見られていたら食べにくいことこのうえないのに、こっちの気も知らず宍尾さんはドンと腕組みをして観察するように私を眺めている。

　今日の昼食は消化に悪そうだと思いつつ、私はおずおずとお弁当箱の蓋を開けた。

　中身は玉子焼きにほうれん草の胡麻和え。きんぴらゴボウとカボチャのコロッケ、大豆と揚げの旨煮にひじきご飯。どうせひとりで食べるんだしと思って彩りも何も考えなかったババくさいメニューだ。なのに。

「野菜ばかりだな」

「はあ……」

　向かいの席からは鋭い眼光がガッツリと私のお弁当を閲えつ覧らんしている。

「自分で作ったのか？」

「はあ、まあ。って言っても半分以上は冷蔵庫の残りを詰めただけですけど」

「玉子焼きは橘が作ったのか」

「はあ。上手く巻けなくて歪んでますけどね」

　なんでそんなに興味津々なんだろう。宍尾さんの好奇の目にさらされ、おかげで箸がまったく進まない。

　そのとき、迅じん速そくなお蕎麦屋さんが「まいどー出前届けに来ましたー」とフロアに入ってきて、私は宍尾さんの気が逸れたことに心底ホッとした。

　私のコンパクトなお弁当箱の何倍あるだろうか。大盛りのお蕎麦に大きな丼。それらが応接間の小さなテーブルを半分以上占拠している。

　いつものことだけど、人並みはずれた高身長を保つための食事量は何回見ても驚かされる。しみじみ感心していると、割り箸を割った宍尾さんが「橘」と呼びかけてきた。

「海老天をやる。だからお前の玉子焼きをもらうぞ」

「なっ!?」

　唐突な有無を言わさぬおかず交換。宍尾さんはヒョイッと自分の丼から海老天を取るとお弁当箱の蓋に置き、返す刀で玉子焼きをひと切れさらっていく。

　わ、私、いいとも何とも言ってないのに……。

　あっけにとられて見ていると、小さな玉子焼きは大きな口にパックリと飲み込まれ、丁寧に咀そ嚼しゃくしたあとに「美味い」とのお褒めの言葉を頂いた。

「ど、どうも」

　褒められたはずなのにどうも腑に落ちないと思いつつ、どこか満足そうな彼の笑みを見ていると嬉しいような恥ずかしいような気持ちにもなってくる。

　赤くなってしまった頬を隠すように俯かせ、私ももらった海老天を端から齧かじりながら「美味しいです」と褒め返しておいた。

　なんとも微妙な空気を保ったまま食事は終わり、私は空からになったお弁当箱とついでに宍尾さんの器も一緒に洗うために給湯室へとやってきた。

　ジャブジャブと水を流しながら、やけに凝こってしまった肩をコキコキとほぐす。

　決して嫌いとかではないんだけども、ふたりきりだと妙に緊張してしまう。やっぱりあの大き過ぎる身体と鋭い眼差しに萎縮してしまうのだろうか。

　それに、ずいぶんと近づきがたさがなくなってきた最近だから思う。やっぱり宍尾さんは整った顔立ちをしている。やや面長な輪郭と通った鼻筋が日本人離れした端整さを醸かもし出しているし、鋭い眼差しは言い換えれば切れ長で涼やかな目元でもあって、そんな瞳でじっと見られたらなんだか胸がドキドキしてしまう。

　いつもキチンとした身なりで清潔感があって、同期の他の人と違って全然オジサンっぽくないし。

　そこまで考えて、私は自分の思考がわからなくなりうーんと首を捻った。

　私、宍尾さんが苦手なのかな？　それとももっと知りたいと思ってるのかな？　彼を上司として尊敬しているのは間違いないと思うんだけど。

　なんだか考え過ぎてよくわからなくなってしまった私は、ふう、とひとつ溜息を吐き出してから洗い終わった食器を片付け、お弁当箱を持ってフロアに戻った。

　すると、いつの間にか自動販売機に行ってきたと思わしき宍尾さんが、私に向かって牛乳の紙パックを差し出してくるではないか。

「皿を片付けてもらった礼だ」

「別にあれぐらい、ついでですから……」

　なんだかあれこれ考え過ぎたせいで妙に意識してしまった私はこわばった愛想笑いを浮かべるけれど、宍尾さんはそんなことお構いなしだ。

「いいから飲め」

　凄まじく命令口調なお礼を受け取り、「ありがとうございます」と述べてからパックにストローを刺す。

　隣ではなぜだか同じように宍尾さんがパックの牛乳を飲んでおり、私たちは並んで窓の外を眺めながら牛乳を飲んでいるという、不思議な状況になっていた。

「橘」

　食べるのも早ければ飲むのも早い宍尾さんが、あっと言う間に飲み終えた牛乳パックを片手で潰しながら私に呼びかける。……なんか恐いんですけど。

「何ですか？」と弱々しい声で聞き返せば、何やら難しそうな表情を浮かべてこちらを向いた。

「海は好きか？」

「海……ですか？　まあ、好きですけど」

　一体何のアンケートだと不思議に思いつつ答えれば、彼の発した次の言葉にさらなるクエスチョンマークが頭を埋めてしまう。

「そうか。ならば五日に行くぞ」

　果たして。この短い台詞を的確に理解し納得出来る人がこの世に何人いるというのだろうか。

　まったくこれっぽっちも理解出来なかった私は、ただキョトンとした表情を浮かべて宍尾さんを見つめ返すばかりだ。

「五日って、何がですか？」

　素直に聞き返せば宍尾さんは明らかに不機嫌になり眉間に皺を寄せる。いやいや、これって理解出来ない私は悪くないよね絶対。

「だから、海だと言ってるだろうが」

「五日に？　宍尾さん海に行くんですか？」

「何を言ってる。お前もだ」

「……ええええええっ!?」

　どういうことだろう。今の会話でなぜそうなるのか、意味がわからな過ぎて頭がパニックになってくる。

　おかしい、お互い日本語で話し合っていたはずなのに全然コミュニケーションが取れていない。意思の疎通が出来ていない。こんなのはじめて。

「待って下さい！　どういうことですか!?」

「予定があったか？」

「五日は大丈夫ですけど、問題はそこじゃなくって。どうして私が課長と海に行くんですか？」

　もしかしたら説明をだいぶ端は折しょられたけれど仕事かもしれない。そう気づいて冷静さを心掛けてみたものの。

「海は好きだとお前が言ったんだろう」

　やっぱり意味わかんない。こうも理解も納得も出来ない以上、貴重なＧ・Ｗを潰されるのはゴメンだと抗おうとしたものの。

「でも、急にそんなこと言われても困ります」

「ああ、泳げないのか？　気にするな。まだ水には入れない」

「誰もそんなこと言ってません！」

　暖の簾れんに腕押し、ぬかに釘。私の拒否権は明後日の方向に受け流されてしまう。

　ほとほと困り果ててどうしたらいいものかじれじれしていると、「ただいまー戻りましたー」と、外に食事に行っていた先輩たちが戻ってきて、なし崩し的にこの話題は終了となってしまった。




　どうしよう。困った困った。

　意味も目的もさっぱりわからない海への強制連行予定に、私の頭は忙しい仕事のこととあいまってパンクしそうだった。

　それでも頑張って気を取り直し、なんとか午後の業務を必死にこなす。そうして終業時刻より九十分ほどオーバーした午後六時半。ようやく切り上げどころを見つけた私は、まだ残業している社員たちに挨拶と激励の言葉を残し退社することにした。

　宍尾さんに海の件で問い詰めたかったけれど、それどころではない忙しさのようなので「お先に失礼します」と頭を下げてフロアから立ち去る。

　外に出るとまだ空は明るさを残しており、紫と茜の綺麗なグラデーションに染まっていた。

「橘さん」

　空を見上げていたところに急に声をかけられて驚いて視線を戻せば、ようやく帰社してきた東さんがトロリーバッグ片手にこちらに向かってくる姿が見えた。

「お疲れ、今帰るとこ？」

「はい。東主任もお疲れ様です。こんな時間まで大変ですね」

「七件販促展開してきたよ～。昼も食べてないんだ。もうヘトヘト」

　それは大変だなあと思っていると、東さんはコンビニの袋に入ったサンドイッチを掲げて見せてこちらに笑い掛ける。

「さすがにちょっと休憩しようと思って。帰る前にそこの公園でひと息つこうと思って買ってきたんだけどひとりじゃ寂しいし、橘さん良かったら付き合ってくんない？」

　急に言われてどうしようと思ったけれど、別に急いでる訳じゃないし、疲れている主任の話し相手になれればと考えて「いいですよ」と快諾した。

　オフィス街の憩いの場になっている大型公園は、夜でもライトアップされていてずいぶんと明るい。

　噴水の近くのベンチに腰を下ろすと、東さんは園内の自動販売機で買ったコーヒーを一本私に差し出す。

「ごめんね、帰ろうとしてたとこ強引に連れてきちゃって」

「いいえ、全然」

　こんなの宍尾さんの有無を言わさない強引さに比べたら優しいもんだ、などと心で思いながら差し出された缶コーヒーをありがたく受け取った。

　コーヒーを飲んでからサンドイッチを口にする東さんを横目に見ていると、お昼に宍尾さんが大盛りの食事をペロリと平らげていた姿が頭をよぎる。

　当たり前だけど、東さんみたいな食べ方が普通だよねえと感じながら、一口で私の三倍は食してしまうワイルドな食べっぷりを思い出してクスクスと笑ってしまった。

「なに？」

「すみません、なんか宍尾課長の食事姿思い出しちゃって。すごいですよね。食べる量も早さも人の倍。一口なんて私の三口分はありますよ」

「あはは、確かに」

「でも、すごく綺麗な食べ方するし、見ていて気持ちいいですよね。最初は圧倒されたけど」

　思い出し笑いをしながらコーヒーを口にすると、少しだけ沈黙が落ちる。東さんが手に持っていたサンドイッチを包装の上に置く音が聞こえた。

「橘さんって宍尾課長のことどう思ってるの？」

「え？　どうって……大きくてちょっと恐くて……あ、でも頼れるし結構優しいとこもあるかなって。それに真面目っていうか曲がったこと嫌いですよね。あと時々ですけど可愛いところもあるような。あとは、うーん……仕事熱心でいい課長だと思います」

「ふーん」

　なんでそんなこと聞くんだろう。少し気になったけど、宍尾さんの話題になったついでに東さんに今日のことを相談しようと思いついた。きっと上司のことを一番知り尽くしているのは主任であるこの人だ。いいアドバイスをくれるかもしれない。

　そう考えたときだった。

「橘さん、今度の連休一緒に映画行かない？」

　まったく違う話題を振られてしまって一瞬思考が鈍る。「映画？」と反はん芻すうするように口にすれば、東さんはスーツの内ポケットからチケットを二枚取り出した。

「うちの漫画、今度実写映画になるの知ってるよね。あれの試写会チケットもらったんだ。橘さんあの漫画好きって言ってたから一緒にどうかなって」

　目の前に差し出された券に、思わず爛々と瞳を輝かせてしまう。だってそれは、私が愛して止まない少女漫画の実写映画だったんだもの。これ早く観たいと思ってたんだあ！

「わあ！　いいんですか？　嬉しい、これ観たかったんだ！」

「だと思った」

　けれど、東さんは穏やかな笑顔を浮かべながらチケットを渡そうとしない。目の前に差し出しているので受け取っていいのかと指で摘んだけれど、一向に力を緩めずこちらに渡す気配がなかった。

「えっと……あの？」

「タダではあげない」

「え？」

「俺と付き合ってよ、橘さん。デートってことならこのチケットあげるよ」

「……っ!?　えええぇっ!!」

　人の少なくなった公園に私の叫び声が響く。耳を疑うほどこちらは驚きうろたえているのに、東さんときたら冷静そのものだ。

「で、で、でも、東さんとなんて、そんな」

「気づかなかった？　俺、ずっと橘さんのこと好きだったの」

「えええぇっ!?」

　また叫んでしまった。夢にも思わなかった東さんからの告白に顔がカッカと熱くなってきて何も考えられなくなってしまう。

「橘さん、なんだか放っておけなくてさ。可愛いし、もっと一緒にいたいってずっと思ってたんだ。俺、真剣だから。答えはあとでいいけど本気で考えてみてよ」

　赤くなった顔で目をしばたかせるばかりの私に東さんはそう告げると、残っていたサンドイッチを袋に戻し「またあとで」と頭をポンポンと撫でてから、立ち去っていった。

　ひとりベンチに残された私はボーゼンとしたままいつまでも動けないでいた。だって、告白されたのなんて何年ぶりだろう。高校生のとき以来だ。

　突然の恋の訪れの予感に私は頭を冷静に戻すまで長い時間を要し、その結果ひとりでは考えきれないと判断し、潔く友人の杏子ちゃんに縋すがることにした。




「海に誘われて告白された？」

「違う違う、告白してきたのは東主任で映画に誘われたの。海へ強制連行しようとしてるのは宍尾課長」

　急な相談にも関わらず、杏子ちゃんは部屋に招き入れてくれ自慢の手料理をふるまってくれた。こごみの胡桃和えとお手製の林檎酒をチビチビやりつつ、私はキャパシティを超えてしまった今日の出来事を全部ぶちまける。

「へー、小夏が上司にねえ。いいじゃんいいじゃん、遅い春到来。で、どっちと付き合うの？」

「どっち？」

　私の相談に二択などあっただろうかと疑問の目を向けると、何やら余計にややこしい状況を生み出されてしまった。

「東主任に告白されて、宍尾課長にもデートに誘われたんでしょ。どっちを選ぶの？って話よ。まさかあんた、二股掛けるつもりじゃないでしょうね」

「何言ってるの杏子ちゃん!?」

　どうして宍尾さんまで付き合う候補に挙がっているのか。杏子ちゃんの言葉に私は全力で首を横に振り否定を強調した。

「宍尾課長は別に違うでしょ！　あの人は意味わかんないけど私を海へ強制的につれていきたいだけで、もしかしたら釣りの餌にでもするつもりかもしれないし」

　自分で言っていて馬鹿馬鹿しいとは思ったけれど、宍尾さんがカジキマグロに向かって私を投げ込む姿を想像したら、あまり違和感がなかったのであながち間違っていないかもしれない。

「宍尾課長の性格はあんまり知らないけど、一般的に考えたらＧ・Ｗに海へ誘うってデートだと思うんだけど」

「まさかあ！　あの宍尾さんが私を恋愛対象に見てるなんてありえないよ。私なんて宍尾さんから見たらてんで子供だし、いつも迷惑掛けてばかりだし、本当に釣り餌にするぐらいしか価値がないと思われてるって」

「それは小夏の勝手な憶測でしょ。で、どうするの？　どっちと付き合うの？」

「どっちって……」

　どっちも何も、付き合うかどうかを考えるのは東さんの方だけだ。それに、私の返事を待ってくれているのも東さんだけで、宍尾さんの方は覆らない決定事項に思える。

「海は断れないよ。行かないなんて言ったところで簀す巻まきにされて抱えられていくだけだと思う。東主任のことは……どうしよう」

　そこまで考えあぐねると、私の中に迷いが生じた。

　素敵な恋はしたいと思う。けれど、今まで全然そんな風に見ていなかった東さんに恋愛感情なんて抱けるのかな。

　東さんは私が異動してきた当初から色々親切にしてくれて、すごくイイ人だとは思うけど……。

　悩んでいる様子の私を見て、杏子ちゃんが林檎酒のお代わりを注ぎながら助言した。

「小夏、いいこと教えてあげる。相手を好きになれるか、恋愛対象と思えるかを判断するには、その人とキスする自分を思い浮かべてみればいいのよ」

「キス……」

　なんと端的な考え方だろう。それもそうだ、恋人になるってことはキスする関係になるってことなんだから。

　ということは……私は東さんとキス出来るだろうか、キスしたいと思えるんだろうか。

　目を閉じ考えてみれば、答えはすぐに出た。

「なんか……違うかも」

　東さんは見た目は悪くない。宍尾さんみたいに端整な顔つきではないけど、愛想のいいのも相まって人並み以上のルックスだとは思う。清潔感だってあるし、身長も体重もセンスも問題ない。

　そして、裏表がなくて親切なのも知っている。

　けれど……。あの人の腕に抱かれるのは、何か違うと思った。例えキスをされても愛を囁かれても、私はきっと東さんを〝イイ人〟以上には思えない。

「東主任のこと嫌いじゃないけど、男の人として見られるかと言ったら別かも」

「そっか、残念だね。でも答えはハッキリ出たね」

「うん」

　せっかくのチャンスだけど、自分にウソついて傷つけ合うような恋はしたくない。それが上司として慕っている東さんだからこそ余計に。

「東さんには明日、お断りしてくる」

　映画の試写会はちょっと残念だけど、なんて現金なことを思った自分に苦笑して、私は甘酸っぱい林檎酒を喉へと流し込んだ。




　翌日。相変わらず部署はバタバタと忙しく、社員の出入りも激しい。今日は宍尾課長が朝から得意先に出掛け、東主任も午後から外へと行ってしまった。

　出来れば東さんには今日中に返事がしたいんだけどなあ、と考えながら壁の時計を見上げる。

　断るにしても、ラインや電話ではなく直接言葉で伝えたい。私のことを真剣だと言ってくれた人に対するせめてもの誠意だと思うから。

　けれど、終業時間になっても東さんは帰ってこず、私はひとり、ふたりと減っていくフロアで受発注の再確認と連休明けにやろうと思っていたデータの整理をしながら東さんを待った。

「まだ居たのか、橘」

　気がつくとフロアには他に誰も居なくなっていて、得意先から帰ってきた宍尾さんが私に声をかけてきた。

「あ……すみません、もうすぐ帰りますから」

　東さんのデスクには通勤用の鞄が置いてある。だから直帰せずに一度社に戻ってくると思って待っていたんだけど、時間はもう午後七時になろうとしていた。

「そんなにやることが残っていたか？」

　いぶかしげな表情でデスクに近づいてくる宍尾さんに怪しまれないように、私はパソコンの電源を落とすと「もう帰るところです」と愛想笑いをする。

　勤怠は切ってあるけれど、私用でいつまでもフロアに残っているのも憚はばかられる。節電を心掛けるようにと、このあいだ総務から注意が回ってきたばかりだし。

　仕方ない。近くのカフェにでも行って、社に戻ってきたら連絡してもらうように東さんにラインしておこう。そう思って帰り支度をしていると意外な言葉をかけられた。

「帰るのなら駅まで送ってやる」

　宍尾さんは親切で言ってくれたのだろうけど、さて、ちょっと困ってしまう。帰るんだけど、まだ帰るつもりじゃないと言うか……。

「ありがとうございます。でも大丈夫ですので」

「遠慮をするな、夜道は危ないだろう」

「いえ、そうじゃなく。あの、寄るところもありますし」

「買い物か？」

「いいえ、えっと……人と会う約束が」

「誰だ」

　ええ!?　なんでそんなことまで聞くの？

　宍尾さんの思いもよらぬ過干渉にぐっと唇を引き結んでしまった。

　けれど、その態度が逆に彼の機嫌を損ねてしまったみたいで、眉間に皺を刻みながら一歩詰め寄られる。

「誰だと聞いてるんだ。言えない相手なのか」

　私の上に影が落ちるほど近づかれて、つい壁際まであとずさりしてしまった。やっぱりこの人恐い！　そんなジリジリにじり寄られては、獣に追い詰められた獲物みたいで生きた心地がしない。

「別に隠すような相手じゃ……」

「なら言え、誰だ」

　なんで尋問されているかわからないけれど、これ以上詰め寄られてはたまらないと思い、「東主任に用事が……」と馬鹿正直に答えてしまった。

　しかし、解放されると思った尋問はさらに圧力を増す。

「仕事が終わってまでなぜ東と会う。何の用事だ」

　恐ろしく不機嫌を滲ませた顔で、今にも頭からかぶりつかれそうなほど近づかれて、私は思わず「ひぃっ」と口から小さな悲鳴をこぼしてしまった。

「え……映画を観に行こうと昨夜誘われて……」

　さすがに告白の返事をするために待っているとは言えず、とりあえずプライベートな話だと訴えて引いてもらおうと考えた私が甘かった。

　ダンッ!!と、フロアの壁を突き破る勢いで、宍尾さんが私の頭の横に両手を突いた。

　ビックリしたなんてもんじゃない。肉食獣が私を仕留めに襲い掛かったのかと思った。汗がブワッと吹き出し、足がブルブルと震える。

　こんなおっそろしい壁ドンがあっていいのだろうか。心臓はドキドキしているけれど、これは命の危機を感じての不整脈だ。

　思わず涙目になりながら、近過ぎてほぼ真上にある宍尾さんの顔を見上げると、影の落ちている精悍な顔が実に忌々しげに歪められて呟いた。

「駄目に決まってるだろうが。何を考えてる、馬鹿が」

「な、な、な、なんでですか!?」

　恐怖がピークを通り越しメーターを振り切ってしまったせいで、私は混乱とやけくそで宍尾さんに喰って掛かる。

「ど、どうしてさっきからやたらと干渉するんですか!?　私がどこで誰と何をしようと勝手じゃないですか！」

　次の瞬間。私は世界が、いや、自分の心臓が停止したかと思った。

「っん……!?」

　百八十九センチの長身が屈み、腕の中に閉じ込められた私の唇が奪われた。

　驚いて見開く目には宍尾さんのアップの顔。力強い瞳は閉じられていて、長くて涼やかな睫毛が目元を綴っているのが見える。

　ただ、ただ驚いてしまい、突き飛ばすことも逃げることも出来ない。硬直した身体の中で爆発しそうな心臓が静まるのを願うように待った。

　優しく唇を重ね合わせ、わずかに食むような甘い動きを見せてから、宍尾さんは顔を離した。そして固まったままの私に向かって顔をしかめる。

「勝手じゃない。俺が先にデートに誘ったんだから、お前は俺のものだ」

　宍尾さんに会ってから何度も驚かされたし意味がわからないと首を傾げたこともあったけど、それらを遥かに凌りょう駕がする驚きょう愕がくと困惑が今私を襲っている。

　私が宍尾さんのものになった理由も、勝手にキスされた理由も、さっぱりわからない。

「な……何言ってるんですかぁ。いきなりこんなことして、意味わかんない。ヒド過ぎる……っ」

　さっきからの緊張と恐怖と混乱で、ついに涙腺は限界を迎え決壊した。だってあまりにもヒドい。干渉したあげく目茶苦茶な理由でキスまでして。私まだ人生で一度しかキスしたことなかったのに。

　ボロボロと涙をこぼすと、明らかに宍尾さんの顔色が変わった。これでもかというぐらい眉間に皺を寄せ、苦虫を噛み潰したような表情を浮かべている。

「泣くヤツがあるか、子供じゃあるまいし。泣き止め」

「何ですかその言い草、自分が泣かせたクセに～」

　まったく反省の色が覗えない彼の言葉に、ますます泣けてきてしまう。本当になんてヒドい男だ。

　ヒックヒックとしゃくり上げながら涙を拭っていると、宍尾さんはそれでも私を腕から逃がさないまま大きく溜息を吐く。

　そのときだった。ふたりきりだったフロアのドアが開かれ「課長、まだ残ってるんですか？」と、東さんが入ってきたのは。

「なっ!?　何やってるんですか!?」

　私たちの尋常じゃない様子を見た東さんが、驚きを露わにして駆け寄ってくる。

　とんでもないところを見られてしまったという焦りもあったけど、とにかく今の状況をなんとかしたくて、私は宍尾さんが気を取られている隙に腕の間から逃げ出そうした。ところが。

　翻した身体を力強い腕がガッシリと拘束……いや、抱きしめてきた。

「逃げるな。まだ話は終わってない」

「ひぃー!!」

「ちょ、課長！　なんてことしてるんですか!!」

　むりやり胸板に押しつけられ身体が窮屈に痛む。「イタイ、イタイ！」ともがいたら僅かではあるけれど腕の力が緩められた。それにしてもなんて筋肉質、細マッチョってヤツか。胸も腕も硬いったらありゃしない。

「課長、橘さんを離して下さい」

　私たちの前に対峙した東さんが表情を引きしめて、真剣な声色で言った。もしかしたら東さんは泣いている私を見て、宍尾さんが酷いことをしたと勘違いしているのかもしれない。……いや、勘違いではないか。いきなりキスされたんだし。

　けど、宍尾課長と東主任。ふたりが本気で敵対する事態にはなって欲しくない。

「東主任、私は大丈夫ですから」

　そう言いかけたとき、私を抱きしめている頭上から重力さえ感じる低い声が放たれた。

「東。お前、俺の女を映画に誘ったのか」

　俺の女!?　またしてもとんでもないことを、しかも東さんに向かって言い出した宍尾さんの言葉に頭までクラクラしてくる。

「……ええ、誘いました。けど、橘さんは誰のものでもないはずです」

　返す東さんの言葉も、冷静だけど怒気を含んでいる。むしろ、ふだん朗らかな彼がこんな声色で喋ることがかなり驚きだ。

　そして次に、それ以上の怒りを孕はらんだ声が宍尾さんから発せられ、思わず身体を竦ませてしまった。

「なら教えといてやろう。橘は俺のものになった。わかったら二度と馬鹿なことはするな」

　なんたる独占欲。勝手に自分のものと主張した挙句、周囲を排除するなんて。もしこれが宍尾さんじゃなかったら、私は相手の頬を引っ叩いてしまっていたかもしれない。

　けれどこの体格差、しかも抱きしめられている状態でそんなことが出来るはずもなく。それに、どうにもこうにもこの威圧的な声で言われ、おまけに強い眼で見据えられてしまうと、歯向かう気力も萎んでしまう。

　それでも、さすが空気を読む達人、東さん。どう見ても仲睦まじい恋人には見えない状況を悟って今度は私の方に尋ねてきた。

「橘さん、本当？」

　その言葉を聞いて振り向くと、宍尾さんの手が緩んで私を解放する。見上げると『お前が答えろ』と聞こえてきそうな視線が私を見ていた。

「わ、私は……宍尾さんのことは……」

　これはチャンスだ。ハッキリ言うべきだ。強引に振り回さないで欲しいって。私は別に宍尾さんのものじゃないって。

　だって宍尾さんなんて、おっかないし、ぶっきらぼうが過ぎるし、強引過ぎるし、喋る声が低くて怒ってるみたいだし、前に立たれるとオーラだけで潰されちゃいそうだし。それに、私の扱い乱暴だし、腕掴まれると痛いし。

　でも……キスは優しかった。

　ふいに、私の頭に杏子ちゃんの言葉がよぎる。

『恋愛対象と思えるかを判断するには、その人とキスする自分を思い浮かべてみればいいのよ』

　――すごくビックリしたけど、強引で腹が立ったけど、困惑したけど……私、宍尾さんにキスされたとき嫌だったのかな。

　優しく甘く唇を食まれたことを思い出すと、心臓が苦しいほどドキドキと高鳴り出した。

　宍尾さんの行動はいつも突飛でぶっきらぼうで驚かされてばかりだけど、振り返るとそのどれもが優しいことに気づかされる。

　咄嗟に腕を掴まれるときもそうだ。大きな手は力の加減が出来なくて、いつもギュッと強く掴んでくるけれど、でも私が痛そうな顔をするとすぐに優しいものに変わる。

　桜並木の下をおんぶしてくれたときみたいに。本棚から落ちたのを助けてくれたときみたいに。褒めて撫でてくれたときみたいに。壊れそうな物を扱うみたいに。

「私……宍尾課長のことはおっかないけど、嫌いでもないです」

　漠然とした答えだと自分でも思ったけど、気持ちがまだあやふやだから仕方ない。けれど、宍尾さんはあやふやが好きではないようで。

「なんだそれは、ハッキリしろ」

　きっぱりと強い口調で返されてしまった。

「だから！　……私は宍尾課長のものじゃないです。おっかないのも強引過ぎるのも苦手です。でも……優しくしてくれるときは、少し好きかもしれません」

　自分でも上手く言えなくて、最後の方は蚊の鳴くような声になってしまう。意味もよくわからないし聞こえなかったかもしれない。その証拠に宍尾さんは『なんだって？』と言わんばかりのしかめっ面を浮かべてる。

　けれどそんな窮地を救ったのは、人一倍空気を読む東さんだった。

「それって、俺は振られちゃったってことかな」

　そう言って苦笑いをこぼした東さんを見て、宍尾さんもようやく私の言葉を理解する。

「東主任……ごめんなさい」

「ざーんねん。久々に真剣になれた子だったのにな」

　おどけたように言ったけど、告白のときと同じ『真剣』という言葉の重みが私の胸を痛く締めつけた。

「本当にごめんなさい」

　申し訳なさで俯いてしまうと、後ろから伸びてきた大きな手が私の顎を掴み、無理矢理顔を上げさせられる。

「何度も謝るな。振った男に情けを掛けるもんじゃない。東、もういいだろう。気が済んだなら帰れ」

　さっき私が言った『強引過ぎるのも苦手です』って、やっぱり聞こえてなかったんだろうか。無理矢理顔を上げさせるのも、東さんをさっさと追い払おうとしてるのも、強引以外の単語が見つからないんだけど。

　けれど、大きな手が押さえている顎は決して痛くはなく……宍尾さんが優しく気遣ってくれている心が、少しだけ感じられた気がした。

「お疲れ様でした。お邪魔さま。あ、橘さん。映画のチケットはあげるよ。ここ置いとくね。課長、橘さんに乱暴なことしないで下さいよ」

　最後まで私に親切にしてくれながら、東さんは朗らかな挨拶を残して帰っていった。

　宍尾さんも「気をつけて帰れ」といつもの課長の顔にようやく戻って、私はちょっとホッとする。とりあえず、職場が不穏な空気に包まれるようなことはなさそうだ。

　密かに胸を撫で下ろしていると、大きな手がポンと包むように私の頭の上に置かれた。

「これでもう用事は済んだんだろう、帰るぞ」

「あ、はい」

　一緒に帰るのが当たり前みたいになっているけど、宍尾さんの中ではやっぱり私は『俺のもの』なんだろうか。

　なんだかメチャクチャな成りゆきで付き合うことになっちゃったけど、私、大丈夫なのかな。一気に色んなことが起きたせいで不安もかなり拭いきれない。

　けれど、一緒に廊下を歩く宍尾さんの歩幅が足の長さが全然違う私に合わせてくれていることに気づいて、私は少しだけ嬉しくなったのだった。







第五章　糖度百の海













　多忙だった日々も無事に過ぎ、暦はついにＧ・Ｗへと突入した。

　けれど、あんなに楽しみにしていた連休なのに私の心はイマイチ晴れていない。原因はもちろん宍尾さんのことだ。

　海に誘われたのはデートの誘いだと判明したけれど、キスもされてしまったけれど、『俺のもの』と勝手に所有権を掌握されてしまったけれど、彼が私をどんな風に想っているのかは耳にしていない。

　そもそも今まで宍尾さんが私を好きな素振りなんかあっただろうか。惚れられるキッカケすら思い浮かばない。

　私自身彼をまだ胸を張って『好き』と言っていいかわからない状態もあって、自分たちはいわゆる恋人同士なのかさえ疑問だ。

　あやふやな状態で迎えるデートは明後日で、当然私の中は楽しみよりも不安な気持ちが勝っていた。

　そんな風に部屋でひとり思い悩んでいると、スマホからラインの通知音が鳴った。

　きっと宍尾さんだろう。明後日は駅まで車で迎えに来てくれるそうで、あとで時間を送ると言っていたから知らせてきたのかもしれない。

　そう思って画面を開けば案の定で、『五月五日　午前八時』とシンプルなメッセージが送られてきていた。

　宍尾さんの文章はうちの部署一そっけない。仕事での社内メールや業務連絡さえ端的で、内容はほぼ箇条書きだ。

　それにしてもプライベートもこれだとは。まあ宍尾さんらしいと言えばらしいけど。

　時間は把握したものの、実は目的地を未だ『海』としか教えてもらっていない私は、返信ついでに尋ねてみることにする。

『明後日行く場所の詳細を教えて欲しいです』

　そう送った数十秒後、やっぱり何も文章の添えられていないどこかのホームページのＵＲＬが返信されてきた。

　タッチしてみれば、表示されたのは隣県の大型マリンパーク。水族館やイルカショー、ショートクルージングやフィッシング、ヨット体験なんてものまである。大きな公園も併設されていて、海を見ながらサイクリングしたりのんびり散歩など出来るらしい。

　これはなかなか楽しそうだと感心した私は、ふと思いついてもう一度宍尾さんに返信を打った。

『昼食の予定はありますか？　もし良かったらお弁当作りますけど』

　レストランで食事もいいけど、海の見渡せる公園でお弁当もいい。青い空と海に囲まれて食べるご飯はさぞかし美味しかろうと思ったのだ。

　その数十秒後。再び通知音が鳴ったのでスマホを手にした私は、開いた画面を見入って「ウソでしょ!?」と盛大に吹き出してしまう。

　いつも超絶シンプルでそっけないメールやメッセージの宍尾さん。間違っても絵文字どころか顔文字も使いそうにない彼が送ってきたのはなんと……ウサギのスタンプ。

　なんともキュートなデザインのウサギのキャラクターが『わーい』とバンザイしているものだ。

「ウソでしょ！　宍尾さんがスタンプ！　しかもピンクのウサちゃん～！」

　私に合わせてくれたのかもしれないけれど、ギャップがあまりにもすご過ぎて笑いをこらえることが出来ない。

　お腹を抱えて笑い転げながらも『頑張って作ります』とこちらも可愛いスタンプ付きで返す。

　そして、あまりに面白過ぎて誰かに言いたくてたまらない私は一階に降りていくと愛兎のミロちゃんに、

「ミロちゃん見て見て～。宍尾さんがこんな可愛いウサちゃん送ってきたよ～」

　と、スマホを見せながら、キョトンとしている顔を撫で繰り回した。




　そうして迎えた当日。私は手作りのお弁当を持ち、一応デートらしくお洒落をして待ち合わせの駅へと向かった。

　平日とは違って私服姿の若者や家族連れで賑わう駅。そんな光景にしみじみと連休を感じてロータリーに立っていると、目の前にシルバーグレーのＳＵＶ車が停まる。

　見ていると運転席が開き、でーんと効果音の付きそうな大きな身体が降りてきた。

「おはようございます」

「ああ。荷物は後ろに乗せろ」

　プライベートでも宍尾さんは変わらず威圧的だけど、今日の姿に私は心の中で『ほう』と感心をこぼしてしまった。

　トリコロールラインの入った白のボタンダウンシャツにベージュのチノパンという出で立ちの宍尾さん。シャツはショート丈の七分袖で全体的にタイトなシルエットだ。

　するとどうだろう。スーツ姿のとき以上に彼のスタイルの良さが遺憾なく発揮され、それは思わず私に『う……カッコいいじゃないか』とたじろがせてしまうほどだった。

　文句なく広い肩幅に逞たくましい背中。無駄な肉などまったくこれっぽっちもなくて、引きしまったウエストは腹筋が割れていそうだ。そして知ってはいたけども脚が長い。股下が私のヘソの位置にあるってどういうことだろう。

　そんじょそこらのモデルなんか凌駕するほどの圧倒的なスタイルの良さに、道行く女性まで目を奪われているではないか。

「何を見てるんだ」

　私までついボーっと見入ってしまい、声をかけられてハッと我に返る。恥ずかしくなって慌てて車に乗り込もうとしたら、なんと宍尾さんが助手席側にまわってドアを開けてくれた。

「どうも……」

　思わぬ紳士的な振る舞いに驚きつつ助手席に座れば、中はかなりゆったりとした空間だった。

　広いなあと思ったけれど、運転席に乗り込んだ宍尾さんを見て理解する。彼の大きな身体を収納させるにはこれぐらいの広さが必要なのだと。長過ぎる脚も色々大変なのだな。

　そうして車は駅を出発し、順調に高速へ向かって進んでいった。

　それにしても……ふたりっきりの車内、何も喋らない訳にはいかず当たり障りのない天気の話題や仕事関係の話題を振る。

　けれど私が「宍尾課長は――」と口にしたとき、眼光鋭い瞳に横目で睨まれた。

「お前は恋人のことを役職付きで呼ぶのか。変わったヤツだな」

「え……」

　指摘されてそれもそうだと気づくと共に、『恋人』という単語に妙に反応してしまう。やっぱり私たちって一応『恋人』なのか。まあ……キスもしちゃったもんね。

「すみません……えーと、じゃあ、宍尾さん」

「からかってるのか」

　せっかく指摘されたことを正して呼びかけ直したと言うのに、間髪入れず怒られてしまった。

　ションボリしてしまったけれど、宍尾さんのフルネームを思い出し改めてチャレンジしてみる。

「和泉さん、でいいですか？」

「……好きにしろ」

　えー。自分から言ったくせにずいぶんな返答だなあと思い唇を尖らせて隣を見やれば、宍尾さん……いや、和泉さんはどことなく機嫌の良さそうな表情を浮かべていた。

　もしかしたら照れてるのだろうか、どちらにしろ感情表現が不器用過ぎるのは相変わらずのようだ。

　幸い大きな渋滞にハマることもなく車は進んだけれど、いい加減当たり障りのない会話も尽きそうになる。

「和泉さんはＧ・Ｗ何して過ごしてたんですか？」

　多少プライベートではあるけれど無難な話題かと思い口にすれば、和泉さんはどうしてか薄い唇をフッと僅かに綻ばせた。

「興味あるのか？」

　まさか、そんな風に尋ね返されるとは想像せず「えっ」とうろたえてしまう。

　な、なんで私が和泉さんに興味津々みたいに捉えられなきゃいけないのよ。私は別に和泉さんがＧ・Ｗを寝て過ごそうと遊んでいようと関係ないんだけど。

　変な敗北感を感じて心の中でしょーもない言い訳をしながらも、「あはは」と嘘くさい愛想笑いで流しておいた。これが大人の処世術ってやつだ。

　和泉さんは前を向いたまま僅かに顔を綻ばせ一拍置いてから喋り出す。

「土曜日は仕事だ。コミック発売記念のサイン会が書店であったからな。日曜は草野球。昨日はフットサルの助っ人に行って午後は溜まっていた本を読んだ。夜は全部飲み会だ」

「アクティブですねー……」

　何気ない話題のつもりだったけど、まったく知らなかった彼の新しい面が見られて自分の心が弾んだのがわかった。

　やっぱりスポーツ好きなんだなとか、和泉さんなら何をやらせても強力なプレイヤーになるだろうなとか、休日にそれだけ身体を動かしているからそんなに無駄な肉がないのかとか。

　しかも、読書のためにわざわざ時間を作っているのも意外だった。いや、出版社に勤めているんだから本は好きなんだろうけど。

　それにしても夜は飲み会続きなのが気になる。やっぱりひとり暮らしだと外食がちになるのかな。健康的な食事を心掛けて欲しいものだ。

「お前は旅行に行ってきたんだったな」

　あれこれ考えていたら今度は私の方が質問を投げかけられた。

「あ、はい。近場の温泉なんですけど家族と一緒に。お土産買ってきたんで会社が始まったら持っていきますね」

　そんな多少なりとも広がりを見せながら、会話はそこそこ尽きることなく車は走り続け、やがて無事目的地に着いた。




　大型マリンパーク。天気が快晴なこともあり、場内は老若男女で賑わっている。

「わあ、色々ありますね」

　駐車場近くの案内板を見て楽しそうなアトラクションの数々に目を奪われていると、和泉さんが「こっちだ」と告げて有無を言わさず歩き出した。

「どこへ行くんですか？」

　隣に並んで聞いてみれば、和泉さんは数十メートル先にある施設を指差して答える。

「イルカを観に行く。嫌いか？」

「イルカ？　ああ、イルカショーですね」

「今日はペンギンも来てるらしいからな」

　イルカにペンギン、またずいぶん可愛らしいチョイスをしたものだとコッソリ笑ってしまう。

「それは楽しみですね、行きましょう」

　けど、もしかしたら私のために決めてくれたのかもしれないと思うと、なんだか余計に顔が綻んでしまって、私は笑い顔を隠すように張り切って和泉さんの前を歩いた。

　動物のショーなんて何年ぶりだろう。子供みたいなワクワクを抱いて見たイルカショーは予想以上に面白く、可愛くて賢い動物の芸に私は目をキラキラさせながら感心しっぱなしだった。

「わあすごい、おりこう。イルカって賢いんですね」

　飼育員の指示通りリングを連続で潜り抜けるイルカを座席から食い入るように眺めていたら、ふと頭に突き刺さるような視線を感じて顔を上げた。

　すると、隣に座っている和泉さんがなぜだかイルカではなく私に注目しているではないか。

「……あの、和泉さん。どうしてこっち見てるんですか。イルカ観ましょうよ」

「喜んでるお前の方が見てて面白いからな」

　楽しそうな表情を浮かべそんなことを口走る彼に、私は頬を熱くしながら複雑な顔になってしまう。

「気にするな、お前はイルカを観ていろ」

　そんなこと言われてもなあ。促されたので仕方なく前を向いたけれど、隣から降り注ぐ視線が気になって、どうにもイルカに集中出来なくなってしまったのは言うまでもない。

　ショーが終わって次の目的地を聞くと、和泉さんは海に浮かぶ小型の遊覧船を指差した。どうやらショートクルージングらしい。

「船は酔うか？」

「あんまり乗ったことないけど多分大丈夫だと思います」

　そんな会話を交わしながら歩いていたのだけど、段々混み合ってきた歩道で和泉さんと並んで歩くのが難しくなってきてしまった。

　通り過ぎる人の群れを避けていたら完全にはぐれてしまい、焦って振り返ったと同時に手首を掴まれる。驚いて見上げると和泉さんが実に不愉快そうな表情をしていた。

「はぐれるな。お前は子供か」

　そう言って私の手を強引に自分の腕にしがみつかせる。大きな和泉さんの腕にヒシッとくっついている私は、恋人同士の腕組みというより大木にしがみついているコアラみたいだろう。

　少々恥ずかしい気もするけれど、彼にくっついていればはぐれて迷子になることはまずないので、とりあえずはその体勢のまま歩き続けた。

　ショートクルージングは十五人ほどが乗れる小型遊覧船で、近隣の海をおよそ一時間ほど回遊する。

　陸から離れると海の水もずいぶんと綺麗になって、甲板に出て下を覗き込めば魚が泳いでいるのが見えた。

「和泉さん、魚が見えますよ。いっぱい居る。あれ何て魚だろう」

「あれはアカラバチメと白ギスだな。釣りをしたことはないのか？」

「ないです。和泉さんは釣りするんですか？」

「ああ、時々な。ここはフィッシングコーナーもあるからあとで教えてやろう」

　和泉さんの言葉に微笑んで頷き、もう一度海面を覗き込んだときだった。

　少し高めの波が船体に打ちつけて、甲板の上にまで大きく跳ね上がる。

「きゃっ」

　大したことはなかったけど、身を乗り出していたせいで髪と服が少し濡れてしまった。

「大丈夫か？」

「あービックリした。でも平気です。ちょっと波が掛かっただけだから」

　本当に大したことはないと思ったんだけれど……。

「……あっ」

　濡れた服を拭こうとして自分の姿に気づき、私は慌てて胸元を手で覆った。

　思ったより水の掛かっていた胸元は白いブラウスを見事に透けさせ、下のキャミソールが丸見えの事態になっている。春らしくと思ってふんわりと薄手のブラウスを着てきたことがこんな裏目に出るとは……。

　天気もいいし着ている内にすぐ乾くとは思うんだけど……困ったな。

　思いもよらぬ事態にどうしようと考えあぐねていたら、突然背中からジャケットが掛けられた。車から降りるとき和泉さんが着ていたものだ。

「乾くまで着ていろ」

「すみません、ありがとうございます……」

　和泉さんの気遣いに感謝しながら、濡れた胸元を隠すようにジャケットの前を閉める。

　借りたジャケットはスリムタイプのショート丈にもかかわらず、四十センチ近い身長差のある私が着るとダボダボもいいとこだった。『洋服に着られている』という表現がピッタリあてはまる。

「なんか、私が着ると幼稚園児のスモッグみたいですね……」

　余りまくった袖を見せながら自虐的な苦笑を向けると、和泉さんはなぜか眉間に皺を寄せ溜息を吐き出してから視線をそむけた。

　また呆れられてしまったんだろうか。以前にも同じような反応をされたことを思い出す。

　そのことがちょっとだけ悲しくて、私は長過ぎる袖を指先でキュッと握りしめた。

　幸いお天気が良かったせいでクルージングが終わる頃には服はすっかり乾いてくれた。

　この格好のまま園内を歩くことにならなくて良かったと思いながら、和泉さんにお礼を言ってジャケットを返す。

　時間はすでにお昼を回っていたので、次に行く場所は自然と決まっていた。

　隣接する公園の広場。そこのテーブル付きベンチに席を取って待っていると、車にお弁当を取りに行ってくれた和泉さんが戻ってきて、いよいよランチタイムになる。

　朝から頑張って作ったお弁当、口に合うかも気になるけど、ちゃんとお腹いっぱいになってもらえるかな？なんて、男の人に初めてお弁当を作った私はあれこれ心配をしてしまう。

　保冷剤をたっぷり詰め込んだバッグから二段重ねの大きなお弁当箱を取り出しテーブルに広げた。

　和泉さんならパンより米だろうなと思い、メニューはおにぎり。定番から変り種、混ぜご飯と五種類も作った。おかずはもちろん肉メニュー中心。醤油味とカレー味の二種類の唐揚げをはじめ、ミートボールに煮豚、タコさんウインナーまで。あとは栄養も考えて温野菜サラダや根菜のソテー、おひたしなども詰めて、なかなかバランスのいいお弁当になったと思う。

「人並みの味には出来てると思います……多分」

　取り皿と箸を渡しながらそう言うと、和泉さんは「いただきます」と丁寧に手を合わせてからまずはおにぎりに手を伸ばした。

　いつものように大きな口でパクリとかぶりつくと、三角の半分がなくなる。一般的なサイズで作ったつもりだけど小さかっただろうかと錯覚するほどだ。

「美味い」

　一口目を飲み込んでから、和泉さんは私の方をまっすぐ見て言った。料理を褒められるのは二回目だけど、今回は一応彼のために作ってきたので素直に嬉しいと思える。

「お口に合って良かったです」

　そう答えてから私も「いただきます」と手を合わせて、お弁当に箸を伸ばした。

　唐揚げを口にして我ながらまあまあ上出来かなと満悦していると。

「小夏」

　突然呼びかけられて、驚きのあまり喉を詰まらせそうになってしまった。

　だって、私は『和泉さん』と呼びかけているのに、向こうはずっと『お前』だなんて呼んでいたんだもん。

　初めて『小夏』と名前で呼ばれて、改めて俺のもの宣言が頭に蘇りなんだか無性に照れてしまう。

「な、なんですか」と冷静を装って返したけれど、声が上擦っていたかもしれない。

「一番得意な料理はなんだ？」

　ふいの質問に、私は少し考えてから茶碗蒸しを挙げた。自分が好きだからよく作るので、成功率は一番高い気がする。

　すると、私の答えを聞いた和泉さんは口元を少しだけふっと緩ませて言った。

「そうか。ならば今度はそれを作れ」

「茶碗蒸しをですか？」

「そうだ」

　茶碗蒸しを作る？　それは別に難しいことではないけれど首を傾げてしまう。だって、茶碗蒸しはさすがにお弁当には出来ないし。

　そんな疑問に、和泉さんは至極当然といった口調で答えた。

「俺の部屋へ来て作れと言ってるんだ」

「えっ!!」

　和やかな公園広場に私の驚声が響く。いや、まあ恋人ならそれも普通なんだろうけど、でもいきなり部屋に誘われるとは思わなかった。

　なんだか色々意識してしまって「そ、そのうちに……」とゴニョゴニョ呟きながら、私は俯いて喉に詰まりそうな食事を続けた。

　いっぱい食べる和泉さんのために多めに作ったつもりだけど、もしかしたら少なかっただろうか。そう心配になるほど彼は綺麗に食べ尽くしてくれた。「美味かった」と言ってくれたので味の方はまあ合格だったのだろう。

　私はお弁当箱を片付けると保冷バッグの中から冷やしておいたフルーツと果物ナイフを取り出す。

「デザートにと思って持ってきたんです。今、剥きますからちょっと待って下さいね」

　甘夏と青林檎を順番にセッセと剥いていき紙皿の上に並べていくのを和泉さんはジッと眺めていた。あまり器用な手つきではないので見ないで欲しいんだけどな。

　そうして並べた果物にピックを刺したのだけど、なぜだか一向に手を出してもらえない。

「果物嫌いでしたか？」

　心配になって聞いた私に、和泉さんは頬杖をついたままの姿勢で口を開くと、

「食べさせろ」

　とんでもない台詞を吐き出した。

　それはいわゆる『あーん』ってやつを私に強要してるんだろうか。こんなデカいナリをして、そんな甘えん坊な行為をねだるとは。

　少々、いや、かなりの戸惑いを私が見せていると和泉さんは「早くしろ」と眼力を込めて促す。こんな脅きょう迫はく的な甘え方があろうか。

　仕方なくピックに刺した林檎をひとつ取り彼の口元まで持っていけば、可笑しそうにニヤリと微笑まれたあと、パクリと一口で持っていかれた。一瞬、私の手ごと食べられるのではないかと危惧したことは胸にしまっておこう。

　シャリシャリといい音をたてて「美味い」と満足そうに言った和泉さんは、今度は自分の手で林檎に手を伸ばすとピックに刺したそれを私の口元へ差し出した。

「食え。お返しだ」

　そ、そう来たかと顔を引きつらせたじろいでしまう。どうやら人目を気にしないタイプの和泉さんは、こんなに人のいる公園で『あーん』の応酬をすることにも抵抗がないらしい。私はすごく恥ずかしいんだけど。

　抵抗しようとしたけれど、真正面からガンガンに見据えてくる彼の様子だとこのままでは無理矢理口にねじ込まれかねないので、私は仕方なしに小さく唇を開いた。

　勢い良く入れられては困るので、林檎を差し出してくる大きな手を自分の両手で抑えるようにキュッと掴む。

　私は和泉さんとは違って林檎を一口で食べるほどの大きな口は持っていないので、端にカプッと齧りつき少しずつ食べ進めた。

　こんな食べさせられ方をしているけど、林檎は瑞々しくて美味しいなと思いながら一生懸命食べ進めていると、こちらをジッと見ていた彼とふと目が合ってしまう。

　うわ、なんか恥ずかしい、と私の中の羞恥心がいっそう強くなる。すると和泉さんは眉をひそめてなんだか難しそうな顔をした。

「ウサギかお前は」

　そんな表情でそんな台詞を言われて、私は密かにショックを受ける。なんだろう、自分では気づかなかったけど私って食べる姿がげっ歯類っぽいのだろうか。かなりショックだ。

　そんな風に思われてはもう林檎に齧りついている姿など見せられないので、私はピックから食べかけの林檎を抜き取ると、そのまま手で持って俯いて食べることにした。伏せた視界には入らなかったけれど、和泉さんの溜息を吐く音が聞こえた。




　果たしてデートは上手くいっているのだろうか。

　やたら見てきたり甘えられたりするものの、時々呆れたように難しい顔をされて溜息を吐かれるのが引っ掛かっていた。

　私の和泉さんに対する好感度はわりかし上がってきているのだけど、向こうは幻滅していて、もしかして二度目のデートはないかもしれないな。なんて、気持ちが沈むようなことまで考えてしまった。

　昼食後、少しだけ重くなった足取りで向かったのはフィッシングコーナー。家族・初心者向けのスペースは人工的な池に魚が放流されていて、釣竿もレンタルしている。餌も虫だったらどうしようかと思ったけれど、小さな海老だったので安心だ。

　備え付けられている椅子に座り和泉さんに教えてもらいながら釣り糸を垂らせば、すぐに竿を引く手応えが感じられた。

「わ、わ、なんか来た！　どうしよう！」

「落ち着け、無理に引っ張るな」

　そう言われたのに焦って竿を引き上げてしまい、弾けるような手応えのあと魚は針を外し逃げてしまった。

「ああ、残念……すみません」

　また呆れられちゃうかなとションボリ肩を落としてしまう。

「まだ一匹目だ、落ち込むな」

　けれど和泉さんは励ましてくれて、おまけに席を立つと私の後ろにまわって手を取り「釣れたらここを回すんだ」と丁寧に教えてくれた。

　そこまでは良かった。彼の優しさにホッと心が和んだところまでは。

　次こそは釣るぞ、と意気込んでいる私を和泉さんはなぜか一旦立ち上がらせ、自分が椅子に座ると……なんと抱え込むように膝の上に座らせた。

「ちょ、ちょっと止めて下さい！　親子じゃあるまいし！」

　慌てて立ち上がろうとするも、逞しい腕が腰にガッチリ回されていてそれを許さない。

「いいから釣れ。魚が引いたら手伝ってやる」

「ひとりで大丈夫です！」

　全力で抵抗を試みたものの筋肉質な腕はうんともすんとも動かない。騒げばかえって注目を浴びてしまうことに気づいた私は口を噤み、いっそ親子のふりでもしようかと赤い顔を俯かせながら馬鹿なことを考えていた。

　こんな状態で釣りなど集中出来る訳がない。周囲の目もだけど、私をすっぽり包んでいる和泉さんの大きな身体が気になって気になって仕方がない。背中に密着している胸板が逞しいだとか、私の手を覆う大きい手が男らしいだとか、近過ぎて何か喋る度に耳元がくすぐったいだとか。意識すればするほど心臓がうるさく鳴ってしまい、密着している身体から伝わってしまうんじゃないかと余計にドキドキする。

　落ち着こうと深呼吸すれば、いつか香った仄かなシプレーのフレグランスを感じて、ドキドキは余計に加速する始末だ。

　こ……このままでは血圧が上がり過ぎて倒れてしまう。釣りってこんなにスリリングなレジャーだったっけ。

　もはや釣りどころではない私は、竿に引っ掛かったのがイカだったかタコだったかすら何も覚えていない。

　何かが数匹バケツに入ったところで、「結構釣れたな」の台詞と共にようやく大きな身体から解放されホッとする。ところが、こちらを注目している周囲の好奇の目に気づき、私はまたもや顔を真っ赤に染めあげることになったのだった。




　いつの間にか釣れていたアジとキスにツボ抜きと保冷バッグのサービスをしてもらい、それを一旦車に置きに行くと、次はマリンパークで一番大きな建物、水族館へと向かった。

　大型アクアリウムはＧ・Ｗということもあってイベントが多く、沢山のお客さんの目を楽しませてくれている。

　カラフルにライティングされた水槽と楽団のコラボレーションや、期間限定で公開される貴重な海洋生物、アシカの餌やり体験などなど。

　中でも私はナイトアクアリウム体験コーナーがとても気に入った。ライトダウンした館内に浮かび上がる幻想的な魚たち。その美しい光景に心酔しているうちに、心の隅にあったモヤモヤもすっかり消え夢中で見入っていた。

　ところが隣を見れば和泉さんが見ているのは魚じゃなくやっぱり私で。

「和泉さん、お魚観ましょうよ。綺麗ですよ」

「お前を見てる方が楽しい」

　これである。まったく、何のために来たのやら。

　和泉さんの視線を常に感じつつ広い水族館めぐりも終わり、館内のロビースペースにあるグッズショップへと最後に立ち寄った。

　お土産用のお菓子やぬいぐるみを始めとしたオリジナルキャラクターのグッズなどが所狭しと並べられ、家族や友達へのお土産に何を買おうか目移りしてしまう。

「あ、これ綺麗」

　商品を見て回っていた私の目を、ひとつのキーホルダーが留めた。硝子で出来た魚のモチーフ。光の映えるシンプルなフォルムは見様によってはイルカにも海魚にも見える。

　せっかく来たのだから自分へのお土産に買っていこうかなと考えて眺めていたら、後ろから伸びた大きな手がヒョイとそれを取り上げた。

「気に入ったのか？」

「えっと、綺麗だなーと思って」

　そう答えるや否や、和泉さんはキーホルダーを持ってさっさとレジへと行ってしまい、ポカンと見ていた私の手に会計して包装されたそれを当然のように渡した。

「え、あの……いいんですか？」

「気に入ったんだろう？」

「それはそうですけど……」

「なら受け取れ」

　私の気持ちを汲むのが早過ぎるだとか、『受け取れ』って強引過ぎるとか、言いたいことはあるけれど。でもそれより垣間見えた彼の優しさが嬉しい。

「ありがとうございます。大切にします」

　嬉しくて小袋をキュッと両手で抱きしめると、和泉さんは一瞬目元を和らげて大きな手で私の頭を撫でる。

　いつも痛いほど強く腕を掴む和泉さんの手とは思えないほどそれは優しくて、安心感さえ覚える大きな感触は私の心まで撫でてくれたみたいだった。




「今日は楽しかったです」

　陽が傾き始めた海を遠目に見ながら駐車場へ帰る道すがら、私は和泉さんにお礼を述べる。

　行く前はあれこれ心配もあったし、今日も何度か呆れられたりもしたけれど、それでも振り返ってみればとても楽しい一日だった。

　和泉さんは「ああ、そうだな」とだけ答えると、私の腕を軽く掴んで自分の腕へとしがみつかせる。

「人混みじゃないからもうはぐれたりしませんよ。大丈夫ですってば」

　まだ私が迷子になるとでも思っているのか、意外に心配性な和泉さんにそう言って笑い掛けると、すぐさま「いいから離すな」と怒られた。

「混んでいようがいまいが、歩くときはそうしていろ」

　その命令を聞いて、これが迷子対策ではなく彼の独占欲なのだと気づいた私は途端に顔が熱くなる。

　和泉さんの気持ちを読むのは難しいと思っていたけど、逆に私が案外鈍感なのかもしれない。そんなことに今さら気がつき、彼の逞しい腕にしがみつきながらモジモジと俯いて駐車場までの道を歩いた。

　夕暮れの海風は髪をなびかせるほど強くて少し寒かったけど、くっついて歩いた大きな身体はとても温かかった。

　――私、今日一日でけっこう和泉さんを好きになってしまったかもしれない。

　数日前のあのとき、『もしかしたら』程度だった小さな恋の芽は確実に大きくなっているような気がする。

　大人になってから初めての恋になるかもしれない。そんな予感にキュンと胸を疼かせながら車に乗ったのだけれど。

「ちょ……っ!?」

　席に座りドアを閉めるなり、運転席側の和泉さんに強引に抱き寄せられキスをされてしまった。

　セカンドバージンならぬ、〝セカンド初恋？〟みたいな状態の私。こちとら淡い恋の予感に甘酸っぱくキュンとしていたというのに。

　そんな純情を木こっ端ぱ微塵に打ち砕く勢いで、和泉さんは私の背中と頭を抱き寄せ何度も唇を重ねてくる。

　初心者もいいとこな私の唇を開かせるように、角度を変えながら唇を重ね合わせ、僅かに出来た隙間をなぞるように舌が撫でていく。

「ん……ぅ、んっ」

　初めて知る感触にゾクゾクと頭がしびれて変な声が出てしまった。何これ、恥ずかしい！

　開いてしまった隙間から侵入してくる舌は自分とは違う味がして、それが和泉さんのものなのだと頭が認識すると身体が火を付けたように熱くなった。

　どうしていいかわからないままの私の口内を、ゆっくりと辿るように彼の舌が動いていく。恥ずかしくて恥ずかしくて、とてもを目を開くことが出来ない。

　これ以上は羞恥で頭がおかしくなってしまいそうだと思った私は、胸の間で押し潰されていた両手を突っ張って抵抗を試みた。

　思ったよりすんなり離れてくれたものの、和泉さんはあからさまに不満そうな表情を浮かべている。

「あのっ！　ちょっと待って下さい！　いきなり困ります！」

「これ以上待てるか。ずっと我慢してたんだぞ」

「が、我慢？」

「お前がキスしたくなるほど可愛いのが悪い。それでも人前でするのは恥ずかしいだろうと思って耐えてたんだ」

　なんて無茶苦茶な。しかも和泉さんはデート中ずっと私にそんなことをしたいと考えていたのかと、幾重もの驚愕に思考が追いつかなくなる。

　困惑している私に怯まず和泉さんは再び唇を重ねてきた。今度は唇を舌で舐め上げたり甘噛みしたり、明らかに悪戯心を持って楽しんでいる。

　遠慮なく口内に入り込んできた舌はさっきより激しく私の中を味わい、その刺激に耐え切れず漏れた喘ぎが唾液と一緒にこぼれていった。

　ふいに唇が離された隙に苦しかった呼吸をし「和泉さん……ダメ……」と絶え絶えになりながら懇願する。

　なのに、彼は止めてくれるどころか離した唇を今度は吐息と共に首すじに這わせた。

「ひ……っ」

　驚きと、背すじを駆け上るような冷たい熱に引きつった声が出てしまう。同時にこれ以上が何を意味するのかも感じ取り、全力で大きな身体を押し離した。

「駄目！　駄目！　絶対ダメ!!　これ以上したら和泉さんとは一生口聞きません!!」

　考えてみるとなんとも子供じみた陳腐な抵抗だったのだけど、必死さは伝わったのか和泉さんは身体を離れさせこちらを不満そうに見やる。

「俺が嫌いか」

「そ、そうじゃなく！　こ、こ、こんな大胆なコト、い、い、いきなりは困るっていうか……」

　大人のデートならこういう流れもきっとアリなのかもしれない。けれど、私は生あい憎にくの初心者だ、それも超が付くほどの。この後の展開に何ひとつ彼が喜ぶリアクションが取れる気がしない。さっきだって実は和泉さんの舌を噛んでしまわないように必死だったのだから。

　せめてもう少し心の準備が欲しいと訴えたいけれど、まるっきりの処女で何もかもわからないだなんて言うのも憚られる。色気もへったくれもあったもんじゃないと、またしても呆れられてしまいそうだ。

　どうにかしてこれ以上は後日に延期できないものかと必死で考えるけれど、和泉さんも和泉さんで簡単には引き下がらないから困ってしまう。

「安心しろ、今はつまみ食いだけだ」

「つまみ食いもダメ！」

　伸ばしてきた手をピシャリと払い除けるほど拒絶する私に、和泉さんはムッと口をへし曲げて困ったように眉間に皺を寄せた。

「……ムードが足りなかったか。悪かった、せめて場所を変えよう」

　まあ確かにさっきのキスはムードも何もあったもんじゃなかったですけどね。でも問題はそこじゃないって言うか。

「あの……きょ、今日はこのまま帰りませんか？」

　それでもなかなか首を縦に振らない私を見て、和泉さんは少し驚いたように口を噤んだ。

　しまった。断り過ぎて彼の機嫌を損ねてしまっただろうか。そんな不安が頭をよぎる。

　けれど、目を逸らしてしまった私の頬を、大きな手が優しくそっと包んだ。

　和泉さんは何も言わなかったけれど、それがかえって罪悪感と切なさで胸を締めつける。こんなに一方的に『嫌』ばかり言って、もしかして彼を傷つけてしまったんじゃないかとハッとする。

　さっき尋ねられた『俺が嫌いか』の台詞が、今さら深く胸に突き刺さる。

「……えっと、和泉さんが嫌いとかそういうんじゃないんです。ただちょっと、心の準備がまだ……」

「何を子供みたいなことを言ってるんだ」

「だ、だから、その……子供なんです。年齢はいっぱしに大人ですけど、私そういうことに関しては……まったくの子供なんです」

　シーンと車内に沈黙が落ちた。私の言葉を聞いて驚いている和泉さんの顔が見られずに、どうしても俯いてしまう。

　やがて、確かめるような声で和泉さんが尋ねてきた。

「……初めてなのか？」

　直球で聞かれ、顔から火が出そうになりながら小さくコクリと頷く。

「……ほとんど男性とお付き合いしたことがないんです。だから……キスだって和泉さんとしたのが二回目だし、それ以上のことは何もしたこともないしわからないんです」

　半ばやけくそになりながらも、彼に誤解を与えたり傷つけたりするのが嫌で全部をぶっちゃけた。

　もしかしたら面倒な女だと思われてしまったかもしれない。けど、逆に情けを掛けてくれて、また今度と延期してもらえるかもしれない。

　そんな不安とビミョーな期待を抱いていた私だったけれど、返事の代わりに耳に届いたのは勢い良く車のエンジンが掛かる音だった。

「え？」と思って顔を上げてみれば、こちらを向いた和泉さんが射抜くような眼差しで私を見る。

「選ばせてやる。俺の部屋とホテル、どっちがいい」

「は？」

　目をしばたいた私に、和泉さんは不敵な笑みを口元に浮かべて宣告した。

「そんなことを聞かされて黙って帰す男がいるか。一晩中抱いて新しい世界を教え込んでやる。さあ選べ、部屋とホテルどっちがいい」

　――予想外過ぎる結末。こちらの斜め上をいき過ぎる答えに、私は獣に追い詰められ逃げ場を失った小動物のような気分でブンブンと首を横に振る。けれど和泉さんは、実にゴキゲンな様子で車を出発させた。

　新しい世界って何!?　私一体どうなっちゃうの!?

　激しく高鳴る胸のドキドキは、果たしてときめきなのか恐怖なのか。

　そんな私の心中やいざ知らず、綺麗な夕暮れの下を車は軽快に走っていった。







第六章　触れて下さい、壊れないから













「食べないのか」

　ホテルの一階に入っている和食レストランのテーブルで、私は目の前のお寿司に手を付けず、じっと下を向いていた。

　結局、『部屋かホテルか選べ』と言われたものの答えられずにいたら、勝手に連れてこられたのはマリンパークから遠くない綺麗なホテル。

　Ｇ・Ｗだし予約もなしで泊まれまいと思っていたけど、Ｇ・Ｗ当日だからこそドタキャンで空いている部屋があったりした訳で。

　とにもかくにも、和泉さんの一存で私は本日ここに宿泊することを決定づけられていた。

　もはやこの局面に来て私は覚悟を決めるどころか、不安がどんどん渦巻くばかりで食事などこれっぽっちも喉を通らない。

　初めてだと顔から火が出る思いで伝えたというのに、猶予をくれるどころか強引にこんなところまで連れてこられて……私の中に嫌な疑惑が芽生えてしまった。

　――和泉さんって、私のことが好きなんだろうか？　もしかして、最初からこれが目的だったってことは……。

　今さらではあるけれど、彼の口から『好きだ』と一度も聞かされていないのだから仕方がない。

　そう考えると、私も果たして彼に身体を許していいのか、改めて疑問に思ってしまう。

「しっかり食わないと一晩もたないぞ」などと恐ろしい予言をされたけれど、私は食事にほとんど手を付けず、和泉さんと言葉も交わさないまま食事は終了した。

　部屋に行ってももちろん私はだんまりを貫き通す。途中で走って逃げ出そうかとも企んだけれど、捕まって抱えられて運ばれるのがオチだとわかっていたのでやめておいた。こういうとき小柄は本当に損だ。

　部屋はなかなか広く快適だったけど、私はベッドの隅っこに座って座敷童子のように動かない。

　私がずっとそんな調子でいると、和泉さんは呆れてしまったのかふいに部屋から出ていった。まさか帰っちゃったのかと一瞬焦ったものの、荷物やジャケットは置いたままだったのでそれはないようだった。

　十五分ほどして戻ってくると、和泉さんはまっすぐ私の座っているベッドへ向かって歩いてきたので、思わずビクッと身体を竦すくませる。

「怯えるな。俺は無理に抱いたりしない」

　真剣にこちらを見据えて言った彼の台詞に、私は心の中で小さく納得した。確かに、キスはいつも突然されるけれど、私が本気で嫌がれば和泉さんはすぐに離れてくれる。絶対力で敵わない私に力尽くで強要するようなことはしない。抱擁に関してはやや容赦ないけど。

　そのことに気づきコクリと小さく頷くと、和泉さんは何やら買ってきた大きな袋を私に押し付けて、ベッドを大きく軋ませながら隣に並んで座った。

「なんですか？」

　押し付けられた袋を開けてみると、出てきたのはウサギのキャラクターを模したフワフワのぬいぐるみ。どうやら一階のキャラクターショップで買ってきたらしい。

　もしかして、私を和ませようと思ってわざわざさっき買いにいったんだろうか。そう思ったらぬいぐるみの優しい手触りに胸がキュンと締めつけられてしまった。

　いやいやいや、ぬいぐるみごときでほだされている場合じゃない。これはこれ、問題はまったく別なんだから。

　けれど愛らしいキャラクターに緊張は少し和らぎ、ふわふわのウサギをギュッと胸に抱きしめる。それでも黙ったまま俯いている私に、和泉さんが静かに声をかけてきた。

「俺が嫌いか？」

　その質問に黙って首を横に振る。それは嘘じゃない。嫌いだったらそもそも今日デートなんかしていない。

「俺が恐いか？」

　けれど続けて聞かれた質問に、私は少しためらったあげく僅かに首を頷かせた。

　やっぱり和泉さんは恐い。身体も大きいし力も強い、見据えられたら震えそうになるし、低い声だってドキリとする。

　けれど、それ以上に彼の気持ちがわからないことが恐い。

　半ば無理矢理とりつけた初めてのデートで、いきなりこんなところへ連れてくるなんて……やっぱり身体が目当てだったんじゃないかと考えてしまうと、泣きたくなるほど恐い。

　強引にベタベタされたのも、私が好きなんじゃなく女の子なら誰でも良かったんじゃないかと。心に湧いてしまった不信感は頭を悲観的に傾けていく。

　和泉さんは俯いている私に手を伸ばすと、指先で顔に垂れていた髪をそっと耳に掛けた。

　露わになった横顔にじっと視線が浴びせられる。

「……無理もないな。今日は少し浮かれ過ぎたと自分でも思う。すまなかった」

　思いもよらなかった謝罪に、驚いて俯かせていた顔を戻し隣の和泉さんを見上げた。

「あの、そうじゃなくって……違うんです。今日は嬉しかったです。ちょっと強引だったけど、腕を組んだり甘えられたり。今日は今までで一番和泉さんを恐くないと思った日でした」

　キス以降はともかく、なんだかんだ彼の強引さに振り回された今日は楽しかったと思う。困ったもんだと焦りながらも、なんだかそれが嬉しくて。

　でも、だからこそ。

「……和泉さんは私のことどう思ってるんですか」

　目を逸らさないよう頑張って彼の顔を見上げ言った質問に、切れ上がった目が僅かに見開かれた。

「どういう意味だ」

「だって……何もかも突然過ぎじゃないですか。海が好きか聞かれたらそれがデートで、あげくの果てに『俺の女』だって。私、和泉さんの気持ち何も聞いてません。それなのに……いきなりこんなところに連れてこられても……か、身体目当てなのかなって……」

　言っていて段々私が涙目になってきたのは、哀しいからだけじゃない。見上げた和泉さんの顔がどんどん不機嫌に変わっていって、今にも雷が落ちそうなおっそろしい雰囲気を醸し出しているからだ。

「俺がそんな理由でお前をここまで連れてきたと思うのか」

　地鳴りのように身体に響く低い声。こわいこわい！　和泉さんメチャクチャ怒ってる！

「お、怒らないで下さい～！」

「怒ってない。だから泣くな」

　恐怖のあまりついに涙がこぼれてしまったけれど、和泉さんにすぐさまなだめられた。ヒドい、自分が泣かせてるくせに～。

「言葉足らずなのは自覚している。けど、お前の鈍感にもほどがある」

　私が鈍感？　いやまあちょっと鈍いかなとは自分でも今日気づいたけれど。でも、和泉さんの言葉足らずに比べたらそれは些細な問題だ絶対。

「だって、そもそも和泉さんいつから私をそんな風に見てたんですか？　先週、一緒に牛乳飲んでるときに『よし、橘といっちょ遊ぶか』って決めたようにしか私には思えません」

　ウサギのぬいぐるみを力いっぱい抱きしめながら、鼻をグズグズすすり上げて反撃する。また怒っちゃうかもしれないけれど、私の鈍感のせいにされたままじゃたまらない。

　こちらの反撃に和泉さんは実に苦々しい顔をする。そうしてしばらく何か言いたそうに見据えてから、そのままゆっくりと口を開いた。

「最初からずっとそういう目で見てたに決まってるだろうが。お前がうちの部署へ来た初日、俺の胸にウサギみたいに飛び込んできたときからずっと、俺はこうなる日を望んでいたんだ」

　ずっと……最初から？

　和泉さんの言葉に、私はキョトンと目をしばたいてしまう。だって……そんな前から？　ウソでしょう？

「こら、あからさまに『ウソでしょ』って顔をするな。これでも俺はずっとお前に好かれるよう努力してきたつもりだぞ」

「うっそー!?」

　あ、いけない。声に出してしまった。ついためらいなく言ってしまった私に、和泉さんがますます苦い顔をする。

「俺は東みたいに器用じゃないからな。女に誤解されて何かと恐がられるのも日常茶飯事だ。けど、お前には特別優しくしてきたつもりだ」

　そうは言われても、私が部署に来たときはすでに女性社員は私だけだったので、和泉さんが普段女の人にどんな風に接していたかなんて比べようもない。

　けれど、本人が言うならそうなのだろうか。

「海へ誘ったのだって急じゃない。ずっと考えてた、この日に必ずお前をデートに誘うと。予定まで調整していたんだぞ」

「そうなんですか？　でもなんで今日？」

「今日は俺の三十二回目の誕生日だ」

「ええっ!?」

　驚きのあと、思わず笑ってしまいそうになるのをすんでのところでこらえた。だって、誕生日に初デートしたいなんて。

　雄々しい見た目とは裏腹にロマンチックな計画をしていた和泉さんに、やっぱりこの人可愛いとこあるなあ、と和んでしまいそうになる。

　それにしても、知らなかったとはいえ今日が和泉さんの誕生日なのに、私ときたら逆にもらいっぱなしだ。

「言ってくれればいいのに。そうしたら私だってプレゼントくらい用意して和泉さんをお祝いしたのに」

「プレゼントなどいらない。お前がいればいい」

　そう言って大きな手が私の指を掴み、そっと彼の口元へ引き寄せられる。チュッと指先にキスが落とされ薬指を甘く唇で食まれた。

　指先からゾクリと甘い熱が広がったけれど、私はそれを拒むように黙って手を引く。唇からは離れたけれど、掴んだ手は離してはもらえなかった。

　まだ、一番肝心なことを答えてもらっていない。

　無言で見つめる私に和泉さんは小さく溜息を吐いたけれど、それは自責のものだと彼の表情からは伝わってきた。

「部下の前であんなに堂々とお前を奪ったんだ。てっきり伝わってるものだと思ってたけどな……」

　ぼやくように和泉さんは口にしたけど、私はキュッと唇を引き結びひたすらに彼を見上げ続ける。

「……好きだ、小夏。会ったときからずっと、お前を俺のものにすると決めていた」

　――あんなに恐いと思っていた眼差しが、真摯で誠実だと初めて気づいた。

　あんなに恐いと思っていた低い声が、男らしい艶やかさで身体に響くと初めて知った。

「……もっと。もっと聞かせて下さい。私は鈍感だからいっぱい聞かせてくれなきゃ伝わりません」

　不安を埋めてくれる言葉が嬉しくてわがままにおねだりをすれば、和泉さんは柔らかに目を細めて笑顔をこぼす。

「小夏は欲張りだな。わかった、お前の気が済むまで一晩中でも囁き続けてやる」

　そうして私を抱きしめる硬い腕が、頼もしくて安心すると、こんなに胸がときめくと初めて知った。

「好きだ小夏。愛しくてたまらない。こんな気持ちになったのはお前が初めてだ」

　愛を告げられながらされたキスを受けて、私はあの日の『もしかしたら』が確信に変わることを、全身で感じていた。




「大丈夫だ、何も恐がるな。俺に全て預けろ」

　初めてで戸惑うことしか出来ない私に、和泉さんはそう告げて髪を撫でた。

　緊張を解くような優しいキスのあと、大きな手がゆっくりと私を生まれたままの姿にしていく。

　一糸纏わぬ姿にされてシーツの上に横たわらされると、彼の熱い視線に耐えられなくなって思わず身を縮こまらせ腕で胸を覆った。

　けれど、それを開くようにゆっくりと和泉さんが私の腕をほどく。

　再び彼の前に晒さらされた身体が、視線だけで融けるほど熱く感じられた。

「お前は華奢過ぎる。壊れそうで恐いな」

　吐息のような声で呟き、その唇で和泉さんは私の鎖骨に口づける。その言葉にどこか切なさを感じたのは、気のせいではないと思った。

「前にも……そんな風に言ってましたよね」

　高鳴りっぱなしの胸では、それがいつのことだったのか上手く思い出せないけれど、強引な彼の中のためらいにはどこか心当たりがある。

「恐くないですよ。和泉さんが優しくしてくれれば、私は簡単に壊れたりしませんから」

　手を伸ばし男らしく端整なフェイスラインを指で撫でて微笑めば、和泉さんは無防備な驚いた顔を見せた。

「小夏」

　私を呼ぶ声にはさっきよりも愛しさが込められている気がする。

「大事にする。お前は絶対に俺が守ってやる。お前は俺のものだ」

　和泉さんは何度もキスの雨を降らせ、私を大切そうに抱きしめた。それに応えるように広い背中を抱きしめ返せば、今度は情熱的な口づけで唇を塞がれる。

　無骨で長い指がそうっとなぞるように身体を辿っていき、広くて厚い手が優しく覆うように膨らみを撫でていった。

　緊張もしたけれど、和泉さんは時間を掛けて私に新しい世界を教えてくれて、恋しさと情熱のうちに私たちはついに身体を結ぶことが出来た。




「まだ痛いのか？」

「わ、わりと……でも大丈夫ですから」

　噂に聞いていた初体験の痛みは、どんなに優しく時間を掛けられてもやはり避けることは出来ず、私はシャワーを浴びたあとでも拭いきれない違和感にモジモジと内股を擦り合わせていた。

「どれ、見せてみろ」

　ベッドの中で彼に身体を寄せて横たわっていたところを、突然布団を捲られガバッと足を掴まれる。

「ぎゃー!!　ややややめて下さい！」

　いきなりとんでもない格好をさせられそうになり、焦って身体を捩り逃げ出そうとするも和泉さんの手は足を離さない。

「今さら恥ずかしがるな。もう全部見たあとだ」

「なんでそういうこと言うんですか！　馬鹿馬鹿！」

　悪気はないんだろうけど、時々デリカシーに欠けるのが和泉さんの玉にキズだ。

　ジタバタともがく私に可笑しそうな笑みを浮かべ、掴んだ足にキスを落とすと和泉さんはそのまま愛撫を這わせていく。

「ん、あ……っ、」

「それだけ暴れる元気があればもう一回大丈夫だな。心配するな、痛まないように楽しませてやる」

「えっ!?　ええええっ!!」

　どうやら『一晩掛けて新しい世界を教える』と宣言したのは本気のようで、私は初体験にしてたっぷりとめくるめく世界を知ってしまったのだった。




　翌朝、起きるのが遅くなってしまったのも無理はない。

　昨日の夕食のとき、彼が言っていた『しっかり食べないと一晩もたないぞ』の台詞に嘘はなく、あまりカロリーを摂取していなかった私は精も根も尽き果てて、昨夜は気を失うように眠ってしまったのだから。

　ホテルのモーニングタイムが終わってしまう寸前にレストランに駆け込み、和泉さんと揃ってテーブルに着く。

　オーダーしたフレンチトーストにはたっぷりのクリームと蜂蜜まで掛かっていて、舌に広がる甘さにようやく身体が栄養を補給出来たような気がした。

「ああ美味しい、お腹ペコペコだったんです」

　思わず顔を綻ばせれば、向かいの席でサーブしたパンを食べていた和泉さんが可笑しそうにクスクスと笑う。その顔には『だから昨夜言ったのに』と書いてあるのが、ちょっと憎たらしい。

　普段は食べるのが遅い私だけど、かなりの空腹とふんわり焼かれたフレンチトーストがあまりに美味しいおかげで、ついパクパクと食べ進めてしまった。すると。

「小夏」

　向かいの席から呼びかけられて、じっと視線を送られた。

「……あの？　なんですか？」

　ただ見つめてくるだけの和泉さんに小首を傾げて尋ねると、長い腕が伸びてきて私の鼻の頭をツイっと指で擦っていった。

「あ、」

　どうやら夢中で食べていた私の鼻の頭には生クリームがくっついてたらしい。

　自分の人差し指に掬すくったそれを、和泉さんは舌を出しペロリと舐め上げる。そんな彼の姿を見て、私の頬がみるみる熱くなっていった。

　うわ、恥ずかしい。子供じゃあるまいしガッついてクリームなんか付けちゃって、私みっともない。

「す、すみません……」

　顔を俯かせ慌てて紙ナプキンで鼻を拭えば、正面の席からは和泉さんがこぼした大きな溜息の音が聞こえた。

　――また、呆れられちゃった……？

　せっかく身体を結び合って彼の想いまで知ることが出来たのに、さっそく嫌われるような姿を見せてしまった自分が悲しい。

「ごめんなさい……」

　食事を再開させる気力を失い、手に持っていたナプキンをクシャと握りしめて黙ってしまう。

　先に席を立とうかなと思っていると、「どうかしたのか」と和泉さんから声をかけられた。

「カッコ悪いとこ見せちゃってごめんなさい……呆れてますよね」

　臆病な気持ちで少しずつ視線を上げると、向かいの彼は不思議そうな表情をしてこちらを見ていた。

「意味がわからない。なんで落ち込んでいるんだ」

　意味がわからないって。人を落ち込ませておいて自覚なしだなんてヒドい。

　そんな妙な鈍感さをもった彼に少し腹立たしさを感じて言い返してしまう。

「い、今、和泉さん思いっきり溜息吐きましたよね？　昨日も何回かあったけど……私の失態を見て、呆れてるんだろうなって。……すみません、次からは気をつけますから」

　けれど、和泉さんはますますキョトンとした表情を浮かべて、そのあと少し考えてから「ああ」と納得したようにひとりで頷いた。

「今のは溜息じゃない。お前があおるような姿を見せるから欲情しないように深呼吸しただけだ」

　朝のホテルのレストランで、耳を疑うような言葉が聞こえた気がした。

「ちょっ……！　和泉さん!!　え？　欲……!?　え!?」

　目を白黒させている私を見て納得していないと思ったのか、妙に冷静な和泉さんはもういちど丁寧に繰り返す。

「昨日も今も、お前が無防備に俺をあおるから、こちらはうっかり襲わな――」

「わあああ!!　言い換えなくていいです！　もうこの話終わり！」

　大慌てで彼の声を遮って、話題を強制終了させる。すぐそばを行き交っていた従業員に、今の話が聞こえていないのを祈るばかりだ。

　まさかの信じられない理由に、もはや私は顔が真っ赤になるほど恥ずかしくて、朝食どころではなくなってしまった。

　なのに、発言した本人ときたらまったく動じず、スクランブルエッグを普通に食べているのだからどうかしてる。

　けれど……呆れられていた訳じゃないんだ、と思ったら胸がホッとした。最後に残っていたつかえが、これで全て流れた気分だ。

　――瞳に私を映している和泉さんは、ちゃんと私を好きでいてくれている。

　それが、とても嬉しかった。……やや性的な目ではあるけれど。

　こうして、ふたりで初めて迎えた朝に、もはや疑う余地もないほどの和泉さんの愛を知ることができた。




　そしてＧ・Ｗも終わり、またいつものように忙しくも楽しく仕事に追われる毎日が始まった。

「あーあ、Ｇ・Ｗも終わっちゃったか～」なんて連休を惜しむ声がチラホラあがるフロアで、私は温泉と海のお土産をみんなに配っていた。

「どうぞ、おやつにでも食べて下さい」

「ありがと、橘さん。あれ、海にも行ったんだ？　温泉に行くとは聞いてたけど」

「え、ええ、まあ。あはは」

「友達と？　もしかして彼氏と～？」

「いえ、その、あははは」

　先輩方のたわいもないからかいだけれど、私は本気で狼ろう狽ばいしてしまう。まさか旅行のお相手が宍尾課長だなんてみんな夢にも思うまい。

　和泉さんは気にしないと言っていたけど、私は彼の上司としての立場や威厳を考えたり、知られたら間違いなくからかわれるだろうことを危惧して、秘密にしておいて欲しいと願い出た。

　なので、和泉さんとの関係は現行秘密ということだ。すでに知っている東さんを除いて。

　そうこうしていると、みんなが入り口を振り返って口々に「おはようございます」と挨拶をした。和泉さんが出勤してきたのだ。

「ああ、おはよう」と返す和泉さんはいつも通りで、ネイビースーツに包まれた大きな身体はやっぱり圧倒されるようなオーラを醸し出している。

　けれど、あの身体がどんな風に逞しいか、どんな手触りをしてるか知ってしまった私はいつも通りとはいかず、恥ずかしくなってつい目を逸らしてしまった。

　いけない、いけない、会社なのに何考えてるんだろう。しっかりしなくちゃ。そう気持ちを立て直そうとするも、視界の隅に和泉さんが映る度、妙にドキドキしてしまう。

　初めて身体を結んだ人が同じフロアに居るというのはなんだか恥ずかしいものだなあ、なんて熱くなってしまった頬を手で隠しながら考えていると。

「課長、今みんなでお土産交換してたとこなんですよ。橘さんのお土産美味しそうですよ」

　なんと、東さんがそう言って和泉さんに向かって手招きをするではないか。

　驚いて顔を上げると、東さんは可笑しそうに口角を上げてクスクスと笑っている。東さんってば、わざとだ。密かに赤くなってる私をからかうように笑っている東さんを心の中で『意地悪～！』と責めておいた。

　けれど、それ以上の意地悪が私の隣にやってきて爆弾を落とす。

「俺も土産がある。みんなで適当に分けて食べろ」

　そう言って和泉さんがデスクに置いたお菓子は、私と同じマリンパークのもの。

　イルカのデザインが入った箱を見て、私の心臓がヒヤッと凍いてつく。い、一体いつの間に買っていたんだろう。

　当然みんなもそれに気づき、視線は一斉に私と隣に立つ和泉さんへ向けられた。

「あれ？　偶然？　これ同じマリンパークですよね」

「偶然じゃない。一緒に行ったんだからな」

「い、和泉さんっ!!　言わないでってあれほど……！」

　失言。これっぽっちも隠す気のない和泉さんの発言に追い討ちを掛けてしまった私は、真っ赤になった顔を両手で覆って俯くしかなかった。もはや恥ずかし過ぎて声も出てこない。

　どよどよと騒つく声の中、東さんの爆笑する声がやけに聞こえた。




「まあ、やっぱりって感じはしてたよな」

　昼休み。いつものように『モーリー』でのランチタイムで、先輩たちは口を揃えてそう言った。

　幸いというか何というか、今日は和泉さんは昼をまたぐ編集会議に参加していてこの場には居ない。

「やっぱり？　どうしてですか？」

　私は『モーリー』ですっかり自分の定番になった和風煮込みハンバーグをスプーンに掬いながら尋ねる。

「宍尾課長って隠し事出来ない性格だからね。橘さんをメチャクチャ気遣ってんの、見ててみんなわかってたよ」

「そ、そうなんですか」

　先輩の答えを聞いて、私は和泉さんが言っていた『お前には特別優しくしていたつもりだ』って台詞を思い出した。あれ、本当だったんだなあ。私には実感なかったけど。

「課長、見た目はちょっとおっかないけど間違いなくイイ人だからさ。良かったんじゃないかな、橘さん。結婚したら亭主関白になりそうだけど」

　みんなが和やかに笑う中、『結婚』という単語に妙に反応してしまった私はひとりで赤くなりながらぎこちない笑いを浮かべた。

「それにしても、宍尾さんもようやく立ち直ったってことかな。なんか安心したよ」

「え？」

　さりげなくひとりの先輩が言った言葉に私が顔を上げると、東さんが浮かべていた笑みを一瞬で引いて「おい」とその先輩を咎める。

　それが和やかだった空気を一瞬で変えるものだということは、他の人の表情からも伝わってきた。

「立ち直ったって……何かあったんですか？」

　恐々尋ねてみた私に、東さんが眉尻を下げた表情で笑い掛ける。

「ううん、なんでもないよ。それよりさ、宍尾さんああ見えて絶叫マシン苦手なの知ってる？　今度遊園地誘ってみるといいよ」

　あまりにもわかりやすい話題転換だったけど、悪い意味で隠すというよりは私を気遣って話を逸らしていることが伝わってきたので、それ以上は話題を追及しなかった。




　朝はどうしようもなく和泉さんを意識してしまったけれど、仕事が終わる頃にはそれにも慣れ、終業後は普通に「お疲れ様でした」と挨拶を交わすことが出来た。

　一緒に帰りたかったけど、和泉さんはまだやることが残っているようで他の部署のフロアを行ったり来たりしている。

　忙しそうな彼に挨拶をして帰ろうとするとムッとした顔をされて、「橘、ちょっと来い」とフロアの外へ連れ出された。

　なんだろう、やり残した仕事でもあったかなと思いながら和泉さんのあとをついていくとそこは誰も居ない階段の踊り場で。

「帰る前にキスぐらいしていけ」

　そんな無茶苦茶なことを言われながら、強引に抱き寄せられてしまった。

「ちょと和泉さん、人が来ますよっ」

「だったらサッサとしろ」

　せっかく冷静になれた心臓がまた鼓動を早くする。

　私は身動きがとれないほど固く抱きしめられた体勢で、顔を上向かせ静かに目を閉じた。瞼の裏に影が落ち、そっと優しい唇が触れてくる。

　おっかない上司と強引に始まった恋は困惑することだらけで、この先どうなっていくのかなんてわからない。

　けれど、特別に優しいキスは私の胸を切ないほど締めつけて、これは間違いなく恋だといつかの『もしかしたら』が満開に花咲くのを感じていた。







第七章　嫉妬するほど好きみたい













　六月のとある土曜日。私はよく晴れた川原のグラウンドで草野球をする和泉さんの応援に来ていた。

「和泉さん頑張ってー！」

　夏並みに照りつける日差しの下、最初は日傘を傾けながらベンチに座っていたけれど、白熱する試合に盛り上がるギャラリーに飲み込まれ、いつの間にか私まで傘を放り立ち上がって応援に興じていた。

　あまり野球は詳しくないのだけど、和泉さんがとても有能なプレイヤーだということは、敵味方の様子を見ていればわかる。

　九回裏、同点の満塁。バッターボックスに大きな身体が勇ましく立った途端、味方からは期待の声と敵側からは絶望の声があがった。

　百八十九センチの巨体が持てば、バットでさえ子供のオモチャに見える。相手のピッチャーが祈るような表情で投げた白球を和泉さんは唸りをあげそうなフルスウィングで打ち返し、カキーンという見事な音と共にボールは外野手の頭上を遥かに越えていった。

「やったー！　和泉さんカッコいい!!」

　絵に描いたような満塁サヨナラホームランに、和泉さんのチームは踊り出さんばかりに大喜びし、ゲームはたいそうな盛り上がりをもって終了した。

　ゲームのあと、近所の居酒屋で行われるチームの飲み会に、和泉さんのはからいで私も参加させてもらうことになった。夢中になって応援したあとの冷たいビールの美味しいことといったら……！

　大学の同期で結成されているというチームはみんな賑やかで、スポーツマンらしい豪快さにさすが和泉さんの友達と納得してしまう。けれど、炎天下でバットを振り回していたこのワイルドな面々が、普段は大手銀行や証券会社に勤めるインテリだということには密かに驚いた。まあ、和泉さんの出身大学は偏差値が高いことで知られる有名校なのだから当然といえば当然なんだけど。

　でも、和泉さんもそうだけどオンとオフでワイルドと知的な顔を使いわける彼らに、男の人って面白いなあなどと妙な感心をしてしまった。

　飲み会にはチームメイトの奥さんや彼女さんも多く参加していて、私はその人たちと打ち解けてなかなか楽しい時間を過ごすことが出来た。けど、飲み会も盛り上がってこれからという頃。

「そろそろ帰るぞ」

　チームの要でもある和泉さんはビールを二杯飲み終えると、早々に席を立ち上がりみんなを驚かせた。

「おいおい宍尾、もう帰るのかよ」

「お前らにはいつも最後まで付き合ってるだろうが。今日はこれがいるんだ、察しろ」

　和泉さんがそう言いながら私の腕を掴んで立ち上がらせると、みんなの視線が一斉にこちらに集中する。そして間髪入れず、やんややんやと囃し立てる声があがった。




「和泉さん、良かったんですか？」

　チームメイトに『鬼のホームラン王も彼女には形なしだな』等と散々からかわれながら店をあとにした和泉さんは、いつものように私を腕にしがみつかせて一緒に自宅のマンションへと向かった。

「構わない、あいつらに付き合ってたら夜中まで掛かるからな。お前と過ごす時間がなくなる」

　平然と口にした和泉さんだったけど、私を何より優先してくれてるみたいで自然と顔が綻んでしまう。

　ニヤけてしまった顔を隠そうと下を向けば、和泉さんがすぐさま「どうした？」と気遣って声をかけてきた。

「な、なんでもないです」

「酔ったのか？　おぶってやるぞ」

「やや、本当に平気ですから」

　相変わらず彼の愛は豪快で少し心配性だけど、それがずいぶん心地良いと感じるぐらいには私は和泉さんの恋人が板に付いてきたと思う。

　そうして午後の炎天下の道を歩くこと十分、駅に繋がる大通り前のマンションに到着した。１ＬＤＫで天井と間取りに余裕のあるモダンマンションは実に和泉さんらしい住まいだ。

「おじゃましまーす」

　今日で三回目の訪問となる私は和泉さんのあとについて、玄関に靴を揃えてから上がる。

　玄関には通勤用のビジネスシューズと今履いていたスニーカー。二十八センチのおっきな靴の隣にちょこんと自分の二十二センチのパンプスを並べるのが密かな楽しみだ。

　そうしてから部屋に入ると、和泉さんがじっと私の顔を見つめて頬を撫でてくる。

「なんですか？」

　突然の意味不明な行為に戸惑っていると「焼けたな」と顔を覗き込みながらしみじみと言われてしまった。

「えっ、そんなにですか？」

　言われてみれば。日焼け止めは塗っていたけれど、途中で日傘を閉じてしまったせいか腕や首すじがほんのり赤くなっている。

　油断した。女子にとってこれはさすがにショックな痛手だ。帰ったらしっかり手入れしなくては。

「和泉さん、晩ご飯はゴーヤにしましょ。あとトマトとか豚肉とか。ビタミンいっぱい摂らなくっちゃ」

　焦って日焼け対策を練る私に、和泉さんはフッと薄い唇を綻ばせるとふいに首すじへと甘噛みしてきた。

「きゃ……っ!?」

「焼けたお前も美味そうだな。健康的で香ばしそうだ」

「人をパンみたいに言わないで下さい！」

　カプカプと悪戯するように歯を立てられて、くすぐったさの混じる刺激に妙な吐息がこぼれてしまう。

「ふ……っ、ん、くすぐったい和泉さ……ん」

　力が抜けそうになって大きな背中にしがみつけば、和泉さんはそのまま私を抱きかかえて迷うことなく寝室へと運んだ。

　まだ日が沈むには早過ぎる時間。カーテンを引いても寝室は明るい。なのに和泉さんは躊ちゅう躇ちょするどころか嬉しそうに私の服を脱がせていく。

「待って和泉さん、あの」

「待てるか」

　一度火が付いてしまうとなかなか『お預け』が出来ない和泉さん。首すじを愛撫しながらワンピースのボタンを外していく手を私は必死で止めた。

「待って、待って下さい。せめてシャワーを浴びさせて下さい」

　和泉さんは試合が終わってから飲み会に行く前に着替えとシャワーを済ませているけれど、私は炎天下で汗だくで応援したときのままだ。こんな状態で抱かれる訳にはいかない。なのに。

「気にするな」

　ワイルドな和泉さんが女の子の繊細な心理など量れるはずもなく、愛撫は首すじから耳の裏へと進んでいく。

「ダメです、私きっと汗くさいです。和泉さんってばあ！」

　必死に抵抗を試みると、突然ピタリと彼の動きが止まった。

　良かった、わかってくれたのかと思ったけど、どうやら動きを止めたのは違う理由らしい。

　ボタンを外されすっかり全開にされてしまった前開きのワンピース。下着姿になった私を見て和泉さんは複雑な表情を浮かべている。

　彼が手を出すのをためらっているのは私の穿いているストッキングだ。

　実は以前、ストッキングを脱がせようとして和泉さんは破いてしまったことがある。

　薄くて伝線しやすい生地は力のあり余ってる和泉さんにとって大の苦手。使い捨ての安物だったし私はあまり気にしていなかったんだけど、どうやら服を破いてしまった罪悪感を強く感じたらしく、以来彼はストッキングを自分の手で脱がせるのをものすごく嫌がった。

　そんな理由で今日も、和泉さんは私の下半身をどうやって脱がせようか苦悩している。当然こちらはそんなチャンスを見逃す訳がない。

「シャワー浴びてきますねっ」

　むこうが躊ちゅう躇ちょしている隙に颯爽と身を翻してベッドから降りた。シャワーからあがれば自動的にストッキングは脱いだ状態になるので、和泉さんももはや反対しない。

「もう夏だ。ストッキングなんか穿かなくてもいいだろう」

　シャワーに向かう私の背中に、拗ねたような低い声が投げ掛けられた。




　暑い中で野球の応援をして疲れていたのか、はたまたその後のベッドでの行為が激しかったからか。

　気がつくと私はすっかり眠りこけて、目が覚めたときには部屋は夕暮れに染まっていた。

「……和泉さん……？」

　ベッドにはひとりきりで、何も着ていない身体には薄掛けがキチンと掛けられている。

　まだ気だるさの残る身体を起こして服を着ると、私は部屋を出てリビングへ向かった。

「和泉さん」

「ああ、起きたのか」

　夕日の差し込むリビングに入ると、ソファーに座って読書に興じる和泉さんを見つける。テーブルには担当している少女漫画が数冊、それに文庫本の小説と哲学書が置かれていた。

　和泉さんとお付き合いするようになってから二ヶ月近くが経ちわかったけれど、彼はとても読書家だ。

　リビングにも寝室にも大きな本棚があって、そこには様々なジャンルの本がきちんと整頓して並べられている。

　もちろん仕事上読んでいるものもあるけれど、彼の読み物は学術書から文芸書、実用書に漫画までとにかく幅広い。

　この部屋に泊まりに来るとき朝はいつも私の方が遅く起きるのだけど、和泉さんは先に起きて大抵読書をしていた。

　本を読むときだけ掛けるオーバルフレームの眼鏡。活字と静かに向き合う和泉さんの横顔はとても知的に見えて、いつものワイルドな彼とのギャップに私は密かに胸をときめかせている。

　だから今日も。私は和泉さんの横顔が見えるように、テーブルの角を挟んだ隣のクッションに腰を下ろす。

「気にしないで読書続けて下さい」

　そう言って、私は手元の本を適当にひとつ拝借した。そして、本を読むフリをしてこっそり和泉さんの読書姿を眺めるのが、私の楽しみになりつつある。

　夏の夕暮れに染まった部屋で静かに読書を嗜たしなむ時間。彼の醸し出す凛とした雰囲気が、昼間のうだるような空気を清浄してくれているような気がした。




「和泉さんて本が好きですよね」

　すっかり日も暮れた午後七時。ふたりで囲むテーブルには私の作ったゴーヤチャンプルとレモンソースを掛けた冷しゃぶが並ぶ。

　私は意識してビタミンを摂取しながら、さっきの和泉さんの読書姿を思い出して話題を振ってみた。

「本が嫌いなヤツが出版社に入るか」

　ごくごく真っ当な答えが返ってきたけれど、それは私だってわかっている。和泉さんはその中でもかなりの本好きだと言っているのだ。

「それはそうですけど。でも、そんなに好きなら和泉さん、営業より編集の方が良かったんじゃないですか」

　それは別に深い意味もなく、ただなんとなく口に出しただけの言葉だった。けれど、和泉さんから何も返ってこなかったので不思議に思い、私は手元のお皿から視線を向かいの席へと移す。

「和泉さん？」

「……俺は編集より営業の方が向いている」

　和泉さんはそれだけ言うと、グラスのビールを飲み干して椅子から立ち上がった。

　冷蔵庫に新しいビールを取りにいっただけだったけど、私は何だかその話題を続けるなと言われている気がして、口を噤んだまま黙々と食事を再開させた。




　いささか引っ掛かりはしたものの、そんな出来事もすっかり忘れていた九月。ひまわり出版の少女漫画雑誌『シンシア』の創刊二十周年パーティーが都内のホテルで行われた。

　もちろん我々少女漫画部門営業課の面々も全員参加して朝から準備に追われている。

　慣れないフォーマルのスーツを纏まとい、受付のアシスタントをしていると会場には続々と著名な漫画家さんたちが集まってきた。

　出版社といえど営業事務の私が漫画家さんと直接会える機会はそうそうない。有名な大御所作家や憧れの作家を目の前にして胸がドキドキと高鳴る。思わずサインを求めてしまいそうになる気持ちを抑えて、一生懸命受付に従事した。

　おおよその受付が済み、後片付けが終わったので会場へ入ると、中はすでに歓談の時間を迎え和やかなムードになっていた。

　立食形式なので会場に広く散らばっている人を避けながら、私は営業課の見知った顔が集まるグループの元へと向かう。

「橘さん、お疲れ。受付終わったの？」

「はい。もう大丈夫みたいです」

　パーティーは社外のお客様も多く、知らない人ばかりなので緊張する。東さんや先輩たちの顔を見ることが出来てようやくホッとひと息つけた。

　和泉さんはどこだろうと会場を見渡していた私の目に、ふとある人物が目に留まる。

「あれ？　あの女の人って小説家の有あり栖す川がわ 栞しおりですよね」

　大勢の人の中に居てもその容姿は目を引いた。色白でかぼそい身体に艶めく黒髪。伏目がちな目元は涼やかで、儚げな雰囲気を纏った美貌は作家というより女優かモデルみたいだった。

　彼女の顔は雑誌やテレビでよく見たことがある。若くして幾つもの文学賞を受賞している天才作家なのだから。

　そしてその作品のほとんどをひまわり出版社の文芸書から出しているという、うちにとって頭の上がらない大作家さまだ。私も文芸部門に勤めていたときはしょっちゅう彼女の名を目にしたっけ。

　けれど、今日は少女漫画雑誌『シンシア』の記念パーティーだ。いくら売れっ子小説家とはいえこのパーティーには関係ないと思うんだけど。

　不思議そうな顔をしていると、東さんが人差し指を自分の口に当てながら小声で話し出した。

「橘さんはまだ知らなかったっけ。実は来年から有栖川 栞が原作を担当する漫画が『シンシア』で始まる予定なんだよ」

「えっ、それはすごいですね」

　大きな声にならないよう気をつけながら、私は驚きを口にする。

　だって有栖川 栞といえば恋愛における男女の心理描写に定評のある作家だ。そんな人が『シンシア』で漫画原作をやるだなんて。絶対面白いものが出来るし、大きな話題を呼ぶだろう。

「そうか、だから文芸の編集部の人も来てたんですね」

「今日は少女漫画部門の面々に紹介するいい機会だからね。橘さんもいって挨拶してくれば？」

「あはは、私なんかいったってただのミーハーですよ」

　そんな風に東さんたちと笑い合っているうちに、有栖川 栞は会場の奥へと消えてしまった。きっと新しい編集部の人たちに挨拶にいったんだろう。

　人のことは言えないけれど、あまりに細くて華奢な彼女の姿に、『忙しくて大変だな。あまり無理をすると倒れちゃいそうだ』なんて心の中で勝手な心配をした。

　明るい雰囲気の中パーティーは進み終盤に差し掛かる頃、私は片付けが始まる前にトイレに行っておこうと思って会場を抜け出した。

　さすが一流ホテルだけあって廊下もロビーも広い。迷わないよう案内板を見ながら一番近いトイレを目指す。

　すると、人ひと気けのないクロークルームの入り口にとても見覚えのある人影を見つけた。

　見間違うはずもない、あの大きな後ろ姿。モデルのようなスタイルのシルエットは和泉さんでしかありえない。

　忙しかったのか会場では全然姿を見ることが出来なかったので、私は嬉しくなって軽い足取りで彼の元へと向かう。

　けれど。大きな身体の影に誰かがいることに気づいた私はぴたりと足を止めた。

　誰かと会話中だったのかと思い、そのまま引き返そうとしたけれど――。

「……あのときは本当にごめんなさい……」

　耳に届いた声がとても弱々しく泣いている女性の声だとわかって、私はそこから一歩も動けなくなってしまった。

　女性の視界は和泉さんで塞がれているし、和泉さんも背を向けているので、ふたりとも私に気づかないまま会話は進んでいく。

「貴方あなたが謝ることではありません。全ては私が至らなかったのが原因ですから」

「私……宍尾さんに甘えていたの。自分の不甲斐なさをみんな貴方に押しつけて……酷いことをしたと思ってる。ずっと後悔して、謝りたいと思ってた」

「そんなことをおっしゃらないで下さい。有栖川さんの訴えは正しかった、だから貴方はあれから素晴らしい作品を幾つも生み出せたんです。あのまま私がそばに居ても貴方を壊してしまっただけでしょう」

　和泉さんの言葉を聞いて、私は彼と会話しているのが有栖川 栞だとやっと気づく。和泉さんの足元から見える女性の脚。それは細くて色白で、そしてさっき会場で見た有栖川さんと同じ青いパンプスを履いていた。

　どういうことだろう……。どうして和泉さんと有栖川さんが？

　どう考えても普通の雰囲気ではないふたりに、私の心臓が不安で脈打つ。なんだか胸の辺りがモヤモヤとして気持ちまで悪くなってきた。

　これ以上は聞いてはいけない気がして、私は音を立てないように静かに踵を返すとそのまま会場へと戻っていく。

　会場のドアを開ける前に振り返ると、和泉さんはまだ同じ場所に立っていて、その大きな背中がなんだか遠く見えて胸がぎゅっと痛く感じた。




　パーティーの翌週。私は和泉さんにあのことを尋ねることも出来ず悶々としていた。

　堂々と聞けばいいのかもしれない。『和泉さんは有栖川さんと知り合いなんですか？』って。部署は違えど同じ出版関係、顔見知りだったとしても不思議じゃない。

　けれど、あのときの雰囲気はどう考えても〝顔見知り〟なんていう軽いものじゃなく……下手をすれば私の一番聞きたくない答えが返ってきそうで、恐くて聞けなかった。

「馬鹿だねー、小夏は。もし有栖川 栞が元カノだったとしても、宍尾課長だっていい歳なんだから別にいいじゃない。あれだけのイケメンが三十過ぎて元カノのひとりもいない方がむしろ恐いわ」

　すっかり落ち込んでいる私を、杏子ちゃんは今日も美味しい手料理とお手製の梅酒で慰めてくれる。

　胸のモヤモヤをどうにも抱えきれなくなった私は、ついに頼れる友人の元へと駆け込み悩みを打ち明けた。

　話を聞き終えると杏子ちゃんは苦笑いをこぼし、グラスに梅酒を注ぎながらとても真っ当な言い分で私を慰めてくれた。

　けれど、それでもシオシオと萎れた心は元気にならない。

「だってさー、あの和泉さんが『貴方』だよ？　すごい特別視してる感じがする。私なんかいっつも『お前』って呼ばれてるのに」

「それは有栖川 栞がビジネスの相手だから丁重に扱ってるだけでしょ。むしろ今は他人ってことじゃない。『お前』って呼ぶのはそれだけ小夏に心開いてる証拠だと思うけど」

「うーん」

　杏子ちゃんの言うことが正しいのはわかっている。けれど、有栖川さんのあの儚げな雰囲気が『貴方』という丁寧な呼び方と妙にマッチしていて、なんだか和泉さんにとって特別な人なのではという疑念が湧いてしまう。

　ああ嫌だ。自分がこんなに嫉妬深くて暗いだなんて初めて知った。

　今まで見たことのなかった自分の黒い感情に私は悲しくなるほど嫌悪する。

「……杏子ちゃん。私ってヤな女だね」

　テーブルに突っ伏しながら吐露すれば、杏子ちゃんは向かいの席から手を伸ばして頭を撫でてくれた。

「ほんと馬鹿だね、小夏は。それだけ宍尾課長を好きってことでしょ。恋と嫉妬はセットなんだから仕方ないじゃない。妬くのも落ち込むのも、全然ヤな女じゃないよ。自信持ちなって」

「……うん……」

　恋は甘いだけじゃないと知った夜。

　秋の空気は少しだけ肌寒くて、私は和泉さんの大きな身体に抱きしめられたいと切なく願いながら、友達に甘えて少しだけ泣いた。







第八章　蒼い傷













　十月のある日。

　私は広報部から届けられた刷り上がったばかりの販促用ポスターをマジマジと眺めていた。

　大型の紙面に躍るのは『シンシア十二月号』の文字。そしてゴシックのフォントで『続々！　ついに新連載大発表!!』と大きく書かれている。

「何見てんの、橘さん」

「あ……東主任」

　ボケッとしていたら、いつの間にか後ろに立っていた東さんが声をかけてきた。

「すみません、広報から届いたんで今渡しにいこうかと」

「ああ、『シンシア』の新しいポスターね」

　手に持っていたポスターを他の販促物と一緒にまとめようとして、私はふと手を止める。

「あの……。この新連載って、例の有栖川 栞のですよね？」

　不ぶ躾しつけに聞いてしまったけれど、東さんはポスターと私の顔を少しだけ窺ってから「そうだよ」と答えた。

　それはわかりきっていた返事なのに、胸がモヤモヤと曇る。

　これから月に何回かは必ず有栖川 栞の名前を和泉さんは目にするのだ。ふたりの過去に何があったかは知らない。けれど、その度に和泉さんは何を思うのだろう。

　そんな馬鹿みたいなことを考えては勝手に気分を暗くしてしまった。

「……橘さん。今日のお昼、『モーリー』じゃなく公園で食べない？」

「え？」

　東主任に唐突に昼食の話を振られて、私は目をぱちくりさせる。

「ほら、どうせ今日も宍尾課長は昼会議でいないしさ。天気もいいしたまには外でランチってのもいいかと思って」

　そう言う東さんの声は明るくて、きっと隠しているつもりだった私の落ち込みに気づいて誘ってくれたのだとわかった。

「そう……ですね。外で食べるのも気持ちいいかも」

　彼の励ましに応えるよう、笑顔を作って頷く。

　自分でも手に余っていた憂鬱を、気分転換出来ればいいなと思い、東さんの誘いを快諾した。




　お昼になり、私と東さんは近くのカフェでテイクアウトのランチとドリンクを買ってから公園へやってきた。

　気候が良いせいか他にもベンチで昼食をとっているサラリーマンやＯＬが結構居る。

　私たちはちょうど空いていた噴水前のベンチを見つけるとふたり揃って腰を下ろした。

「『モーリー』もいいけど、たまには違うメシも食べたくなるよね」

　そう言って、東さんは嬉しそうにランチボックスを開ける。海老やアボカドの挟まったバゲットサンドを見て、「美味そう」とさらに顔を綻ばせた。

「宍尾課長とだとなかなか出来ないランチですよね。カフェのボックスなんて宍尾さんじゃ幾つあっても足りなさそう」

　私も可愛らしいデザインのランチボックスを開けながらサラダやフルーツの巻かれたロールサンドを見て目を細める。

　私の言葉を聞いた東さんがおしぼりで手を拭きながら、こちらを向いて笑い声をこぼした。

「橘さんはほんと宍尾さんのことが好きだねえ」

　そんなことを指摘されてしまって、私は恥ずかしくなって顔を俯かせる。無意識に和泉さんのことを話題にしてしまう自分に気づかされて、なんだかくすぐったい気持ちがした。

　けれど、続けざまに言われた台詞に心はすぐさま甘い想いなど吹き飛ばす。

「で、最近橘さんが落ち込んでるのは宍尾さんのこと？」

　やっぱり東さんは東さんだ。私が悩んでいたのなんてとっくにお見通しだったのが、こちらを見て困ったように微笑む彼の表情から伝わる。

「東主任には隠し事出来ませんね」

　正直に頷いたのは観念した、からだけではなく。もしかしたら私は東さんに話を聞いてもらいたかったのかもしれないと気づいたのもあって。

「……東主任は知ってるんですよね。和泉さんと有栖川さんの関係」

　きっと全ての答えを知っている東さんに私は覚悟を決めて質問をした。

　東さんはアイスコーヒーのチルドカップにストローを刺して一口飲むと、私ではなく空を見上げて話し出す。

「多分、橘さんが心配してるような関係じゃないと思うよ。ただね、宍尾さんにとって忘れられない人であることも確かなんだ」

　言葉を選んで告げてくれている東さんの話は、それでも私の胸をズキズキと痛めて耳を塞ぎたくなる。けれど、聞かなければまたひとりで悩むだけなので、私はお腹に力を入れて顔を上げた。

「有栖川 栞は、宍尾さんにとってのトラウマだよ」

　そう言った東さんの言葉は私の思っていたものと違って、僅かに眉をひそめてしまう。

　ベンチの前を賑やかにお喋りする集団が通り過ぎるのを待ってから、東さんは改めてゆっくりと口を開いた。

「宍尾さんてね、昔は文芸の編集部にいたんだよ。五年前まで」

　初めて知った真実に、私は心のどこかで『やっぱり』と感じる。いつかの会話で引っ掛かっていたつかえが取れた気がした。

「そこで担当してたのが有栖川さんだったんだ。当時有栖川さんは初の文学賞を受賞したばかりで、すごく期待が掛かっててね。本人はもちろん、担当した宍尾さんも相当のプレッシャーが掛かってたと思うよ」

　その頃、私は大学生だったけれどテレビで若手女流作家・有栖川 栞の文学賞受賞のニュースを度々見たのを覚えている。

　若くて独特の儚さを持つ有栖川さんをマスコミはこぞって取り上げ話題にしていた。当時は『すごいなあ』ぐらいにしか思っていなかったけれど、カメラの前に立つ彼女は今思えば押し潰されそうなプレッシャーにただ弱々しく微笑んでいたような気がする。

「宍尾さん真面目だからね。有栖川さんに次もいい作品を書いて欲しくて全力でサポートしてたつもりなんだ、本人は。けど……それが裏目に出ちゃってね。有栖川さんに訴えられちゃったんだよ。『担当編集者が異常な圧力を掛けてくる。これはパワーハラスメントだ』って」

　想像もつかなかったことの成りゆきに、私は一瞬息を飲んだ。

　だってまさか、あの和泉さんが？　強引だけども人の気持ちは絶対ないがしろにしない和泉さんが、そんな訴えを起こされるなんて。

「有栖川さんも精神的に参ってて判断がおかしくなってたんだと思うよ。まあ結局、担当編集者を代えることで話はついて大事にはならなかったんだけど」

「そんな……。それで、和泉さんは？　それが原因で編集部から異動させられたんですか？」

「いや、それが他部署への異動を申し出たのは宍尾さんの方なんだって。会社は宍尾さんが真面目にやってたことも有栖川さんが精神不安定なこともわかってたから、宍尾さんへの大きなお咎めはなかったって。けど、どうしてもって強い希望で宍尾さんは編集部から別の部署……少女漫画の営業課に配属されたんだ」

　胸が痛い。うっかりすると涙が出そうになってしまうのを、私は唇を噛みしめてこらえた。

　昔のことでまだ若かったとはいえ、真面目で人一倍仕事熱心な和泉さんがそんなつらい想いをしていたなんて。

　当時、彼が有栖川 栞という作家と作品にどれほどの情熱を傾けていたかと思うと、胸がキリキリと痛んで仕方なかった。

「たださ、宍尾さんも災難だとは思うけど有栖川さんも可哀想だったんだよ。見るからにガリガリに痩せこけちゃってさ。元々華奢な人だったからもう見てらんないくらい弱っちゃって。……宍尾さんはきっと、そんな彼女を見て自分が追い詰めたって責任を感じたんだと思う」

　東さんの話に、少しずつ私の中にあった疑問が解けていく。

　いつかふとこぼした『華奢で壊れそうなものは触れるのが恐い』の言葉。……あれがきっと、和泉さんの心の傷なんだ。

　有栖川さんを壊しかけた自分をずっと責めていたに違いない。深い心の傷になるまで。

　すっかり言葉をなくしてうなだれてしまった私に、東さんがポンポンと優しく頭を撫でてくれた。

「でもね、もう昔のことだよ橘さん。宍尾さん、今はすっかり立ち直ってると思うよ。だって今は橘さんと普通に付き合ってるんだから」

「え？」

「宍尾さんね、それ以来あんまり女性と深く関わらなくなっちゃったんだよ。女の人の……特にか弱そうな人とか華奢な子とかと接するの自信なくなっちゃったんだろうね。でも、今は橘さんと付き合ってる。もう吹っ切ってる証拠だと思うよ。むしろ、橘さんを好きになったから宍尾さんは立ち直れたのかもね」

　東さんの言葉に、曇っていた視界がふっと晴れた気がした。

　確信がある訳じゃない。けれど、もう過去の話で、もしかしたら私がそのきっかけになったんだとしたら。

　自分でも単純だとは思うけど、ずっと燻くすぶっていた気持ちがようやく晴れていく気がする。

「そう……なのかな。でも、そうだといいな」

「そう考えていいと思うよ。橘さんといるときの宍尾さんは本当に楽しそうだし。色々あったけどさ、宍尾さんにとっては全部昔のことだよ」

　確かに、勝手に彼の昔のことを聞いて落ち込んでいたって仕方ない。それに、有栖川さんはパーティーのとき和泉さんに謝っていたことを考えると、彼女の方にももう遺恨はないということだ。

　和泉さんと有栖川さんが元恋人なんじゃないかと不安に思ったりもしたけれど、ふたりの関係がハッキリして全てが過去だとわかった今、私に落ち込む要素はもうない。むしろ、東さんの言う通り私が和泉さんの立ち直るきっかけになったのなら、喜ぶべきかもしれないんだ。

「東さん、どうもありがとうございます。私、すっかり元気出ました。東さんに相談して良かった」

　思わず満面の笑みになると、身体まで元気を取り戻したのかグ～と軽快な音が私のお腹から響いた。

「わっ、やだ、恥ずかしい！　今の聞かなかったことにして下さい！」

「あはは、本当に元気が出たみたいだね。良かった。さ、お昼の続き食べちゃおうか」

「はい！」

　ずっと会話していたので手を付けていなかったサンドイッチをようやく頬張る。秋らしいカボチャとナッツのロールサンドがほこほこと美味しくてますます笑顔になってしまう。

「美味しいですねえ。やっぱりたまには外で食べるのもいいなあ」

　高く澄み渡った秋の空を見上げながら、今度は和泉さんと一緒に公園でランチをしようと思った。

　いっぱい食べる和泉さんのために、私がまたお弁当を作ってあげるのもいい。会社に大きなお弁当箱を持ってくるのは大変だけど、いっぱい好物を詰め込んであげよう。

　そんなことを考えていたらもっと笑顔になってしまって、東さんに「宍尾さんのこと考えてるでしょ」なんてツッコまれてしまったけれど。




「和泉さん、今日泊まりにいってもいいですか？」

　終業後、一緒に帰る途中の道で私は和泉さんの顔を見上げて聞いてみた。

「ああ、構わない。けど珍しいな、平日だぞ」

　週末に泊まることは何回もあったけれど、翌日が会社の日は泊まったことがない。朝の支度とかを考えると色々と大変なのだけど、今日はどうしても一緒に過ごしたかったのだ。

「なんだか今日は和泉さんとずっと一緒に居たい気分なんです」

　逞しい腕に甘えるようにしがみつけば、和泉さんはものすごく機嫌良さそうに口元を綻ばせる。

「じゃあ期待に応えて今夜はずっと可愛がってやろう」

「な、なんですぐそっちの話になっちゃうんですか！　エッチ！」

「違うのか？」

「違うっていうか……もう！　好きにして下さい！」

「好きにしていいのか、楽しみだな」

　不敵な笑みにヒヤヒヤしつつ、それでも元気に私を翻弄する和泉さんの姿が嬉しい。

　私は和泉さんと居る時間を久しぶりに心から楽しめていた。




　晩ご飯は私が彼の部屋で作ることにした。

　やや不器用なのもあって、自炊は面倒くさがる和泉さん。外食がちの彼の健康を考えたら一緒の日はなるべく手作りしてあげなくては、という使命感を私は勝手に燃やしている。

　なので、最近は料理の腕も上がってきたしレパートリーもずいぶん増えてきた。今日も美味しくて身体にいいものを食べさせようと張り切ってキッチンに立っているというのに、

「あー、つまみ食いしちゃダメですよー」

「腹が減ってるんだ。早く作れ」

　和泉さんときたら、しょっちゅうキッチンに来ては子供みたいにつまみ食いを繰り返している。

「もう。ほら、トマト一個あげますから。これでも食べて大人しく待ってて下さい」

　そう言ってトマトを手渡し、グイグイと背中を押すと和泉さんは実にしぶしぶといった表情でキッチンから出ていった。

　ようやく出来あがった料理をテーブルに並べ始めれば、和泉さんはすぐさま席に着く。本当にお腹をすかせた子供みたい。

「いただきます」と手を合わせれば、お皿に山盛りの八宝菜も鰹のサラダもみるみる消えていった。作った側としてはなんとも気持ちのいい光景だ。

　そうして最後に茶碗蒸しとお味噌汁までペロリと平らげた和泉さんは手を合わせ、いつものように「美味かった」と褒めてくれる。

「それだけ綺麗に食べてくれるとほんと作り甲斐ありますよね。和泉さん、嫌いなものとかないんですか？」

「ないな」

　躊躇のない即答がなんとも彼らしいと思いながら、私は食べ終えた食器を片付けた。

　料理は好きじゃないけれど洗い物はちゃんと手伝ってくれる和泉さん。その辺はやっぱりキチンとしているんだなと感心するけれど、大きな手で薄いコップやお皿を拭いているのを見ると割ってしまわないか心配になる。

　サラダに使った硝子のお皿をスポンジで擦りながら、私はふと今日のことを思い出して口を開いた。

「そうだ、和泉さん。今度のお昼休み一緒に公園でランチしましょうよ」

「公園？」

「うん。今日、東主任と会社の前の公園で食べたんですよ。カフェのランチボックス買ってきて。お天気が良くって気持ちよかったですよ。この季節外で食べるのも悪くないなって。だから今度一緒に――」

　そこまで言いかけたとき、ガシャンと食器がぶつかり合う強い音がした。

　驚いて隣を振り向くと、それが和泉さんが手に持っていたお皿を乱暴に水切りカゴに突っ込んだ音だと気づく。

「和泉さん、お皿割れちゃ……」

「どうして東と一緒にいるんだ」

　言いかけた私の言葉を遮るように低い声が言葉を被せた。明らかな怒りを含んだ声色に、私の身体がビクリと小さく震える。

「ど、どうしてって……別に、そんな」

「どうしてふたりでそんなデート紛いなことをしてるんだと聞いてるんだ」

　まっすぐこちらを見つめる視線は眼力が強過ぎて射抜かれそうだ。和泉さんは本気で私を問い詰めている。

　忘れていた。この人の独占欲がハンパじゃないことを。

「デートだなんて、そんなんじゃありません！　ただ……東主任に話があって……」

「何の話だ」

　困った。まさか和泉さんと有栖川さんの過去を聞いていたなんて言えない。嘘をつくのは嫌だけど、これ以上こじらせても仕方ないので私は「頼まれてた資料の件で」と話を濁しておいた。

　和泉さんは納得したのか、強過ぎる視線を私から外すと再びお皿を拭き始める。

「仕事の話なら仕事中に済ませろ。いちいちふたりきりになるな」

　相変わらず凄まじい独占欲だなあと改めて感じながら、私は「はーい」と返事をした。

　本当は『和泉さんヤキモチ焼き過ぎ』と反論しようかと思ったけれど、嫉妬に関しては自分も負けていなかったなと思い返してやめておく。

　相手にそのつもりがなくったって、ヤキモチを妬くというのは苦しいものなんだと最近知ったばかりなのだから。




　今日は私が彼にくっついていたくて急遽決めたお泊まりだけれど、変に嫉妬をさせてしまったせいか和泉さんの方が執着が強くなってしまったようだ。

「本当に一緒に入るんですか～？」

「本当だ。いいからさっさと脱げ。嫌なら俺が剥く」

　お風呂場の脱衣所で、いつまでもグズグズと服を脱がない私に、すでにすっぽんぽんになった和泉さんが裸に剥こうと手を掛ける。

「わ、わかりましたから！　自分で脱ぎますから剥かないで下さい！」

　強制的に一緒にお風呂に入ることを命じられたものの、私は恥ずかしくてたまらない。エッチ以外で裸を見せ合うなんて、かえって妙ないやらしさを感じてしまうのだ。

　隠すようにおずおずと服を脱いでいく私を、和泉さんが腕を組みジーっと真顔で眺めている。

「……そんな観察するような目で見るのはやめて下さい」

「気にするな。脱げ」

　気にするなって言われても、一挙一動眺められてスイスイと脱げる訳がない。

　結局私たちは「早く脱げ」と「見ないで下さい」を何度も繰り返してから、ようやく浴場に入ったのだった。

　そして、お風呂に入れば入ったで案の定なやりとりが繰り広げられる。

「自分で洗いますってば!!」

「遠慮するな、俺が洗ってやる。だからお前は俺を洗え」

「なんですかそのいやらしい洗いっこは！　絶対イヤです、和泉さん絶対変なことするし！」

「するに決まってるだろう。ほら、さっさとこっちへ来い」

「ちょっと開き直り過ぎじゃないですか!?」

　必死の反論虚しく、私は椅子に座った和泉さんの膝の上にヒョイッと乗せられてしまう。本当に小柄は損だ。

　そうして逃げ出す間もなく泡だらけのスポンジが私の身体を滑り出した。

「きゃはは、くすぐったい！　くすぐったいですよ和泉さんっ！」

「ジタバタするな、洗いにくい」

　優しく洗ってくれているつもりなんだろうけど、それがかえってくすぐったくて私はジタバタと身を捩る。

　やがて面倒になったのか、和泉さんはスポンジを放って泡立てた自分の手で私の身体を撫で始めた。

「んっ、……く、くすぐったいですってば……」

「こっちの方がいいな」

　大きな手が泡の力を借りて滑るように動き回る。洗っている、というよりは撫で繰り回して楽しんでいるようにしか見えない。

　首すじをなぞるように撫でられ、腰を這うように綴られ、くすぐったさが段々甘い熱に変わっていく。

「……和泉さん……」

　呼びかける声には吐息が混じってしまって、その声を奪うように唇が重ねられた。

　一緒にお風呂に入ると言ったときからこんな予感はしていたけど。

　湯気とソープの香りの立ち込める空間で散々好きにされた私は、すっかりのぼせた身体を今度はお姫様抱っこでベッドまで運ばれ、さらにもっともっと好きにされてしまい……夜は更けた。




「和泉さん……？」

　ふと、目が覚めた。

　和泉さんの愛をたっぷり受けたあと眠りこけてしまった私は、ふいに目が覚めてベッドにひとりぼっちだと気づく。

　電気をつけて見れば時計の時刻はまだ零時をまわったばかりだった。

　確か眠ってしまったのが十一時前くらいだから、そんなに深く寝ていなかったようだ。

　和泉さんはトイレだろうか、それともダイニングで何か飲んでいるのかもしれない。

　そのまま寝なおそうと思ったけれど、なんとなく目が冴えてしまったので身体を起こすことにする。

　なかなか戻ってこないところを見ると和泉さんはきっとダイニングだ。

　私も行こうとベッドから降りたところで、ふとあるものに目を留めた。

　この部屋は十二畳とかなり広くて、寝室とクローゼット、それに書斎を兼ねている。私の動きを止めたのは書斎スペースにあるデスクだった。

「……有栖川 栞……」

　ダークブラウンの天板の上に積まれた数冊の本。それは全て著者名に有栖川 栞と書かれている。

　例の文学賞を獲った作品から、その後に発行したもの。単行本に文庫、今年出た最新刊まで。

　私は何も考えられないままそこにある本を一冊手に取った。

　東さんから話を聞いて気持ちの整理はついたはずだった。もう悩まないって。落ち込まないって。

　なのに、彼女を思わせる儚げな白と青の表紙を見ていると不安で胸が騒つく。

　読書家の和泉さんが著名作家である彼女の小説を全て持っていたって不思議はない。ましてや昔は一緒に仕事した仲なんだし。

　今度の『シンシア』の新連載に合わせて、彼女の作風を勉強していたのかもしれない。営業時に大切なアピールポイントになるのだから。

　別におかしいことじゃない。理由は幾らでも浮かぶ。

　ここに、デスクに、和泉さんがつい最近有栖川 栞の小説を読んだ形跡が残っていることは、何もおかしいことじゃない。

　なのに――どうして私はこんなに不安なんだろう……。

　私は手にしていた単行本をそのままデスクに戻すと、電気を消して部屋から出ていく。

　廊下に出ればリビングの明かりが点いていて、和泉さんがそこにいるとすぐにわかった。

「……和泉さん」

　そっとドアを開けて呼びかければ、ソファーに座っていた和泉さんが振り返ってこちらを見やる。

「なんだ、目が覚めたのか」

「うん」

　スリッパをペタペタと鳴らしながら彼の元へ小走りで近づけば、読書の途中だったことがわかった。

　テーブルの上にはウイスキーの注がれたロックグラスとタッセルタイプのブックマーカー。そして手には……有栖川 栞の小説。

「お前も何か飲むか？」

　こちらに向かって尋ねた和泉さんに、私は無言のまま首を横に振る。そして、そのまま彼の隣に寄り添うように腰を下ろした。

「寒いのか？」

　いつも和泉さんが読書をしているときは邪魔にならないよう対角上に座る私が、こんな風にくっついてくることが珍しいのだろう。

　和泉さんはちょっと不思議そうな顔をして、片手で私を抱き寄せた。

　その大きな手に甘えて、寄り添わせていた身体を無理に和泉さんの膝の上に滑り込ませる。

「小夏？」

　親に甘える子供、はたまた読書の邪魔をする猫かもしれない。膝の上に座って彼の懐に背中を預ける私はさぞかしうっとおしいだろう。

　けれど、和泉さんは手にしていた本を置き眼鏡を外すと私を抱きかかえるように腰に手を回した。

「今日は甘えたい気分か？」

　私の頭に顔を寄せて話す声は優しい。包んでくれる身体は温かくて、大きな手はとっても安心する。なのにどうして。

「和泉さん」

　私はこんなに不安なんだろう。彼を呼ぶ声が切なさで詰まる。

「どうした。恐い夢でも見たのか」

「和泉さん。和泉さん」

　ぎゅっと抱きしめられているのにもっと抱きしめられたいと思いながら、私は擦り寄るように彼の腕に顔を埋ずめた。

『和泉さん、私のものだよね』

　くぐもって音にならなかった呟きは、いつの間にか彼から伝う染つっていた独占欲に溢れていた。







第九章　その後悔は、恋













　整理をつけたはずの気持ちに小さな不安の予感をひとつ残したまま日々を過ごしていた、そんなある日。

「おはようございまーす」

　いつものようにフロアに入っていくと、何やら数人のメンバーがデスクに集って話をしていた。

「あ、橘さん」

「おはようございます。何かあったんですか？」

　軽く尋ねた私に、そこにいたみんなが口を噤んで顔を見合わせる。そして、一番年配の牧まき田たさんがためらいを含んだ様子でこちらを向いた。

「橘さんさ、宍尾課長から何か聞いてない？」

「宍尾さんから？　何がですか？」

「その……課長の異動の話とか」

「え？」

　真剣な顔で目をしばたかせた私を見て、みんなの表情が「しまった」と言わんばかりのものに変わった。

「だよね。橘さんが聞いてないならやっぱ違うって。ただのガセだよ」

　いかにも取り繕うように牧田さんはみんなに向かって笑ったけれど、私は動揺を隠し切れない状態で彼に詰め寄る。

「異動ってなんですか？　和泉さんここの課長じゃなくなっちゃうんですか？　私何も聞いてません」

「落ち着いて、橘さん」

　喰って掛かる勢いの私を、牧田さんが肩を押さえてなだめる。他の先輩たちが複雑そうな表情をして視線を交わし合ったあと、ひとりが私に向かって口を開いた。

「宍尾さん、編集に戻るかもしれないってちょっと噂で聞いたんだよ」

「編集に？」

　まったくの初耳だったけれど、それは和泉さんの過去を知った私にとって意外な話ではなかった。

　やっぱり和泉さんは編集部に戻りたいのかもしれない。けれど、そう考えた私の耳をもっと驚く言葉が通り過ぎていく。

「有栖川 栞が希望したんだって。今度の新連載にあたって、文芸と少女漫画に詳しい宍尾さんを担当に付けて欲しいって」

「なんで!?　和泉さんはもう営業の人でしょう！　もう有栖川さんには関係ないじゃない！」

　考える間もなく声を荒げてしまった私に、先輩たちが思いきり驚きをあらわにした。その様子を見てハッと我に返り自分の行動を恥じる。

「すみません……」

「いや、大丈夫だよ。それに俺たちも橘さんの気持ちわかるよ」

　頭を下げた私に、牧田さんが困ったように眉をひそめながらも口角を上げて笑い掛けた。

「俺も古い人間だから宍尾さんの一件は知ってるからさ。有栖川さんには悪いけど今さら何言ってるんだって思うよ。それに宍尾さんは今や営業課になくちゃならない人だしね。有栖川さんに大事な課長を渡したくないってのが本音だよ」

　その言葉に、そこに居た先輩たちも皆うんうんと頷く。

「それにまだハッキリした情報じゃないから。ただの噂の可能性もあるし。だから橘さんも落ち込んだりしないでね」

　最後にそんな風に慰められて、その場は解散となった。

　自分のデスクに戻ると、ちょうど同じタイミングで和泉さんが「おはよう」とフロアに入ってくる。

　みんな口々に「おはようございます」と挨拶を返す姿はいつもと何も変わらない朝の光景だった。




　ただの噂であって欲しい。そう願うのは私のわがままだろうか。

　もうすっかり慣れた午前の受発注を、モニターと向き合いながらキーボードに打ち込んでいく。数字を間違えないように集中したくても、頭には黒い不安の種が消えない。

　元々は編集部勤務希望だった和泉さん。本が、読書が好きな和泉さん。出来ることならきっとまた作品を手掛ける部署に戻りたいはずだ。

　だったら、これは願ってもないチャンスのはず。あの大人気作家に指名されて編集部に戻って欲しいと請われたのだから。

　きっと和泉さんが首を縦にさえ振れば、すぐにではなくともあっさり辞令は出るだろう。和泉さんがもともとは有能な編集者というのもあるけれど、うちから大ヒット作を連発している有栖川 栞の発言力は大きい。

　むしろ編集長としては、彼女のお願いを和泉さんに断らないで欲しいとさえ思っているだろう。

　和泉さんにとっては編集部に戻るチャンス。そして、天才作家・有栖川 栞と新たな名作を生み出すという、このうえないやりがいのある仕事のチャンスなんだ。

「……はぁ……」

　私はキーボードを叩く手を止めると、小さく息を吐き出し手元のマイボトルのお茶を一口飲んだ。

　和泉さんにとっていいこと尽くめに違いない話を、どうして私はこんなに喜べないんだろう。

　答えはわかりきっているのに何度も自分に問いかけてしまう。

　単純に、嫉妬だ。私は和泉さんと有栖川さんの関係に妬いている。

　恋仲ではない、けれど一度は酷く傷つけた和泉さんをまた自分の手元に置こうとしている有栖川さんを快くは思えない。

　そしてまた、自分を傷つけた彼女を悪く思っていないどころか、和泉さんは未だに気に掛けているように思えて。

　瞼を閉じれば、あの夜に見たデスクに重ねられた有栖川 栞の本の山を思い出す。

　恋仲じゃない。けれど、ふたりの間に強い繋がりを感じてしまうのもきっと間違いじゃない。

　――私は、有栖川 栞に和泉さんを渡したくないんだ。




　あくまで『噂』だった和泉さんの異動話が、不安を帯びた事実だと突きつけられたのは、その翌日だった。

　広報課に宣伝材料を取りにいった帰り、エレベーターフロアの前で私はふいに「橘さん」と呼びかけられる。振り向いてみたら、それは文芸の編集部の人だった。

「お久しぶりです」

　文芸の営業にいたとき何回か顔を合わせたことがあるその男性に軽く会釈をすると、彼は小走りでこちらへ駆けてきた。

「久しぶり、元気そうで良かった。橘さん、今、少女漫画部門の営業にいるんだよね？」

「あ、はい。そうですけど」

「今日は宍尾課長いる？」

　どうして文芸の人が和泉さんに？と感じた疑問は、すぐに解けた。廊下の奥からゆっくりとこちらに歩いてくる人影に気づいたからだ。

「……有栖川さん……」

　この間のパーティーで見たときと同じ儚いほど華奢な印象。白のロングカーディガンとサックスブルーのマーメイドスカートで、今日は長い髪をゆるく束ねている有栖川 栞は独特の清楚な雰囲気を醸し出していた。

「うん、有栖川さんが宍尾課長に用事があってね。ちょっと会いたいんだけど、今フロアにいる？」

　文芸の人が説明してくれた内容に、私は背すじがヒヤリと冷たくなっていくのを感じた。

　昨日聞いた噂以外に、彼女が和泉さんを訪ねる理由などどこにあるというのだろう。信じたくなかった現実が、穏やかな笑みを浮かべて一歩ずつ私に近づいてくる。

　目の前まで来た有栖川さんはペコリと一礼すると、唇に浅い弧を描いたまま黙って私の言葉を待った。

「あの……宍尾課長は今営業に出ていて……帰社は昼過ぎになるそうです」

　口にしながら、和泉さんが今いないことに密かに安堵した。

　有栖川さんに会わせたくないなんて、ずるくて情けなくて自分でも嫌になるけれど、それでもホッとした気持ちは拭えない。

「あ～やっぱり予め連絡入れとかなきゃ駄目かあ。すみません、有栖川さん。営業はなかなか捕まえられなくて」

「いいんです、私が急に無理を言ったんですから」

　どこか泣き顔を思わせる笑顔を浮かべながら、有栖川さんは静かに首を横に振った。彼女の所作がいちいちたおやかなことに、私の胸はどうしても嫌な騒つきを覚えてしまう。

　そのとき文芸の人の携帯が鳴って、彼は「ちょっとすみません」と席を外してしまった。

　突然ふたりきりにされてしまい、どうしていいかわからない緊張を勝手に感じる。

　有栖川さんをひとりでこんなところに残していく訳にもいかないし、なんとか場を繋ぐ話題でもと焦っていると、

「宍尾さんはお元気ですか？」

　かぼそく、けれど透き通るような声で先に話しかけられてしまった。

「え、あの、はい。元気です」

　それも和泉さんの話題を振られたせいで、私は情けなくも動揺丸出しになってしまう。

「そう。良かった。先日パーティーで久しぶりにお会いしたら、なんだか懐かしくなってしまって……今日は編集長さんに用事があって来たんですけど、どうしても少しだけ宍尾さんに会いたいって、わがまま言っちゃったんです」

「……そう……ですか」

　とても綺麗に微笑む彼女の笑顔が、まともに見られないのはどうしてだろう。

　和泉さんにとって有栖川さんは昔の仕事相手で、そこに恋愛感情はなくって、だから私が妬くことなんて何ひとつないはずなのに。

　けれどそれでも口を開けば『貴方のわがままで和泉さんを編集部へ連れていかないで』なんて稚拙な文句が出てしまいそうで。私はぎこちない笑顔を浮かべたまま、言葉を発せないでいた。

　そんな私を見ていた有栖川さんが、ふと視線を窓の外へ向けた。晴れた秋空と、風に揺れる街路樹の葉を愛おしげに見つめて彼女は言葉を紡ぐ。

「……宍尾さん、変わってないんですね。シプレーの香り、五年前と一緒だった」

　穏やかに話された声に、ゾクリと背すじが冷たくなった。

　聞いてはいけないものを聞いた気がして、耳を塞いでこの場から逃げ出したくなる。

　だって。和泉さんのフレグランスはとても微かに香るもので、それこそ抱きしめられたときぐらいしか感じられないはずなのに。

　そして女性が男性のことを香りで語るなんて、いくら恋愛初心者の私だってそれがどんな意味かぐらい察しがつく。

　不安げにしかめてしまった表情を隠すことさえ出来なくなってしまったとき、文芸の人がこちらへ駆けて戻ってくるのが目に入った。

「すみません、お待たせしちゃって。それじゃあ、宍尾にはまた次回お会いになるということでいいですか、申し訳ない」

「ええ。是非、今度来たときにお願いしますね」

　呆然と立ち尽くしたままの私を気にもせず、有栖川さんは文芸の人に連れられて玄関口へ向かう前に軽く頭を下げて立ち去る。

　遠くなっていく後ろ姿は、吹けば消えてしまいそうなほどかぼそく儚いのに、私の目にはそれが世界で一番恐い存在に映った。




　昼休み。私はいつものようにみんなと一緒に『モーリー』には行かず、友人の杏子ちゃんに連絡をして近所のラーメン屋でランチをとることにした。

「めっずらしい。小夏がラーメンだなんて」

「なんかガツンとしたものが食べたい気分だったの」

　運ばれてきたチャーシュー麺の小盛りを一心不乱にハフハフとすする。三分の一ほど食べ終えたところでテーブルの辛味噌をたっぷりと丼に追加した。

「お腹弱いくせにコッテリチャーシュー麺に辛味噌か。ずいぶんと自分を虐めてるねえ。そんなに自己嫌悪に陥ってんの？」

「まあね」

「とりあえず食べ終わったら話聞いてあげる。それにしても、ラーメンてすぐ伸びるから相談時には向かない食べ物だよね～」

　そんな会話を交わすと、私たちはふたり隣り合ったカウンター席でひたすらにラーメンをすすった。小盛りのはずなのに、食べても食べても減らない麺に途中でうんざりとしながら。




「……苦しい……」

「無理して麺全部食べるから。ほら、お水」

　ラーメン屋を出たあと、私たちは会社の前の公園にやってきた。

　広場前のベンチに座り、常備薬の胃薬を杏子ちゃんが買ってきてくれたお水で飲み下す。

　不味い顆粒が喉の奥に落ちていくと目元に勝手に涙が浮かんだ。

「杏子ちゃん。私、和泉さんに相応しくないかもしんない」

　涙目になりながら真剣に言ったというのに、杏子ちゃんは私の言葉を聞いてなんと吹き出すではないか。

「あっははは。あの課長さんに相応しいのってむしろどんな人よ？　おんなじような桁外れの高身長？　それとも課長さんに負けないくらいの大喰らい？」

　杏子ちゃんは可笑しそうに笑って言ったけど、私がうなだれて呟いた「……有栖川栞みたいな人」という台詞に、ピタリと笑うのをやめた。

「何それ、まだあの人のこと気にしてたの？　東主任に宍尾さんの過去を聞いてなんでもなかったって言ってたじゃない」

「なんでもなくはなくなったからヘコんでるの。……和泉さん、有栖川さんの担当するために編集部にいっちゃうかもしれない」

「はぁ!?」

　杏子ちゃんは驚いて大きな声をあげたけれど、小さな子供の遊ぶ声や近くを通る車の音があちこちから聞こえる公園では目立つこともなく、誰もこちらを気にしなかった。

「まだハッキリした訳じゃないけどさ。でも……私それをすごく嫌だって思ってる。和泉さんにとってすごくいい話なのに。有栖川さんに和泉さんを取られちゃうみたいで嫌だって。……馬鹿みたい」

　渦巻いていた黒い気持ちは言葉にすると涙がこぼれて、まだ午後の仕事があるのに泣き腫らした目でフロアに戻るのは困るなと思いながらも止められない。

「くだらない嫉妬だってわかってる。でも……やっぱり和泉さんとあの人の関係は普通じゃないんだもん。有栖川さんが和泉さんをただの編集者だと思ってるなら、香りを懐かしいなんて言ったりしない」

「小夏、ちょっと落ち着いて。ちゃんと詳しく説明して」

　私は鼻をすすりあげながら頷くと、たどたどしくも午前にあったことを話し始める。杏子ちゃんはしばらく黙っていたけれど、やがて自分のハンカチを取り出すと優しく私の頬を拭ってくれた。

「……嫌な女。小夏の前でわざわざそんなこと言うなんて、有栖川 栞って性悪だったんだね」

　予想外に怒りを見せる杏子ちゃんに、私は焦って説明を付け足す。

「でも、有栖川さんは私が和泉さんと付き合ってること知らないはずだし。別に牽けん制せいや嫌味で言った訳じゃないと思うよ？」

「なおさら悪いじゃない。誰かれ構わず宍尾課長との関係を匂わせることを言ってるなんて。しかも天然っぽいからますますタチが悪いわ」

　杏子ちゃんは気持ちを静めるどころかますます憤慨して、持っていたハンカチを握りしめた。

「でもわざわざそんなこと口に出すってのは逆に、男女の関係になったことがないんだと思うけどね。少しとはいえフレグランスなんて隣に座っただけで充分香るものじゃない。ましてや作家と編集者なら密室でふたりで打合わせしたこともあるだろうし、鼻のいい人なら知っててもおかしくないことよ」

「そう……かな」

「そうよ。だって有栖川さんは『変わってない』って言ったんでしょ？　それって五年前だけじゃなく最近も嗅いだってことよね。小夏、宍尾課長が有栖川さんと最近接触した可能性は？」

「……ないと思う。こないだのパーティー以来会ってないはず。本人もそんな言い方してたし……」

　考えてみれば杏子ちゃんの言う通りだ。先日のパーティーで有栖川さんと和泉さんが抱き合ったり濃密な接触をしていたとは思えない。人目もあるし、何よりあんなに実直な和泉さんが私に隠れてコソコソとそんなことをするとは思えない。

「ね？　近くで話してただけで感じたフレグランスのことを、そんな風に意味ありげに語れる人なのよ、有栖川 栞って人間は」

「杏子ちゃん、すごい……」

　友人の洞察力にただただ感心してしまう。相手の言葉に踊らされて悲嘆していただけの私とは大違いだ。

「けどね、安心してる場合じゃないよ」

　ついひと安心してしまいそうになった私を、杏子ちゃんはズイと身を乗り出して忠告する。

「有栖川 栞が宍尾さんに執着してることは間違いないんだから。このままじゃいつまでたっても小夏の不安は拭えないでしょ。だから、ちゃんと宍尾さんと話しておいで」

　やっぱり、それが一番なんだ。ちゃんと和泉さんの口から不安を消してくれる言葉を聞くべきだった。

　けれど、ためらってしまう気持ちがあるのも確かで。

「でも……そんな話をしたらきっと和泉さんを困らせちゃう。私のヤキモチのせいで、和泉さんが本当は戻りたいのに編集にいくことをためらうようになったらやだよ」

　私は和泉さんの働く姿が好きだ。いつだってそんな彼の支えになりたいと思うのに、私のくだらない嫉妬のせいで足を引っ張ることになるのはつらい。

　けれど、そんなウジウジとした葛藤を、頼もしい友人はキッパリと吹き飛ばしてくれた。

「ああもう、ほんと小夏って馬鹿。恋愛初心者のあんたに教えてあげる。ふたりで出すべき答えをひとりで抱え込むと、カップルって絶対破局するんだからね。そんな気持ちで隣で作り笑いしていつまで続くと思ってるの？」

　厳しくも真剣に叱しっ咤たしてくれる杏子ちゃんの言葉が胸に響く。

　臆病で和泉さんに直接向き合う勇気のなかった私を、杏子ちゃんは強く励ましてくれた。

「宍尾さんは小夏にそんな顔させるのが一番つらいはずだよ。手遅れになる前にちゃんと言葉にして伝えてきな」

　そっか……。私が和泉さんを困らせたくないように、和泉さんも私を悩ませたくないのかもしれない。

　そんな当たり前のことに気づかされて、改めて彼との関係がどんなに深く愛おしいものか心に染みる。

　頼りになる友人の言葉にしっかりと頷くと、私の目から涙がポロポロと落ちていった。

　それを見て杏子ちゃんは笑いをこぼすと、

「小夏、アイメイクぼろぼろ。会社戻る前にちゃんと直しなよ」

　と言って、もう一度涙を拭ってくれた。




　自己嫌悪でしてしまったやけ食いは確実に私の身体にダメージを与え、午後の業務は腹痛との戦いとなった。

「あ～気持ち悪……」

　量も多かったうえ、コッテリに香辛料だ。胃痛も胸焼けもハンパない。今さらながら自分のやった馬鹿な行為を反省する。

　何度目かのトイレに行ったあとフロアに戻ろうとすると、廊下で声をかけてきたのは和泉さんだった。

「どうしたんだ今日は。具合でも悪いのか」

　さすがに何度も席を立ってしまったせいか、女性の機微には鈍感な和泉さんも私の様子に気がつく。

「ちょっとお昼にラーメン食べ過ぎちゃって……でも大丈夫です。薬も飲んだし、だいぶラクになってきたから」

　心配掛けまいとそう言ってカラ元気の笑顔を向けると、和泉さんは眉をひそめて怪訝な表情を浮かべた。

「お前らしくないな。何かあったのか」

　てっきり『食い過ぎだと？　お前は馬鹿か』なんて怒られるかと思ったのに。意外にもこちらの心中を的確に察してきた和泉さんに驚くと共に、嬉しくて縋りたくなってしまう。

　けれど、ここは会社だ。私はもう一度ぎゅっと笑顔を作って彼に向けると「美味しかったから無理しちゃった」と当たり障りのない返事を口にした。

　和泉さんはそんな私を見て「やれやれ」といった風に息を吐き出すと。

「あまり心配を掛けるな」

　優しさをいっぱい込めた声でそう呟き、大きな手で軽く私の頭を撫でた。

　不安ごと包んでくれそうな大きな手の感触に、安心と切なさで胸が震える。

「和泉さん……今日、お部屋に行ってもいいですか？」

　頭を撫でられながら上目で彼を見つめて尋ねれば、和泉さんはフッと目元を緩め愛しいものを映すような眼差しを向けた。

「最近のお前はずいぶんと甘えん坊だな。いちいち聞かなくてもいい。来たくなったらいつでも来い」

　大きく受けとめてくれるその返事が嬉しくて、私は今度は作り笑いでなく本当の笑顔を浮かべると「はい！」と弾んだ声で返事する。

　和泉さんならきっと私の馬鹿みたいな悩みも受けとめて笑い飛ばしてくれる、そんな気がして曇りっぱなしだった胸が少しだけ安堵した。




　夕方になって営業会議に行っていた東さんが、戻ってくるなりフロアに残っているみんなを招集した。主任の真剣な顔つきに皆何事かと固かた唾ずを飲む。

「『シンシア』一月号の刷り部数が決まった。いつもの十五万に十パーセントプラスでいく」

　いまだかつてなかった強気な数字の発表に、営業課の面々が騒ついた。

「十六万五千ですか？　いくら新連載が始まるからって売れを見込み過ぎじゃ……」

　異論を唱えた牧田さんに、東さんが遮るように強く言い切る。

「新連載のゲラを見てきた。間違いなくあれはヒットする。下手をしたら漫画原作とはいえ有栖川 栞の代表作になりかねない」

　それほどまでに東さんがハッキリと言うと、みんなは驚きに言葉を飲んでから各々期待や緊張感を含んだ表情になった。

　報告を受けてみんなが解散したあと、私は東さんに近づき尋ねる。

「あの……宍尾課長は……」

　一緒に会議に行ったはずなのに和泉さんだけ戻ってきていない。さっきの報告と併せてなんだか不安な予感がした。

「宍尾さんはまだ残って広報課長や『シンシア』の編集長と話してるよ」

　もしかして、編集部へ異動する件の話し合いをしているんだろうか。初版部数にさえ影響を与えてしまう有栖川さんのお願い事だ。編集長だってきっと話を早く進めたいに決まっている。

「……有栖川さんってすごいんですね。文芸だけじゃなく原作でも天才だなんて」

　もはや彼女の願いは避けようのない未来に思えてきた。

　出版に関わるものとして、偉大な作家が良い作品を生み出すためには喜んで尽力すべきなんだろう。

　私も……つまらない嫉妬などしていないで、和泉さんを快く編集部に送り出してあげるべきかもしれない。

　それが必ずしも私と彼の恋人としての関係を壊す訳ではないんだし。

　ひとつの覚悟を決めかけていたときだった。東さんが「ちょっとおいで」と言って、私を廊下に連れ出す。

　そして、誰も居ない小会議室に入ると手に持っていたＢ４の封筒を渡してきた。

「秘密だよ。これが有栖川 栞の新連載のゲラだ」

　そう小声で言った東さんに驚いて顔を見上げれば、彼は自分の口に人差し指を当てて促すように頷く。

　私が見てしまってもいいんだろうかとためらいつつも、そっと封筒から三十数枚の紙の束を取り出した。

『蒼い鳥　第一話／原作・有栖川 栞　漫画・もりかわひろ』と書かれた一枚目の用紙をそっとめくる。

　人気漫画家・もりかわひろの繊細なタッチで綴られる物語は儚く、それでいて凛としていて人を強烈に惹きつける。気がつくと私は夢中で物語に入り込んでいた。

　三十二ページの漫画を全て読み終わったとき、私は言葉もなかった。

　面白かった、ものすごく。これは東さんの言う通り有栖川 栞の最大のヒット作になりかねない。

　けれど、私が言葉を失った理由はそれではなかった。

　ストーリーは高校生の再愛物語。淡い恋心を持った幼馴染が悲劇の運命に引き裂かれ、ヒーローの記憶喪失やヒロインの病気に阻まれながらも再び想いを伝え合っていくというもの。

　作中でヒロインは独白する。長い黒髪を風になびかせ蒼い空を見上げながら。

『あのとき不器用過ぎて伝えられなかった気持ちはまだ羽ばたけるのかな。君を傷つけた後悔を、恋と呼んでも許されるのかな』

　――偶然でも、考え過ぎでもないと、私の中で警報が鳴り響いている。

　紙束を持つ手にじんわりと汗が滲んできた。

　有栖川さんはこの作品にメッセージを込めている。自分の想いを作品に昇華させて。

　間違いない。これは天才作家・有栖川 栞が十六万五千人の読者を巻き込んで宍尾和泉に贈るラブレターだ。

「見せないほうが良かったかな」

　立ち尽くしていた私を、東さんの呼びかけがハッと我に返らせる。

　彼の複雑な表情からして、私が何を思っていたかわかっているようだった。

「……東さんも、この作品が和泉さんへ宛てたものだって思いますか？」

　ゲラを見つめながら問いかけた声が、自分でも驚くほど張り詰めている。

　東さんは腕を組んでテーブルに寄り掛かりながら少しためらうように答えた。

「正直、ちょっと考え過ぎかと最初は思った。けど、彼女の性格ならやりかねないなって。例の……有栖川さんが宍尾さんを担当編集者に希望してるって噂は知ってるよね？　その件と併せて考えると多分、間違いないと思ったよ」

　東さんには否定して欲しかったと、心のどこかで期待していた希望が潰える。

　そして、それと同時にひとつの疑問が湧いた。

「東主任は……どうして私にこれを見せたんですか」

　和泉さんと有栖川さんのことはもう昔の話だと励ましてくれた東さんが、どうして私を不安にさせるようなものを見せたのだろう。それがどうしても解せなかった。

　東さんは無言のまま私から原稿を受け取るとそれを封筒にしまい、改めて正面に立つ。その表情はどこか困っているようにも見えた。

「どうせいずれは目にするだろうから、だったら早めに気づいた方がいいと思ったおせっかいな気持ちかな。……あとは、これを知った橘さんがどうするのか知りたくて」

「え？」

　どういう意味だろう。私は東さんの言ったことが理解出来ずまばたきを繰り返す。

　不思議そうな表情をする私に、東さんは一歩近づくと覗き込むように顔を見つめてきた。

「橘さんはやっぱり宍尾さんが好き？」

「え……？　好き、ですけど」

　なんでそんなことを聞くんだろうとますます不思議に思えば、東さんは「そうだよね、当たり前だよね」と言いながら真剣だった表情を苦笑に変えて一歩離れる。そして、自分の前髪を掻き上げながら目を逸らした。

「ごめん。俺、まだ橘さんに未練あるみたい。元気づけたい一方で、君の心の隙間に入り込めるチャンス探してる」

　小さな会議室に落ちた東さんの吐露。和泉さんへの不安ばかりで弱っていた心に、それはきつく痛く染みる。

　こんなとき、なんて返せばいいかわからない。謝るのも断るのも違う気がする。だって東さんは私が和泉さんに気持ちがあるのを知っているうえで伝えてきたのだから。

　黙って俯いてしまうと、「ごめん」と謝ってきたのは東さんの方だった。

　けれど彼は「もうしない」とも「もうあきらめるから」とも言わず、そのまま会議室から出ていく。

　それがどういうつもりなのかを理解した私は、ひとり残された会議室で気持ちが落ち着くまで佇むしかなかった。




「まだ腹が痛いのか？」

　夜になり彼の部屋へ訪れたものの、ずっと暗い顔をしている私を気にして和泉さんが声をかける。

　食事にもあまり手を付けられず、ベッドへ誘われても気乗りしない顔をしてしまったんだから心配されて当然だ。

　申し訳なく思いつつ顔を俯かせると、パジャマを脱がしかけていた和泉さんの手が止まり私を労わるように抱き寄せる。

　いつもはこちらの抵抗もお構いなしな強引さなのに、こういうときは絶対無理をさせないのが和泉さんらしい。

　そんな彼が好きでたまらないという想いが、複雑な感情と絡み合って私の心を締めつけていた。

「……お腹はもう痛くないです。でも、ずっと胸が痛いんです」

　私の言葉を聞いた和泉さんが、怪訝そうな顔をして視線を向ける。

「和泉さん、編集部へいっちゃうんですか？」

　広い胸に縋りつくようにパジャマをギュッと握りしめながら、私はついに抱え切れない不安を口にした。

　和泉さんは怪訝な表情を消すと目をしばたかせ、私が思っていたより軽い声色で話し出す。

「なんだ。様子がおかしいと思ったら、まさかそんなことを気にしてたのか？」

「そんなことって、当たり前じゃないですか。私、和泉さんが編集部にいっちゃったらどうしようってすごく不安で」

　こっちは胸が張り裂けそうな思いで言っているのに、和泉さんは対照的に今にも笑い出しそうに目を細めた。

「お前は馬鹿か。俺がお前や営業のヤツらを置いて黙って編集にいく訳ないだろう。そういう話は確かに来てるが俺はいくつもりはない、いらん心配だ」

　拍子抜けするほど答えはあっさり返されたけれど、私の燻りはまだ消えない。

「それが……有栖川さんのお願いでも、ですか」

　もう一度キュッと彼のパジャマを掴むと、綻んでいた表情が変わった。

　わずかに落ちた沈黙のあと「どういうことだ？」と尋ねられた低い声に、私は小さな深呼吸をしてから口を開く。

「有栖川さんの希望なんですよね？　昔担当編集者だった和泉さんを戻して欲しいって。有栖川さんは……天才です。和泉さんは出版に携わるものとして、本当は彼女を手助けしたいと思ってるんじゃないですか？」

　不安が堰せきを切ったせいで、責めたてるように言ってしまった。そんな私を見て和泉さんは大きな溜息を吐き出す。

「誰かに聞いたのか。俺が彼女の担当だった話を」

「……すみません……」

「どうせ東あたりだろう。お喋りなヤツめ」

　機嫌を損ねてしまったようで、和泉さんは眉間に皺を寄せた。どうしよう、怒らせてしまったと気持ちが焦ったとき。

「んぐっ」

　和泉さんの長い指が、私の鼻をつまんだ。

「にゃ、にゃにしゅるんでしゅか！　はにゃしてくらしゃい！」

　両手で彼の手を掴み抵抗すると、和泉さんはとても不機嫌そうな顔を私に近づける。

「どうして他のヤツに聞くんだ。俺のことは俺に聞け」

「……はい……」

　至極真っ当なお説教をされて、素直に頷いてしまった。

　いや、確かにそうだけども。聞きたくても聞けなかった乙女心も察して欲しい。

　和泉さんはパッと鼻から手を離すと、ベッドの上でどっかりと胡坐を掻き直して座る。

「そんなに俺のことが聞きたければ話してやる。来い」

　命令されて、私は大人しく和泉さんの元へ行くと、もはや定番になった彼の足の上にちょこんと座り込んだ。

「俺が有栖川 栞の担当になったのは、彼女が文学賞を獲ったすぐあとだ」

　抱きかかえた私の頭に顔を寄せ、和泉さんは語り出す。私は黙って耳を傾けた。

「若くして文学賞を獲った名誉とまだまだ潜在している彼女の才能に、俺は期待を寄せずにはいられなくてな。必死になって彼女に良作を生み出させようと激励した。けどな」

　そこまで語った和泉さんの声色が僅かに沈む。それがこの後の悲劇を物語っているみたいに。

「俺の馬鹿な期待が、近くに居過ぎた存在そのものが、有栖川 栞に過剰なプレッシャーを与えていたんだ。『期待に応えられるものが書けない』と泣く彼女に張りついて励まし続けることが自分の役割だと信じて疑わなかった」

　その姿は容易に想像が出来た。今でも仕事熱心で一途な和泉さんだもの、若かった頃はさらに熱心で……それはきっと言い換えると融通が利かない性格だったとも言えよう。

　悪意はない、純粋に仕事に情熱を注いだからこそ悲劇は起きたんだ。

「会社宛てに訴訟を起こすと連絡があったときには愕然としたな。何が悪かったのか理解出来なかった。けど、彼女の元に謝罪に行ったとき初めて自分のしてきたことを知った。『宍尾さんの存在が私を潰す。射抜くような目で私を見ないで。全身全霊で重圧を掛けないで。貴方が恐いんです』そう泣きながら訴えられて、初めて彼女が病的なほど痩せこけていたことに気がついた。……文学賞の壇上で見た凛とした有栖川 栞の面影もないことに、ようやくそこで気がついたんだ」

　……嗚呼と、私は胸の中で嘆く。今まで知らずに和泉さんの深い傷に触れてきた罪悪感に。

　今まで私は何度彼に『恐い』と言ってきただろう。本人は慣れていると平気な顔をしていたけれど、そんな深い傷が平気な訳はないのに。

『俺が恐いか』と聞いたときの和泉さんは何を思っていたんだろう。

　作家と編集者とはいえ、情熱を惜しみなく注いできた相手に『貴方が恐いんです』と拒絶された痛みは、今でも残っていたのに。

「和泉さん」

　私はたまらなくなって、身を翻すとそのまま彼の首に腕を絡め抱きついた。

「和泉さん、和泉さん」

　ギュウギュウとしがみつくように抱きしめる私の頭を、和泉さんは大きな手で優しく撫でる。

「お前が哀しんでどうする。気にするな、昔のことだ」

　そんな彼の気遣う台詞が、なおさら切ない。

「俺は編集者には向いてない。つい夢中になり過ぎるし自分の尺度で人の努力を計ってしまうからな。だからもう戻るつもりはないし彼女の担当に付くつもりもない」

　和泉さんはそう話を締めて終わらせようとしたけれど、私は勇気を振り絞って問いかけを口にする。

　これを聞かなければ、どんな返事をされても私の不安は燻ったままだ。

「い……和泉さんは、有栖川さんのことを好きだったんですか……？」

　恐々と口にすれば、私の頭を撫でていた手の動きが止まる。緊張で彼の顔を見ることが出来ない。

　けれど、ずっとずっと渦巻いていた不安。東さんの話を聞いたあとでさえ、この疑いは完全には消えなかった。

　ふたりが恋人ではなかったとしても、そこには口に出せない強い繋がりがあった気がして。

　今や有栖川さんの気持ちは明白だけれど、和泉さんにも同じものがあったように思えて仕方ない。

　彼女を『貴方』と呼ぶ声。担当から離れても読み続けていた彼女の本。そして何より、そこまで深く傷ついたのは和泉さんが彼女に特別な感情を持っていたからだと。

　拒絶される痛みより、愛する人を壊しかけたことが和泉さんのトラウマになっている気がするから。

　触れてはいけないことだったかもしれない。その答えを聞いて自分はどうするのかも考えていないのに。

　これを聞いたことがきっかけで、和泉さんが自分の気持ちに気づいてしまうことだってあり得るのに。

　不安で不安で固く目を閉じていると。

「ふっ……くくく……くくっ、」

「……え？」

　なんと、私の頭の上からは、こらえきれないといった様子の笑い声が聞こえてくるではないか。

「な、なんで笑うんですか!?」

　顔を見上げて抗議すれば、和泉さんは肩を揺らして可笑しそうに笑っている。

「くっくっく……、お前は本当に馬鹿だな」

「ひどっ！　私真剣なんですよ!?」

「悪い。茶化してる訳じゃない。だがお前が可愛過ぎるのがいけない」

　そう言うと和泉さんは私の腰に回していた腕にぎゅっと力を込め、頬に雨のようにキスを降らせた。

「妙に気にすると思ったらそういうことか。可愛いヤツだ」

「何がですか？　いきなり何なんですか？」

「疑って嫉妬してるんだろう、俺と有栖川 栞の関係に」

　ストレートに核心を言い当てられて、私の心臓が飛び跳ねると共に頬が熱くなる。

「いつも俺の方ばかり妬かされてつまらないと思っていたんだ。そうか、ようやくお前も嫉妬するほど俺に惚れたか」

　なんて子供じみた理論だ。

　呆気に取られている私の様子など気にもしないで、和泉さんは抱きしめた体勢のままベッドに倒れこむ。

　そして、これでもかというくらい顔にキスを落としながらパジャマのボタンを外そうとするのだった。

「和泉さん、話はまだ終わってないです！」

「話なんかもういい。俺が誰を好きか身体でわからせてやる。嫉妬するのが馬鹿馬鹿しいと思うほどにな」

　確かにそれは、和泉さんらしい直球な答えだった。

　何度も何度も愛の言葉を囁かれながら彼の情熱を全力で与えられ、私は体力が尽きるまで欲しかった答えをもらった。

　そして最後に、大きな懐に擦り寄って眠りに落ちる間際。

「昔の俺が惚れていたのは有栖川 栞の才能だ。もし彼女を別の目で見ていたら、あんな目にあわせたりしてなかった。……小夏。お前が心配することは何もない」

　そう言葉を付け加えてくれて、私はようやく心の底から安心して目を閉じることが出来た。







第十章　恐くて甘くて愛しい人













　なんやかんやと私を悩ませた秋も過ぎ、季節は冬へと移り変わっていく。

　そんな十二月の上旬。少し早いけれど、ひまわり出版の忘年会パーティーが都内のホテルで行われた。

　前回の『シンシア』創刊二十周年パーティーも盛大だったけど、今回は様々な部署の社員や幅広いジャンルの作家が参加しているのでさらに大規模だ。

　会場は立食形式で、あちらこちらで編集や作家、取引先や営業の挨拶が飛び交っている。

　もちろんそれは営業課の課長である和泉さんや東主任も同じで。忙しそうな面々を見ながら、私はひとりを持て余し会場の隅っこの椅子にぽつりと座っていた。

　お皿に取ってきたケーキをちびちびと食べながら、賑わっている会場を見渡す。

　老若男女溢れる会場を眺めながら、これがみんな本に携わって生きている人たちなんだなあとしみじみと感心していたときだった。

「こんなところにいたのか」

　椅子に座っていた私の上に大きな影が落ちた。

「和泉さん」

　顔を上げれば、ドリンクをふたつ手にして私を見やる和泉さんが。

　ピークドラペルのグレースーツにグリーンのレジメンタルタイがいつもよりクラシカルな雰囲気で、なんだか大人っぽく見える。

「お疲れ様です。もう得意先のご挨拶とかはいいんですか？」

「大方済んだ。東もそのうち戻ってくるだろう」

　差し出されたシャンパンの入っているグラスを立ち上がって受け取り、和泉さんと小さく「お疲れ様」の乾杯を交わして口を付けた。

　小さなシャンパングラスの中身を飲み干すと和泉さんは「腹が減ったな」とひとり言のように呟く。

「何か取ってきましょうか？　色々ありますよ」

　そう言って料理が並ぶコーナーに顔を向けたけれど、首を横に振られてしまった。

「ブッフェ形式はどうも食った気がしない。ひとりでトレーを抱える訳にもいかないしな」

　ワイルドな和泉さんの意外な嘆きに、思わずぷっと吹き出して笑ってしまう。

　確かに、ちまちまとお皿に乗せられた料理なんかじゃ彼はいつまでもお腹いっぱいにならないだろう。かと言っておかわりを繰り返す訳にもいかないし。

　いっぱい食べる人も大変なんだなあと、クスクスと笑っていたら隣に立つ和泉さんに「笑うな」と怒られてしまった。

「終わったら一緒に何か食べに行きましょうか？」

「お前のメシがいい。お茶漬けでもラーメンでもいい、うちへ来て作れ」

「それって泊まれってことですか？」

「当然だ。明日は休日だからな」

　まったく、相変わらずの強引ぶりだ。私には拒否権どころか考える余地もありはしない。

　けれど、その強引過ぎる愛がたまらなく嬉しい。どんなときでも不器用に私を求めてくれる和泉さんを心の底から愛しいと思う。

「じゃあ和泉さんの好きなジェノベーゼでも作ろうかな。帰りにスーパー寄りましょう」

「そうだな」

　忘年会会場の片隅で、そんな小さな幸せを噛みしめていると。

「宍尾くん、ちょっと」

　人混みの中から、ある人が和泉さんを手招きした。

　髭を生やした貫禄のあるその人はひまわり出版の文芸書レーベルの編集長で、隣には『シンシア』の編集長もいる。そして、ふたりの影に隠れるように立っていたのは――ネイビーブルーのフォーマルワンピースを着た、有栖川 栞だった。

　和泉さんは私の方を振り返ると「ちょっと行ってくる」とだけ残し、編集長たちの元へと向かう。

　私はその場を去れば良かったのに、ひとり残された場所から立ち尽くすように和泉さんたちのやりとりを見つめてしまった。

　離れていたから何を話しているかは聞こえない。けれど、その内容は想像がつく。

『シンシア』の編集長と文芸書の編集長が、和泉さんに向かって頭を下げていた。間違いなく有栖川 栞の担当の件だろうけど、その光景に周囲は目を瞠る。

　文芸書の編集長はキャリアが長く次期取締役候補のひとりと言われている人だ。

　そんな人が和泉さんに向かって頭を下げて頼んでいる。天才作家、有栖川 栞の作品のために。

「まーたやってる。文芸の編集長まで巻き込んでよくやるよなあ」

　呆然と和泉さんたちを見つめていると、隣に立っていたグループの会話が耳に入った。横目で見やれば、どうやら『シンシア』の編集部の面々らしい。

「仕方ないわよ。有栖川さん、もう原稿遅れてるんでしょう？　あれだけ大々的に宣伝しておいてたった三回で休載なんて冗談じゃないもの。編集長も必死よ。有栖川さんが書いてくれるなら宍尾さんに土下座だってするわよ」

「宍尾課長も強情だよなあ。なんか昔色々あったらしいけど、『シンシア』のためにひとつ折れてくれればいいのに」

　知りたくないのに聞こえてしまう会話から逃げるように、私はその場を小走りで立ち去った。

　会場の外に出てトイレに駆け込むと、中は誰も居なく静まり返っていて、私はそこで大きく息を吐く。

　見なければ良かった、あんな光景。

　和泉さんが安心させてくれたとはいえ、現行問題は続いているんだ。そのことを強烈に痛感した。

　頭を下げていた編集長たちの姿を思い出すと、和泉さんの選択が間違っていないのか心配になってくる。

　有栖川さんの頼みを受け入れないことで安心を得ているのは私だけのような気がして。

　もしかしたら私は……和泉さんに、ひまわり出版や文芸界、少女漫画界に多大な迷惑を掛ける選択をさせているんじゃないかと、さっきの光景と併せて不安がよぎった。

　引きつってしまった顔を鏡に映し、こんな顔じゃ会場に戻れないと自分に発破を掛ける。

　軽くメイクを直してから用を足そうと個室に入ると、誰かがトイレに入ってきた音がした。

　個室に入る気配のない様子に、化粧直しにでも来たのかなと思いながら外へ出た私は、鏡の前に立つ後ろ姿を見て思わず足を止める。

「……うっ……うぅ……」

　口に手をあて声を押し殺すようにして泣いているかぼそい後ろ姿。華奢な肩を震わせてうなだれるネイビーブルーのワンピースの背中は……有栖川 栞だった。

　うなだれているせいでこちらに気づいていないのか、有栖川さんは何度もしゃくり上げるように涙をこぼし続ける。

　ペールブルーのショールから覗く腕は心配になるほど細くて、垂れた黒髪の隙間から見える顔は健康とは言いがたいほど白かった。

　私が声をかけても仕方ない、そうわかっているけれど静かに泣き続ける彼女の姿があまりにも痛々し過ぎて、気がつくと私は彼女にハンカチを差し出していた。

「あの……大丈夫ですか？」

　声をかけられて初めてこちらの存在に気づいたのだろう、有栖川さんは一瞬ビクリと身体を震わせてから振り返る。

「……ごめんなさい、ひとりだと思ってたから……」

　静かで消え入りそうな声で彼女はそう言い、泣いていたことを恥じるように顔を隠した。

　けれど私が「良かったら使って下さい」ともう一度ハンカチを差し出すと、有栖川さんはわずかに口元を緩ませ「ありがとうございます」と受け取った。

　彼女が泣いていた理由は間違いなく宍尾さんのことだろう。そう考えると私はこれ以上関わるべきではないとわかってはいるのだけれど。

　涙を拭った有栖川さんが、

「あの……以前お会いした営業課の方ですよね」

　と尋ねてきたので、つい頷いてしまった。

「少しだけ……お話いいですか？」

　弱々しい笑顔を向けられ逸らすことの出来なくなってしまった私は、洗面台の前で彼女と向き合う。

　何を話されるんだろうと緊張で心臓が痛い。けれど、有栖川さんは私が和泉さんの恋人だと知らないからか、これっぽっちも敵視することなく純粋な眼差しを送ってきた。

「宍尾さんは今……営業課では、どんな風に働かれているんですか？」

　好奇心のような意外な質問に内心驚いてしまう。その質問の真意がよくわからないまま、私は少し迷いながら答えた。

「どんな風にって……えっと、すごく仕事熱心で真面目な上司だと思います。厳しいところもあるけど、でも部下のことをすごく大切にしてくれて……ちゃんとみんなに気を配ってくれて、ぶっきらぼうだけど優しくて。みんな宍尾課長のこと大好きで、尊敬してます」

　なんだか小学生の感想みたいになってしまったけれど、それは恋人の贔屓ひいき目め抜きに部下として宍尾課長に抱く素直な気持ちだった。

　私の稚拙な感想を聞いた有栖川さんはどこか嬉しそうに目を細めて口を開く。

「宍尾さんらしいですね。仕事熱心で厳しいのもぶっきらぼうなのも相変わらず。でも……ちょっと羨ましいかな。私のときには大切にしてくれる余裕はなかったから」

　そして、微笑むように細められていた目から、一筋の涙がこぼれていった。

「有栖川さん……」

　再び涙に濡れてしまった彼女に、私はどうしていいかわからず困惑しながら呼びかける。

「ごめんなさい。そんな皆さんに慕われている宍尾さんを、私のわがままで振り回しちゃ駄目ですよね。でも……あの人に支えて欲しい。私もあの人に大切にされたい。そばにいて欲しくてどうしようもないんです」

　霧雨のように儚く静かな涙声だったけれど、言葉のひとつひとつが私の胸に深く突き刺さっていった。

「書けなくて苦しいんです……自信がなくて消えてしまいたくなる夜を、宍尾さんに慰めて欲しいと思うのはいけないことですか」

『そんなこと言わないで下さい！』と叫びたい気持ちが喉元まで出かかったのを私は唇を噛みしめてこらえた。

　和泉さんは私のものなのに。そんな子供じみた独占欲が、嫌な罪悪感で覆われていく。

　以前会ったときもそうだった。この人は私を傷つけて和泉さんを奪おうとしている訳じゃない。純粋に彼が好きで、心の底から必要としていて、どうしようもなく助けて欲しいだけなんだ。

　今にも消えてしまいそうな脆ぜい弱じゃくな身体に想像も出来ないような重圧を抱え震えている彼女に、私は恨みごとも慰める言葉もかけられないまま口を噤み続けた。




　トイレをあとにした私は会場に戻る気持ちにはなれなくて、荷物を置くために利用しているクロークルームへと足を向けた。

　六畳程度の室内はゲストへのお土産やビンゴゲームのプレゼントなどが雑多に置いてある。

　その中に、誰かが宣伝用に持ってきたのだろう『シンシア』の最新号があるのを見つけて手に取った。

　子供の頃から読んできた少女漫画雑誌。創刊から二十年経った今も多くの人に愛され続けている。

　きっと昔の私と同じように、『シンシア』を読んで漫画の恋に夢と憧れを抱いてる女の子が何万人もいるはずだ。

　私は……その子たちの憧れを潰ついえさせることをしているのかな。

　手に持った雑誌が途方もなく重く感じる。この漫画の向こうに沢山の読者がいるんだと気がついて。

　幼かった私に恋を教えてくれた少女漫画。もし出会えなかったら、私はちゃんと和泉さんと恋が出来ていたのかな。

『超大型新連載・蒼い鳥』と書かれた『シンシア』の表紙に、ポトリと一粒涙が落ちた。

　私に恋を教えてくれた雑誌から、私は多くの女の子の憧れを奪おうとしている。そんなことがしたくてこのひまわり出版に入ったんじゃないのに。

　夢と責任と恋の狭間で、私は苦し過ぎて涙を止められなくなった。

　必死になって溢れる涙を止めようとしていると。

「探した。ここにいたんだ」

　ふいに入り口から声をかけられ、驚いて振り向くと。

「東主任……」

「やっぱ泣いてる。そんな予感がしたよ」

　眉尻を下げて笑った東さんはこちらへ近づくと、私の目元を指で拭った。

「今日は有栖川 栞も来てるからね。きっとまた橘さんヘコんでるだろうなーと思って」

「またヘコんでるって……図星ですけど、東さんヒドい」

　わざとおどけて言った東さんに泣き顔のまま苦笑を向ける。

　私を元気づけようと一生懸命笑顔を返してくれる東さんを見ていたら、苦しかった気持ちが少し落ち着いた。そして。

「東さん……私、決めました。私、和泉さんが編集部に行くことを応援します」

　つらいけれど大きな決心をする覚悟が生まれた。

　東さんはそんな私の言葉を聞いて一瞬驚いた表情を浮かべると、「本当にそれでいいの？」と真剣な声色で聞いてくる。

　しっかりと深く頷いた私に、東さんは一歩近づくと瞳を覗き込むようにしてもう一度聞いてきた。

「有栖川さんに宍尾さんを取られちゃうかもしれないよ？　作家としてではなく恋人として」

　それは一番考えたくない事態だけども、私はぎゅっと自分の手を握りしめると東さんの瞳を見つめ返した。

「それを決めるのは和泉さんです。私は和泉さんを信じているけど、でも、もしもそうなったとしても……そ、それが和泉さんやたくさんの人のためになるんなら……私は……っ」

　自信を持って言い切りたかったのに、涙が溢れて言葉にならなくなってしまう。ひっくひっくとしゃくり上げることしか出来なくなった私を、東さんは何度も頭を撫でて落ち着かせてくれた。

　和泉さんを失うかもしれないことがこんなにつらいなんて。

　覚悟を決めただけでこんなに涙が止まらないなら、もしも本当に失ってしまったときには私はどれだけ泣けばいいんだろう。

「……うぅ、ぅ……和泉さぁん……」

　嗚咽まであげて泣く私を東さんは何も言わずただ頭を撫でながら待ってくれた。




　それからしばらくして、ようやく泣き止んだ私は東さんと揃ってクロークルームを出た。

「すみません、パーティーの途中なのにこんなことに付き合わせちゃって……」

「気にしないで。それよりメイク直してこないと、目元真っ赤だよ」

　そう言われて、私は慌てて顔を押さえる。目元だけじゃない、きっと目も真っ赤だ。困ったな。

　焦りながらメイクルームへ駆け込もうとしたとき。隣の階段から大きなシルエットがまっすぐこちらへ向かってきた。

「……和泉さん……」

　近づくにつれどんどん表情が険しくなっていく彼を泣き腫らした目で見上げていると、和泉さんは私の横を通り過ぎ、後ろに立っていた東さんの胸ぐらをいきなり掴んだ。

「どうして今ふたりで部屋から出てきた。どうして小夏は泣いている。言え」

　私が知る和泉さんの中で、一番恐ろしい声色だった。無意識に身震いが起き足が竦む。

「い、和泉さん、やめて！　東主任は――」

「お前には聞いてない」

　慌てて和泉さんの腕にとりすがり止めようとするも、強烈な眼力で睨まれ言葉さえも阻まれてしまう。

　胸ぐらを強く掴まれ喋れなかったのか、東さんは和泉さんの手を掴みなんとか僅かに力を緩めさせると、

「泣かせてるのは宍尾さんじゃないですか」

　と、苦しげな声で訴えた。

「なんだと？」

　大きな手にパッと離されると、胸ぐらごと掴み上げられていた東さんの身体がよろける。

　体勢を立て直すと東さんは一度深呼吸をし、息を整えてから喋り出した。

「俺は、宍尾さんのせいでつらい想いをしてる橘さんを放っておけず慰めていただけです。そもそも彼女に泣くほどつらい決意をさせてる宍尾さんに、俺を責める資格があるんですか？」

　東さんの言葉に顔をいっそう険しくさせた和泉さんが私の方を見やる。

「小夏。前にも言ったはずだ。なぜ俺のことを東に相談する。俺に言いたいことがあるなら俺に言え」

「でも……」

「言え。泣くほどつらい決意ってのはなんだ。俺はお前にそんな選択を迫った覚えはない」

　和泉さんの言うことは強引だけど正しい。私は沈黙が落ちる中、和泉さんの刺すような視線と東さんの心配そうな眼差しに囲まれながら、おずおずと口を開いた。

「わ……私、和泉さんに編集部に行って欲しいと思います」

　それを聞いた途端、彼の表情が僅かに動く。けれど口を挟むことはしなかったので、そのまま言葉を続けた。

「きっと……たくさんの読者が有栖川さんの作品を待っています。昔の私みたいに胸をときめかせて『シンシア』で素敵な恋が読みたいって。だから……そんな女の子たちの夢を奪わないで欲しいんです。和泉さん、有栖川さんのそばに居てあげて下さい。和泉さんが担当することで彼女が良い作品を書けるなら、きっとそれが一番いいんです」

　込み上げてくる苦しい想いを抑え込んで言いきる。つらいけど、本当に悲しいけど、それが一番の選択だと思うから。

　けれど、和泉さんは不機嫌を露わにした低い声で言い返す。

「お前は本気でそんなことを思ってるのか」

　その台詞は私の本心は違うんじゃないかと見抜いているようで、せっかくの決意が揺らぎそうになる。

「本当です！　ひまわり出版にとっても、有栖川さんにとっても、和泉さんにとっても、きっとそれがいいに決まってます！　例え……和泉さんが、私から離れることになろうと……も……」

　駄目だ、泣きたくなかったのに。

　ついに私はこらえきれず両目からぼろぼろと涙をこぼしてしまう。必死に拭っても涙は溢れてくるばかりで、言葉がもう紡げない。

　和泉さんはそんな私を黙って見ていたけど、やがて一歩近づいて呼びかけた。

「小夏」

　地鳴りかと思うようなものすごく低い声。不機嫌オーラ全開の声に、久々に恐いと思う。

「お前は俺を怒らせたいのか」

「ひぃっ！」

　私を真上から見下ろす顔には影が落ちていて、これまた久々に背すじがゾッとするような迫力を感じた。

「ち、ち、ち、違います！　私はみんなの幸せを思って……」

「舐めるな」

　鋭い目に眼力全開で睨まれると、私の足はブルブルと震え出す。押し潰されそうなオーラに、脂汗が滲んできた。

　も、もう駄目！　おっかない!!

「お、怒らないで下さいよ！　私だってつらいんです！　和泉さんの馬鹿!!」

　追い詰められた私は非力ながら和泉さんの大きな身体を押しやると、その隙に彼の元から逃げ出す。

「小夏！　待て！」

「来ないで下さい!!」

　伸ばしてきた和泉さんの手を振りきり駆け出そうとしたその瞬間――。

「あっ……！」

　私は階段を踏み外し、バランスを大きく崩した。

「小夏!!」

　スローモーションのように私を呼ぶ和泉さんの声が耳に届く。

　大理石の階段が目の前に迫り、これから連続でくるであろう衝撃に思わず目をつむった。――けれど。

　ドタドタと全身に打ちつける衝撃は硬質ではなく、ただの揺れになって私の身体に伝わる。

　それでも身体が回転したせいか頭がクラクラしてすぐには目を開けられず、何が起きたか把握出来ないでいると。

「橘さん！　宍尾さん!!」

　そう叫ぶ東さんの声が聞こえて、私はまさかと思いながら力を込めて瞼を開いた。

「和泉さん!?」

　目に飛び込んできたのは、すぐそばで痛みを耐えている和泉さんの顔。

　階段から落ちる瞬間、和泉さんが私を抱きかかえ守ってくれたのだとようやく理解した。

「和泉さん！　和泉さん！　しっかりして！　どうしよう、和泉さんが死んじゃう!!」

　踊り場の床に横たわった大きな身体に縋りついて、私は半ばパニックになって叫ぶ。

「落ち着いて橘さん！　そうだ、救急車！」

　東さんが階段を駆け下りてきてポケットからスマホを取り出したときだった。

「いらん。救急車なんか呼ぶな」

「え？」

　なんと、和泉さんがむっくりと起き出し、平然とした顔でスーツの埃をパンパンと払いながら立ち上がった。

　私と東さんが信じられないようなものを見る目で唖然としていたのは言うまでもない。

「い……和泉さん……ケガは……？」

「たかが十段ちょっとの階段でケガなんかするか。俺はそんなにヤワじゃない」

　いやいやいや！　ここ大理石だし！　ケガするには充分な高さだったと思うんですけど！

　恐るべき彼の頑丈さにただただ驚いていると、和泉さんは突然しゃがみ込んで、へたり込んだままの私の足を掴んだ。

「お前の方がケガしてるじゃないか」

　言われて見てみれば、ストッキングが伝線してくるぶしを少しすりむいている。

「おい、東！　やっぱり救急車を呼べ！」

「いえいえいえ！　大丈夫です！　かすり傷ですから!!」

　私を庇って大理石に身体を打ちつけた自分は『ケガなんかするか』で、守られて足をすりむいた私に『救急車を呼べ』って……。

　彼の驚異的な丈夫さと過保護さを強烈に思い知らされる。和泉さんって……なんかもうとにかくすごい。

　騒ぎに気づいたホテルのスタッフが私たちに駆け寄ってくると、目を白黒させて心配をする。

「大丈夫ですかお客様！　階段から落ちたんですか!?」

「今救急車を呼びますので！」

「いらん。それよりこいつの傷を治療したい。部屋と救急箱を貸してくれ」

　和泉さんが平然とそう言うと、スタッフは驚きの表情を見せたあと「承知しました！」とすぐさま手配をしてくれた。

　そして、ウェイティングルームをあけてくれたという報せを聞くと、和泉さんはなんと軽々と私をお姫様抱っこして運ぼうとするではないか。

「歩けますよ！　降ろして下さい和泉さん！」

「駄目だ。ケガしてるくせに無理をするな」

　抵抗むなしく、私はホテルのスタッフが唖然と見守る中、大きな身体にすっぽりと抱きかかえられながらウェイティングルームへと連れられた。




　私のケガは本当に軽いすり傷だった。

　なのに、和泉さんは借りた救急箱で丁寧に治療をしてくれる。最後に絆創膏をペタンと貼るとようやく「これでよし」とひと安心したようだった。

　東さんは、私と和泉さんが軽いケガをして別室で治療していることを部長や営業課の人たちに連絡しにいってくれている。

　柔らかで心地の良いコンパクトソファーに座ったまま「ありがとうございます」と申し訳なく呟けば、和泉さんは向かい側のソファーにどっかり腰を下ろしてこちらを見据えた。

「心配を掛けるな。寿命が縮む」

「すみません……」

　階段から落ちるところを身を挺ていして庇ってもらったのだ。申し訳なさ過ぎてもはや俯かせた顔を上げることもできない。

　けれど、和泉さんは許さず「こっちを向け」と私に命令する。

「話はまだ終わってない。さっきはずいぶんふざけたことを言ってくれたな」

　再び凄みを取り戻した彼の様子に、私の血の気が引いていく。もう今度は逃げられる状況じゃない。

「俺に編集部へ行けだの離れる覚悟があるだの、お前はよっぽど俺を怒らせたいらしいな」

「そ、そんなんじゃありません！　私はただ……！」

　本当に怒らせるつもりじゃないのだと弁明しかけたとき。

「俺は営業の仕事もお前の恋人も、生半可じゃない覚悟でやっている。他人が口出しして覆るものじゃない」

　和泉さんは怒りではなく真剣味を含んだ声できっぱりとそう言い切った。

　彼の大真面目な様子に私は言葉を失う。

「俺は嘘が嫌いだ。自分の発言には絶対の責任を持つ。だから編集部を辞め営業にいくと願い出たときも、お前を俺のものだと言ったときも、人生を賭けるつもりで口にしたんだ。絶対に覆らないと」

　有言実行……。確かに和泉さんはそうだ。言葉足らずなところはあるけれど、だからこそ重みが違う。

「さっきだってそうだろう。俺はお前に以前『絶対に守ってやる』と誓った。だからそれを実行した。それだけのことだ。お前を守るためなら階段の百段くらい何度でも落ちる覚悟をして言ったんだからな」

　百段はいくらなんでも死ぬだろうと思ったけれど、頑丈な肉体と強固な覚悟がある和泉さんなら平気な気がしてくるから不思議だ。

「何度頼まれようが編集長に土下座されようがお前が勝手に泣こうが、俺は編集部には戻らない。正式な評価と辞令が下されるまで営業課課長を全うする。それから、お前が何を企んで決意しようが俺はお前から離れない。わかったな」

　真摯そのものの言葉で紡がれた話に、私は自分のしたことを恥じて反省した。

　人生を賭けるほどの決意をしていた和泉さんに向かって、私はなんて馬鹿なことを言ったんだろう。

　そして……こんなにも愛されていたことに、私の胸が熱く昂ぶっていく。

　感激で泣きたくて、このまま和泉さんの胸に飛び込みたい。けれど――。

「私と和泉さんは良くても、有栖川さんと作品を待ってる人たちは……」

　そう口にしかけたときだった。

　ドアをノックする音がして、部長と東さんと……有栖川さんが部屋へと入ってきた。

　部長に改めて報告をし「すみません、ご心配お掛けしました」と和泉さんと揃って頭を下げる。

　特に叱られはしなかったけど、部長はひたすら和泉さんの頑丈さに驚愕しつつ「一応医者に行け」と気遣いの言葉を残して部屋から出ていった。

　そうしてウェイティングルームに残されたのは四人。この顔ぶれに私は妙な緊張を感じずにはいられない。

「宍尾さん、大丈夫ですか？　階段から落ちたと伺って心配で……」

　本当に有栖川さんは和泉さんを好きなのだなと、心配の余りここまで駆けつけたのであろう彼女を見て改めて思う。

「ご心配ありがとうございます。私は何ともありません。こいつに少しケガを負わせてしまいましたが」

　和泉さんがそう言って私の方に顔を向けると、有栖川さんがようやくこちらの存在に気づいた。

「あ……さっきの……」

　有栖川さんに向かってペコリと軽く頭を下げると、彼女も「先ほどはみっともないところをお見せして……」と恥ずかしげな様子で会釈を返す。

　そんな私たちの様子を見ていた和泉さんがふいにソファーから立ち上がって、有栖川さんの正面に対峙した。

　一回こちらを振り返り「小夏。お前もよく聞け」と告げてから、和泉さんは戸惑っている有栖川さんに向かって話し出す。

「有栖川さん。私は何度頼まれようとも貴方の担当編集者には戻りません」

　いきなり言い切った和泉さんの言葉に、有栖川さんの表情がみるみる悲しそうに曇っていった。けれど、和泉さんは視線を逸らすことなく話を続ける。

「申し訳ないと思っています。けれど、私が戻ったところで貴方の為にはならないと僭せん越えつながら考えてもいます。誰かが居れば書ける、誰かが居ないから書けない、そんなことに囚われていてはいつか貴方は自分を見失います。有栖川さん、自分をもっと信じて強く生きて下さい。……それが、出版に携わる者として、貴方の作品を愛する一読者として、私から有栖川 栞への唯一の激励です」

　どこまでもキッパリと言い切った和泉さんの言葉は、有栖川さんの表情を変えた。

　今にも泣き出しそうだった顔は、どうしたらいいかわからない複雑な色を浮かべたあと、最後に少し困ったように笑みを見せた。

「……ありがとう、宍尾さん。私、また貴方に甘え過ぎるところだったみたい。傷つけたことをあんなに後悔したのに……また同じ過ちを繰り返すところだった。気づかせてくれてありがとう」

　透き通るような声で言ってから、有栖川さんは私の方を見やり切なげに目を細める。

「私も宍尾さんに『お前』って呼んでもらえる女になりたかったな」

　それはきっと、有栖川さんが恋心にけじめをつけた一言だと、私は感じた。

　安心すると共に、胸の奥と絆創膏を貼られた傷が少しだけチクリと痛んだ。




　有栖川さんが部屋から出ていったのを見届けると「俺たちも戻るか」と和泉さんが振り返って言った。

　けれど、私が立ち上がる前に東さんが言葉を挟む。

「おふたりは会場に戻らずこのまま直帰して下さい。部長も病院に行けって言ってたでしょう。得意先の相手は俺や他のヤツらでしておきますから、任せておいて下さい」

　それもそうだ。無傷と軽症とは言え階段から転げ落ちた身でパーティーに戻って飲食してるのもどうかと思うし。

　和泉さんもそう考えたのか東さんに向かって素直に頷く。

「悪いな。あとは頼んだぞ」

　そう告げると、今度は私の前にやって来てなぜか背を向けてしゃがみ込んだ。

「え？　なんですか？」

「おぶされ。ケガをしてるんだからな。病院まで運んでやる」

「ええっ!?　かすり傷ですよ！　自分で歩けます！」

　過保護にもほどがある。私はひたすら大丈夫だと主張し続けたけれど、和泉さんの過剰な庇ひ護ご欲と愛に敵う訳もなく、最終的にはしぶしぶと大きな背に身を預けることになった。

　恥ずかしさと呆れでぶすくれた顔をしておんぶされている私を見て、東さんがクスクスと笑う。

　そして、私と目が合うと眉尻を下げて微笑みかけてきた。

「俺が入り込む隙間なんか全然ないみたいだね。残念だけど。でも橘さんが泣いてる姿より、そうやってふたりでじゃれ合ってる姿を見る方が、俺嬉しいみたい」

「……東さん……」

　何度振られてもひたすらに優しい気持ちを捨てない東さんに、本当にイイ人だなと私は胸を熱くさせていたというのに。

「何が入り込む隙間だ。そんなもん探すだけ無駄だ。とっととあきらめてお前もさっさと彼女でも作れ」

　和泉さんの独占欲は容赦ないようだ。

　東さんと苦笑いをこぼし合っていると、「じゃあな。あとは頼んだぞ」と和泉さんは私を背負ったまま部屋から出ていき、そしてパーティー会場のホテルをあとにした。




「和泉さん、今日は迷惑も心配もいっぱい掛けちゃってごめんなさい」

　病院へ向かうタクシーの中で、私は隣に座る和泉さんに真剣な声色で言った。

　私が余計な不安ばかり募らせたせいで、ここ数ヶ月色々なことがあったけれど、ようやく今日で落ち着いた気がする。

　和泉さんはこちらを向くとフッと口元を綻ばせ私の肩を抱き寄せた。

「まったくだ。あれほど心配することはないと言ったのに、勝手にベソベソと泣いて。本当にお前は手が掛かる」

　口ではお説教しているけれど、窓に映るネオンの灯りに照らし出されている顔はどこか嬉しそうにも見える。

「もっともっとお前に俺の愛情をわからせてやらないとな」

　意地悪そうにクッと口角を上げて笑ったと思ったら、和泉さんは上体を屈めて素早く私にキスを落とした。

　まさかタクシー内でそんなことをされるとは思わず、焦って顔が真っ赤になってしまう。

「い、和泉さん！　場所をわきまえて下さい！」

　小声で反論するも和泉さんは相変わらず私の抵抗などどこ吹く風だ。

　実に楽しそうに目を細めて笑うと、大きな手で私の頭を優しく撫でて言う。

「本当にお前は可愛いな、小夏。愛いとし過ぎて恐いぐらいだ」

　何気ない言葉だったけれど、それはなんだか胸にとても響いた。

『壊れそうで恐いな』

　ずっと前そう言っていた和泉さんは、いつしか私に触れるのをためらわなくなって、代わりに全身全霊を以て包んでくれている。

　きっと、今度は私を失うのを恐いと思いながら。

「和泉さん」

　呼びかけると、彼の瞳がいっそう柔らかに微笑んだ。

　――階段から転げ落ちることもためらわないこの強い人が、きっと一番恐いのは私なんだ。

　そんなことに気がついて、自分の胸に新しい感情が芽生えていくのがわかる。

　愛しい。強くて弱いこの人をずっとずっと愛してあげたい。守ってあげたい。

「好きです。これからもずっと、誰よりも」

　そう告げて隣の大きな手をキュッと握ると和泉さんは強く、けれど傷つけないように優しく握り返してくれる。

　それが私、橘 小夏が生まれて初めて〝愛〟を知った瞬間だった。




「ええーーっ!?」

　病院に着き、ふたり揃って検査結果を聞いていた診察室に私の驚声が響き渡る。

　だって、これが叫ばずにいられるだろうか。

「ほ、本当ですか!?」

「信じられないのも無理はないですが本当です。宍尾和泉さん、肋骨を二箇所不全骨折しています」

　不全骨折……つまり、肋骨に二本もヒビが入った状態で和泉さんは私を抱き上げ、平然と歩き、あげくの果てにはおんぶまでしていたのだ。

　知らなかったとはいえ、ただのかすり傷で肋骨にヒビの入っていた和泉さんにそんなことをさせていたかと思うと、申し訳なさで眩暈がしてくる。

「痛くなかったんですか？」

　検査をしたお医者さんが尋ねると、和泉さんは腕組みをした姿勢で他人事みたいに、

「そう言われるとちょっと痒かったかもな」

　と、しらっと答えた。

　和泉さん曰く、学生時代にアメフトをやっていた経験があって、この程度のケガは慣れっこだったそうな。

　だからって、幾らなんでも鈍感過ぎるでしょう！

「あの程度でヒビが入るなんて、俺もヤワになったな」

　看護師さんにサポーターを着けられながらそんなことを呟く彼に私は『問題はそこじゃないでしょ』とツッコみたい気分を抑えて深々と頭を下げる。

「ごめんなさい和泉さん！　私のせいでこんな大ケガしてただなんて！」

　和泉さんは一瞬「気にするな」と言いかけてから口を噤み、何か考える素振りを見せた。

「よし。じゃあお前は責任をもって俺が治るまで看病しろ」

「看病、ですか？」

「泊まり込んでつきっきりでな。飯も食わせて風呂もお前が入れろ」

「なんですかそれ！　どう考えても必要ないでしょう!?　さっきまで平然と私をおぶって歩いてたじゃないですか！」

　和泉さんのとんでもない悪巧みにムキになって反論していると、お医者さんと看護師さんが苦笑いをこぼしてこちらを眺めていた。

「それだけ元気なら心配ないと思いますけど、一応安静を心掛けて下さいね」

　お医者さんにそんな言葉で見送られ、私は赤くなった顔を俯かせながら和泉さんと一緒に診察室をあとにした。




　果たして本当に肋骨不全骨折の診断は正しかったのだろうか、と疑問を持たざるを得ないほど和泉さんは翌日も平然とパワフルだった。

　仕事も普通にこなし、翌週には草野球にまで出掛けてしまう有様だ。

　それなのに家に帰れば私に看病を要求してくるというとんでもケガ人で、もはやこれは看病ごっこだと呆れつつも、私はしばらく彼の部屋に泊まりこんで暮らした。

　看病とは言っても食事を「あーん」で食べさせ、お風呂に一緒に入って健全でない洗いっこをして、あげく夜は普通にベッドで襲われるという毎日だけど。

　そんなこんなで年も明け無事に新年を迎えた一月。

　ついに有栖川 栞原作の新連載が載った『シンシア』が発売され、営業会議の目論見通り売り上げは大幅な伸びを見せた。

　あの忘年会以来、和泉さんへの有栖川 栞の担当編集の打診はなくなったようだ。

　心配されていた彼女の原稿の遅れも解消したとかで、『蒼い鳥』の連載はますます好調な様子を見せている。

　営業課の面々も相変わらずで、私も彼らをサポートする事務としてすっかりここでの仕事が板に付いてきた。

　私は直接本作りに関わったり書店に売りに行く立場ではないけれど、胸がときめくような素敵な恋の漫画が沢山の女の子の手に渡ればいい、そんな想いを込めて毎日デスクに向かっている。

　やっぱりひまわり出版に勤めたのは天職だったな、としみじみ幸せを噛みしめながら。




　やがて春が来て、私が少女漫画部門営業課に来てから二度目の桜が咲いた。

　この春を、私は特別な喜びを以て迎えることになる。

　ある休日の夜、食事に行った帰りに和泉さんが夜桜を観に行こうと誘ってきた。もちろん私は喜んで頷く。

　一年前、歓迎会で酔いつぶれた私を和泉さんが背負って送ってくれたことを思い出さずにはいられない、そんな桜並木の河川敷をふたり笑い合いながら歩いていたときだった。

　一番大きな桜の下で、和泉さんがふと足を止める。

「小夏」

　呼びかけた声は耳に慣れた低い声だけど、今日は特別な真剣みを帯びて聞こえた。

「俺が好きか？」

　改めて聞くのも恥ずかしいような質問だけど、彼のまっすぐに見つめる眼差しが特別な答えを待っている気がして。

「好きです。誰よりも、世界で一番和泉さんが好きです」

　心から素直な気持ちを伝えれば、和泉さんは優しく私の左手を握って引き寄せた。

「そうか。なら、永遠に俺のものになれ」

　強引な台詞と共に薬指に通されたのは……月明かりに煌きらめくエンゲージリング。

　驚きと感動と、そしてこのうえない喜びが胸いっぱいに溢れ出す。

「和泉さん……！」

　嬉しくて、涙を滲ませながら大きな身体に抱きつくと、和泉さんは優しく抱きしめ返してくれた。

「和泉さん、和泉さん……大好きです。ずっと私を離さないで下さいね」

　甘えるように彼の胸に擦り寄れば、優しい手が愛おしさを込めて髪を撫でてくれる。

「当たり前だ。お前が泣こうが喚こうが二度と離さない。覚悟しろ」

　彼らしい強気な愛の言葉にクスクスと笑いをこぼしてから私は嬉し涙を拭うと、抱きしめられていた身体を少しだけ離して顔を見上げた。

「あのね、和泉さん。今日は私からも伝えたいことがあるんですよ」

　私がそんなことを言い出すと思っていなかったのだろう。和泉さんは不思議そうな表情を浮かべる。

　背の高い和泉さんの服をクイクイと引っ張り、同じ顔の高さにまで屈んでもらうと、私は彼の耳元に口を寄せた。

　照れくさくて小さな声でナイショ話のように伝えたそれは――。

「和泉さん。私、赤ちゃん出来たみたいです」

　どうやって伝えようか悩んでいた私のサプライズ。

　和泉さんなら、きっと喜んでくれる。そう思った私の予想は、やっぱり間違ってはいなかった。

「本当か、小夏」

　切れ上がった目をまんまるく見開いて聞いた和泉さんに、私ははにかんでコクリと頷く。

　まるで時が止まってしまったみたいにしばらく動きを止めた和泉さんは、やがてギュウッと口角を上げ喜びを噛みしめるように破顔させると、大きな両手で私の身体を高々と抱き上げた。

「そうか！　出来たか！　ははは、最高だ小夏！」

「い、和泉さん降ろして！」

　まるで子供を高い高いするように抱き上げた私を、和泉さんは今度は胸に抱きとめ、くるくると踊るように回り出す。

「喜び過ぎです！　和泉さん！」

「これが喜ばずにいられるか！」

　喜ぶとは思っていたけど、これは想像以上だ。

　あまりのはしゃぎぶりに道行く人たちまで注目し始めて、私は赤面しながら「和泉さん、落ち着いて～」となだめたけれど、彼の喜びようはなかなか収まらなかった。

　帰り道でようやく和泉さんは落ち着きを取り戻したけれど。

「小夏、おぶってやると言ってるだろう。転んだらどうする」

「何言ってるんですか。そんなこと言ったら私歩けなくなっちゃうじゃないですか。和泉さん、子供が生まれるまで私をずっとおぶって生活する気ですか？」

「外を歩くときはそのつもりだ。荷物もお前は持つな。箸より重いものを持つのは俺が許さん」

　この過保護ぶりである。尋常じゃない。

　これから先が思いやられるなあと苦笑しながらも、私はこの愛され方が嬉しくてたまらない。

　人並みはずれた大きな身体と、それ以上に大きな愛。

　いつだって私を丸ごと包容する大きな彼は、これからは私と子供を包み込んでいくのだろう。大きな大きな幸せで。

　桜の花弁が舞う河川敷の道、月明かりに照らされた小さな私の影と大きな和泉さんの影が、仲良く寄り添って伸びていた。
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「和泉ってば。男の子が可愛いもの好きだなんて変よ」

　ぬいぐるみで遊んでいた五歳の俺に、三つ年上の従姉は言った。

　まだその頃はナリも人並みで、むしろ女児と間違えられるような顔立ちをしていた俺は、近所に住む伯父の家に行く度に従姉のぬいぐるみで遊ぶのを楽しみにしていた。

　その頃はどうして自分はぬいぐるみを買ってもらえないのか理解出来ず、手触りのいいクマやクリクリとした目の犬、それに柔らかいウサギなんかが羨ましくて仕方なかった。

　なにかと年上風を吹かせたがる従姉の紗さ枝えに、俺は頬を膨らませ反抗的な表情を見せたのを覚えている。

「ウソだ。そんなことないぞ」

「ウソじゃないわよ。だって可愛い小物やお洋服はみんなデパートの女の子用の売り場にあるでしょ？　可愛いものはみんな女の子のものなの」

「ウソつき。じゃあなんで男は可愛い女の子を好きになるんだ？」

「そ！　それは……」

　俺の投げかけた質問に、紗枝は結局答えられなかった。

　それは、あれから二十八年経った今でも同じ。もっとも、俺と同じく高身長の祖父の血を引く紗枝は〝可愛い女の子〟なんてガラではないので、可愛いものを好む男の気持ちなんかますます理解出来ないのだろうけど。

　だが、身体がグングン大きくなり見た目も性格もどんどん男らしくなっていった十歳頃から、可愛いものは自然と俺から遠ざかっていくようになった。

　小六のとき、通学班で初めて顔を合わせた一年生に『恐い』と泣かれた。

　中一のとき、アヒルの世話がしたくて飼育委員になりたかったのに、背が高いという理由で満場一致の掲示委員にされた。

　中二のとき、人懐っこいことで有名な公園の野良猫が俺にだけ威嚇してきた。

　どうもこの世の中では恐いものと可愛いものの相性が良くないのだと、中三の俺はようやく気がつく。

「紗枝。でかいとか恐いは損だな」

　ある日、伯父の家でそうこぼした俺に従姉は、

「同感」

　と溜息を吐きながら、己の百七十六センチの身長を嘆いた。

　可愛いものはことごとく離れていったが、代わりにむさくるしい男どもはよく懐くようになった。

　でかい身体とそれに伴う身体能力を持った俺はやたらと体育会系の先輩に可愛がられ、同級生に頼られ、後輩に慕われるようになる。

　そして、高校生になって色気づく頃にはそれなりに女も寄ってくるようになった。

　一応人並みに彼女というものも作ってみたが、どうにも長続きした覚えがない。あまり器用な性格ではない俺に愛想を尽かす女が多く、当時はそれなりに悩んだ気がする。

　そのうち繊細な女心とやらを考えるのも億劫になって、男とばかりつるむようになってしまったが。




「なあ、和泉。こないだの飲み会に来てたＭ大の女子がお前の連絡先知りたがってたんだけど、教えていいか？」

　ひまわり出版からの内定も出て、卒業を間近に控えた大学四年の冬。気心の知れた仲間との宅飲みで、友人のひとりがそんなことを言い出した。

「駄目だ、断れ」

　にべもなく断ると、そいつをはじめとする友人たちが苦笑する。

「もう就活も卒論も終わったんだし、和泉もそろそろ彼女作ってもいいんじゃねーの？」

「すぐに社会人生活が始まるだろうが。待望の出版社勤務だ、女にかまけてる余裕なんかあるか」

　俺の答えに隣に座っていた長年の友人・悟さと志しが肩を竦めて笑った。

「これだよ。ほんっとお前って不器用っていうか一途過ぎるっていうか」

　呆れたように言われ、俺は不機嫌に口の端を引き結ぶ。別に可笑しいことではないだろうに。

　大学での授業やサークルより、就職活動より卒論より、そして新しく始まる社会人生活より夢中になれる女がいないんだから仕方ない。

　女は面倒だ。いちいち気持ちを察してやったり、こっちの考えていることを逐一説明してやらなければならない。

　男と女の駆け引きだのなんだの、苦手なことこのうえない。ゴチャゴチャとした女の心理に比べたらエリクソンやフロイトのなんと簡潔なことか。

　俺にとってはそれほど労力のいることだ。他を差し置いてそこまで尽くしたい女がいるのなら別だが、あいにくそんな相手に出会ったことがない。

「まあ、社会に出て夢中になれる女に出会えることを祈っとくよ」

　悟志はそう言って缶ビールをあおりながら俺の肩を励ますように叩いた。余計なお世話だ。

　――もっとも。もしかしたら俺はそんな相手に……それほどまでに惚れ込める相手に出会えるのを、心のどこかで待っていたのかもしれないが。

「あれ？　この歌なんだっけ？　聞いたことある」

　ふいに友人のひとりが、つけっぱなしのテレビから聞こえてきた音楽に反応した。

「あー俺も聞いたことある。小学生のとき習った気がする」

「山やま田だ耕こう筰さくと北きた原はら白はく秋しゅうの童謡だろう」

　酔っ払いたちのおぼろげな記憶に答えを出してやると、「あーそれそれ」と感心した声があがった。

「懐かしいな。なんだっけ、偶然ウサギを手に入れた農民がまたウサギが来ることを期待して仕事を放棄して落ちぶれてく歌だよな」

「そんな世知辛い歌だっけ？」

「元は中国の説話だからな。大雑把に言うと間違ってない」

　俺も読んだのはずいぶん昔だから詳細は覚えていないが、大筋としては合っているはずだ。

「童謡なのに夢がないなあ。二度目のラッキーはないよって、子供に現実の厳しさを教える歌か？」

「鍬くわを捨てるなってことだろ。自分の本分を忘れるなって戒いましめだよ」

　たかがＣＭで流れた童謡からやけに真面目な議論に発展していく。俺は手元の缶ビールを飲み干し、少し考えてみてからそれに参加した。

「俺なら猟師になるな」

「は？」

　友人たちが一斉に不思議そうな声を出してこちらを見る。

「鍬を捨てるほどウサギが美味かったんだろう。ならばこれからは待ちぼうけていないでウサギを捕まえにいけばいい。全力でな」

　野球にサッカー、バレーボール、バスケットボール、アメフトと、数あま多たの真剣勝負を何度も潜り抜けてきた俺にはわかる。

　偶然のチャンスというのはそうそう来ない。来たとしてもせいぜい一回こっきりで、そのあとチャンスを作れるかどうかは自分の努力次第だ。

　ウサギが自ら転げてくるのは一回だけだ。ならばあとは銃を取れ。自分の足で追い掛ければいい。

　真剣に自論を展開すると数人があっけに取られ、数人が感心をし、そして悟志だけが声をあげて笑った。

「何が可笑しい」

　俺は再びムッと口をへし曲げたが、悟志は臆することなくバシバシと肩を叩いて上機嫌に言う。

「すごく和泉らしいよ。俺、お前のそういうところ大好きだ」

　あまり嬉しい表現方法ではないが、ヤツなりの賛辞なのだろう。長年の付き合いだからわかる。

「狙った獲物は逃がさない、か。お前は人一倍不器用な分、そんぐらい強引でいいのかもな。まあ猟師ってよりは獲物を狙うクマって感じだけど」

「誰がクマだ」

　友人とそんな和やかなやりとりをしたのも、もう十年も昔になる。

　その間、俺の木の根に転ぶウサギは、残念ながら一匹も訪れることはなかった。




　宍尾和泉、三十一歳の春。

　新年度初日のその日は、どこの桜もよく花を綻ばせていたのを覚えている。

　朝、身支度をしながらつけていたニュース番組では、終わり際の星座占いでおうし座は絶好調だと謳っていた。

　占いなんて女々しいものを信じたことはないが、『長年の欲しかったものが手に入るチャンス』と言っていたあの星座占いだけは、侮りがたいとあとになって思う。

　いつものように社に出勤すると、すでに営業課のフロアには部下で主任の東 一成が来ていた。

「どうした東、ずいぶん早いじゃないか」

　今朝はうちの事務員が昨夜にケガをした件の手続きがあるから少し早めに家を出たつもりだった。なのに、それ以上に早く出社していた部下の姿に驚く。

「おはようございます、課長。今日から新しい事務の子が来るから、万が一待たせちゃ可哀想かと思って早めに来たんですよ」

　東はそう言って、今日から配属される事務員のデスクを整えてやっていた。

　まったくこの男はよく気が利く。俺とは正反対な性格をしている。

　だからこそ、東が自分の片腕であることがありがたい。お互いが補い合える上司と部下という関係がとてもしっくりくるのだ。

　だがもしも、こいつが部下でなく敵対する立場だったらと思うと、なかなかゾッとしない話だ。

　器用で気配りが上手い東のようなタイプは、俺がもっとも苦手とするライバルになるだろう。つくづくこいつが部下で良かったと思う。

「そう言えば、課長はまだ橘さんに会ってないんですよね」

「ああ。だが別に構わんだろ。どうせこれから毎日顔を合わせることになるんだからな」

「……いやあ、そういう問題じゃないっていうか。橘さんビックリしちゃうんじゃないかなあって」

　困ったように笑いながら東は何かゴニョゴニョと言っていたが、俺はさして気にも留めず自分のデスクでパソコンを開いた。

「ちょっと総務に書類を取りにいってくる」

　東に言い残し席を立った俺はフロアの出入り口へ向かう。

　閉まっているドアのノブに手を掛け、いつものように勢いよく引いた瞬間だった。

「うわ、わ、わ、わ」

　ドアにしては重い感触と共に、間の抜けた声が一緒に入ってくる。

　そしてそれは転げるように、俺の懐へと飛び込んできた。

　小さな小さな身体。軽くて柔らかい感触。栗色のふんわりとした髪。そして。

「あだっ」

　俺の胸板にしたたかに鼻をぶつけ、さらに間抜けな声をあげた顔がこちらを見上げる。黒目がちなクリクリとした瞳がパチクリと俺を映し、その瞬間。

　――俺は恋に落ちた。

　思い出したのは幼い頃に撫でたぬいぐるみだろうか。それとも学生の頃に触れられなかったアヒルや猫だろうか。

　とにもかくにも、俺の懐に飛び込んできたそいつを『捕まえなければ』という衝動が湧き上がった。ころりとこちらの懐に転げてきたこいつは、まるであの歌のウサギだ。逃がしてたまるか。

　そのウサギはなんとも運のいいことにうちの部署に来た事務員だった。

「うちの部署ならさっさと中に入れ。そんなところにずっと突っ立ってたら邪魔だ」

　出入り口でボケッとしたままでは危ないので、ひとまず中に入れてやる。東が「扱いが雑過ぎ」だとか喚いていたが、雑に扱ったつもりはない。

　俺は橘をフロアに押し込んだあと、総務へ向かう廊下を歩きながら自分の胸が逸はやるのを感じていた。

　――橘 小夏。あんな可愛い女は見たことがない。必ず俺のものにする。




　見た目だけでなく中身もしぐさも小夏はまるでウサギだ。

　大人しいかと思えば気が強く、従順かと思えばやんちゃで目が離せない。ちょこまかと動いてはふわふわと栗色の髪を揺らして、抱きしめて捕まえたくて仕方なくなる。

　知れば知るほどたまらない愛しさが込み上げてきて、俺は彼女を手に入れるため躍起になった。

　でかいと恐れられた日も、恐いと遠ざけられた日も、己の不器用さが招いた傷も。みんなみんな小さなこの女が癒してくれる。

　初めて小夏を抱いた日は、この世にこんなに愛しく思える存在があるのかと感激さえした。

　それは何事にも代えがたく……大げさでもなんでもなく、彼女のためならこの身を投げ打つことなど厭わないほどに。




　小夏と出会って一年。

　俺は今でも全力で彼女を追いかけ続けている。たとえどんな些細な瞬間でも逃がしたくなくて。

　あの日、俺の胸に飛び込んできた世界で一番可愛い存在を、永遠に捕まえておくために。

「小夏、こっちへ来い。俺の膝に座れ」

　今では腹に俺の子を宿し妻となった小夏にそう呼びかければ、

「もう、和泉さんの甘えんぼう。家事が進まないじゃないですか」

　不満そうに言いながらも、嬉しそうに膝の上にやってくるほどには懐いた。

　――俺の可愛い小夏。絶対に離すものか。

　抱きしめる度に湧き上がる独占欲は男の本能だ。きっと一生消えることなどない本能に、これからも俺は従って生きていく。

「お前は本当に愛しいな、小夏」

　心から湧き上がる想いを口にすれば、小夏は微笑み顔を見上げて瞳に俺を映した。

　ころり転がってきたあのときと同じように、俺の胸の中で。
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妊娠編




　子供が出来たことを報告したときは、すごく喜んでくれた和泉さん。それを見て私も心から嬉しかった。でも今思うと、もっとギリギリになってから言えば良かったと後悔している。それこそ生まれる三日前ぐらいに言えば良かった。

　なぜって。駆け足ながらも満足のいく結婚式を経て、晴れて宍尾小夏となった私は予定日のひと月前から産休を取ることにしたのだけど……朝から晩まで、家でも職場でも和泉さんのとんでもない過保護ぶりに私と周囲は毎日振り回されているのだから。




「小夏。階段を使うなと言っただろう。エレベーターを使え」

　朝、一緒に出社してきた私を和泉さんは引きずるようにしてエレベーターに乗せる。うちのフロアはたかが三階だし、エレベーターにはお偉いさんやお客様がいることが多いので、正直あまり使いたくない。

「和泉さんてば、妊婦は運動が大事だって言ったでしょう。最近、体重が増えちゃって困ってるんだから、階段で行かせて下さい」

「転んだりしたらどうする」

「転びませんってば。心配し過ぎです！」

「妊娠中の妻を気遣って何が悪い。そんなに階段で行きたいなら俺がおぶって昇ってやろう」

「正気ですか!?　会社ですよ!?」

　ほぼ毎朝こんなやりとりをして、結局私が折れる羽目になる。今日も上の階の人や上役の人が乗るエレベーターの隅っこで小さくなりながら、私は溜息を吐き出すのだった。

「おはようございまーす」

　そうして三階に着きフロアに入れば、どういう訳か階段で行ったのに和泉さんはすでに席に着いている。足速いな。

「おはよう橘さん。今日もエレベーター？」

　毎朝の私と和泉さんのやりとりを知っている東さんが、可笑しそうに笑って挨拶を返してくれたので、苦笑いで頷きながら席に着いた。ちなみに会社では便宜上『橘』の性を使っている。和泉さんは実に不満そうな顔をしていたけれど。

　私は事務職なので仕事中は基本座りっぱなしだ。なので、その間は和泉さんはあまり干渉はしてこない。

　もっとも、つわりのあった頃は心配をして三十分に一回は声をかけられていたし、トイレに駆け込む度について来られもしたけれど。

　しかもうちの部署には独身男性が多い。あまり妊婦に免疫のない男性たちは和泉さんに影響されたのか、やたらと私の心配をしてくれて、一時期はむしろ肩身の狭ささえ感じていた。私はこのフロアで一体何回『妊娠は病気じゃありませんから』と説明しただろうか。

　そんな中、ケガが治って復帰した同じ事務の矢や田たさんが私にとってなんとも強い味方になってくれた。矢田さんは事務職もベテランだけど、中学生の子供をふたり持つ育児のベテランでもある。

『課長も主任も橘さんが心配なのはわかりますけど過剰なおせっかいはマタニティ・ハラスメントになりますよ』

　矢田さんにそう言われたときの和泉さんの顔といったら。東さんは『参ったなあ』なんて苦笑いをして反省していたけど、和泉さんは『夫が妻の心配をしてハラスメントだと』って、ずーっと納得のいかない不機嫌な顔をしていたっけ。

　まあ、結局。和泉さんの過保護ぶりがそんな簡単になくなる訳がないんだけども。

　そんなこんなで、赤ちゃんは順調に育ちお腹も少し出てきた妊娠六ヶ月目。

　仕事中、パソコンを打っているときにふと胎動を感じられたりして、思わずひとり笑みを浮かべてしまう今日この頃。時折、そんな私を和泉さんが自分のデスクから見ていて、目が合うと幸せそうに口元を微笑ませたりして。それがすごく幸せだと感じる私は、やっぱり過保護でも何でも和泉さんのことが好きでたまらないのだと思う。




　出産予定日は十二月の上旬。季節はすっかり冬になった頃だ。

　今はまだ夏の盛りだけど、私は冬生まれの赤ちゃんに備えて靴下やおくるみを編み始めた。

　赤ちゃんを迎える準備というのはどうしてこんなに楽しいんだろうと、つくづく幸せを感じながら昼休みや帰宅して寝る前の時間などを使って編み棒を動かしていく。

　性別は生まれるまでのお楽しみということで聞かないことにした。だから、身に着けるものは男の子でも女の子でもいいようにレモン色やクリーム色を選んでいる。

　他にもベビーベッドのリースの予約を入れたり、部屋の模様替えをしたり、新しい家族を迎える準備は少しずつしっかりと進んでいて、それは確かにとてもとても幸せなことなのだけど……。

「和泉さん！　これ以上オモチャ買ってきちゃ駄目って言ったじゃないですか！」

「オモチャじゃない、ぬいぐるみだ」

「どっちでも同じです！　もう何個目ですか!?　部屋がぬいぐるみで占拠されちゃうじゃないですか！」

　気持ちはわかる、とってもわかるの。

　けれど、新たにイルカとクジラのぬいぐるみを抱きかかえて帰ってきた和泉さんに、私は深い溜息を吐く。

　ベビーベッドを置く予定のリビングには、ウサギにクマにキツネにタヌキに犬に猫に……ｅｔｃと、まるで動物園のごとく可愛いぬいぐるみが溢れかえっている。

　ぬいぐるみだけじゃない、メルヘンなメリーにベビージム、ガラガラなんか三種類も揃っている。もちろん全て、和泉さんが先走って買ってきた物たちだ。

　生まれる前からこれである、いざ生まれたらさらにどれだけオモチャが増えることやら。

「うちにはまだ魚介のぬいぐるみがなかっただろう。もし子供が動物より魚介の方が好きだったらどうするんだ」

「なんですかその屁理屈は。しかもイルカもクジラも魚介じゃないじゃないですか」

　どーしようもない屁理屈を聞きながら、私は袋から出した海洋哺乳類たちを新たにぬいぐるみゾーンへと追加する。

　まあ確かに可愛いし、子供は喜ぶかもしれないけどさ。

　つぶらな瞳をしたイルカを思わずポフポフと撫でていると、

「なんだ、お前も欲しいのか？　買ってきてやるぞ」

　私の行動を目ざとく見つけた和泉さんがおせっかいな優しさを発揮したので、慌てて首を横に振り「これ以上我が家をぬいぐるみの館にしないで下さい！」と切実に訴えた。




「ねえ、和泉さん。赤ちゃん、男の子だと思います？　女の子だと思います？」

　夜、寝る前のベッドで私はいつものように和泉さんの膝の上に座りながら甘えるように身体を預け、そんなことを尋ねる。

「どっちだろうな。けど、どっちでも構わない。元気にさえ生まれてきてくれれば」

　心の底から幸せそうに目を細め、和泉さんは私を抱きかかえた姿勢のまま、そうっとそうっとお腹を撫でた。

　慈しみに満ちた彼の返事を聞いて、生まれてくる子はとても幸せだなと感じる。そして、そんな彼の子供を産める私も。

「私に似て手の掛かるやんちゃな女の子かもしれませんよ」

「大歓迎だ。お前とふたりまとめて面倒を見てやる」

「和泉さんに似て背の高ーい男の子かもしれませんねえ。大人になったら和泉さん抜かれちゃったりして」

「それも大歓迎だが……あまり大き過ぎるのは気の毒だな。小さいものに恐がられるのは俺に似なくていい」

「あはは、心配するのそこですか？」

　とっても彼らしい親心に楽しい笑いが込み上げてくる。肩を揺らして笑っていると、後ろから抱きしめている和泉さんが顔を寄せてきて頬にチュッとキスを落とした。

「大きくても小さくても、男でも女でも構わない。俺とお前の子供というだけで充分だ。愛しくて仕方ない」

「和泉さん……」

　ゆっくりと顔を振り向かせ、今度は彼のキスを唇で受けとめる。

　最初は優しくて、少しずつ激しくなっていくキス。角度を変える合間に何度も「小夏……」と呼びかける声が、甘く私を蕩かしていく。

　私は一旦身体を離すと、改めて和泉さんの正面に向き直し大きな身体をぎゅうっと抱きしめた。

「大丈夫ですよ。そーっとすれば平気だって、お医者さんも言ってたし」

「……ああ……」

　ガラにもなくためらいがちな和泉さんの返事。

　私と子供を大切にするあまり心配性の彼は、妊娠が判明してからの夜の行為にちょっと臆病だ。

　けれど、元々は私をすごくすごく抱きたい和泉さん。一生懸命自分の欲望を抑えようと我慢してくれていることも知っている。

　そんな心優しい夫の葛藤を汲んであげるのも、きっと妻の役目だと思うから。

「今日はとっても体調がいいんです。だから抱いて下さい。お父さんとお母さんが仲良しだと、お腹の赤ちゃんも嬉しいんだそうですよ」

　私から『抱いて下さい』とまで言うと、和泉さんはようやく思い切りがつく。

　彼の獣モードにスイッチが入ったのか、さっきより荒々しく唇を重ねられると抱きしめられながらベッドへ押し倒された。

　それでももちろん和泉さんは優しく優しく私を抱いてくれて。

　素肌の広い胸板に抱きすくめられながら眠る夜は、やっぱり『母』になっても彼に可愛がられる『妻』でいたいと、改めて彼を恋しく思った。




　とある日曜日のこと。

　私は和泉さんと一緒に産院で行われている両親学級に参加した。教室のような多目的ルームで、十組ほどの出産を控えている夫婦と講師の助産師さんとで行われる。

　しかしまあ、和泉さんのなんと注目を集めることよ。

　百八十九センチの巨体に、とても子煩悩には見えない無愛想な強面。それが一番目立つ最前列の中央の席にどーんと腕を組んで座っているのだから無理もないけど。

　辺りを見ればいかにも『イクメン』らしいおっとりタイプのパパさんたち。その中で異色の迫力を放っている和泉さんには、助産師さんも思わず興味津々だ。

「あら～ずいぶん大きなお父さんねえ。いいことよお。今日は沐もく浴指導ですからね、お父さんの大きな手なら、きっとラクチンに出来ちゃうわよお」

　なるほど。確かに助産師さんの用意した新生児人形は、和泉さんの大きな手にいい塩あん梅ばいに収まりそうなサイズだ。

　説明を受けて早速実技に移り、各自渡された沐浴用の人形を受け取る。

「それじゃあまずはお父さんからやってみましょうかしらね～」とのことなので、私は和泉さんに人形を渡そうとした。ところが。

「和泉さん……？　どうしたんですか？」

　和泉さんは中途半端にこちらに手を伸ばしたものの、渋い顔をして受け取ろうとしない。私が渡そうとすると腕を出したり引っ込めたりして、奇妙な動きを繰り返している。そして、ほとほと困ったように眉間にいっぱい皺を寄せると。

「……どう抱いていいかわからん」

　なんともバツが悪そうにボソリと呟いた。

「ぶふっ」

　それを聞いて吹き出してしまったのは私だけではない。目の前にいた助産師さんも、隣で沐浴の練習をしていた夫婦も思わず吹き出してしまい、慌てて口元を押さえ肩を震わせている。

　新米お父さんとしては微笑ましい限りだけど、これが人並みはずれた男らしさを持つ和泉さんだから、微笑ましいを通り越してちょっと笑ってしまう。ごめん、和泉さん。

「そ、そんなに緊張しなくても大丈夫ですよ。お人形なんだし。ほら、こうやって腕に頭を乗せて」

　すぐに笑いをこらえた私は、和泉さんの腕を取りながら説明した。すると、同じように笑いをこらえきった助産師さんも「そうそう、まだ首が据わってないから気をつけてあげてね」と丁寧に教えてくれて、和泉さんはギクシャクと擬音が付きそうなぎこちなさを見せつつも、なんとか人形を抱っこすることに成功した。

　しかし、それからも彼の苦戦は続く。

　一般的な高さの台に乗せたベビーバスは高身長の和泉さんには位置が低過ぎて、ものすごく体勢がつらそうだ。

「おうちで入れるときは高さを工夫しなきゃいけませんね」

「そうしてくれ。この体勢で毎日続けられたら俺の腰が壊れる」

　すでに腰が痛そうな和泉さんだったけど、助産師さんの言った通り大きな手は沐浴中の赤ちゃんを支えるにはうってつけのようだ。それに関しては腕を一生懸命まわしながら支えていた私なんかよりずっと楽そうに見える。ところが。

「赤ちゃんをうつぶせにして背中も洗ってあげてね。顔を水につけないようによ」

　助産師さんの指示通り、人形をうつぶせにしようとした和泉さんだったけど。

「あっ!?」

　残念ながら手が滑ってうっかりお湯の中に人形を沈めてしまった。

　ブクブクと沈みかけた人形を大慌てで助ける和泉さん。その表情があまりに緊迫して引きつっていたため、私は声には出さず心の中で「あらら～」と呟いた。

　無事人形を救出したものの、和泉さんの顔は真っ青だ。そうして案の定、ものすごーく渋い表情を浮かべると。

「……俺には無理だ。風呂は小夏が入れろ」

　己の不甲斐なさに全力で落ち込みながら、赤ちゃんの人形をこちらに差し出してきた。

　まあ、人には向き不向きがあるし。手先が器用じゃないことを自覚している彼にあまり難題をふっかけるのも申し訳ないので、私がお風呂を担当するぐらい別に良かったのだけど。

「あらあら～。お父さんダメよお、一回失敗したくらいでお母さんに丸投げしちゃあ。お母さんはおっぱいあげたりオムツ換えたりで忙しいんだから、お風呂ぐらいはお父さんが担当してあげなくっちゃあ」

　助産師さんにそんなお説教を受けてしまい、和泉さんはますます顔色を悪くしてしまったのだった。

　そうして不器用で新米お父さんの和泉さんにずっしりとダメージを負わせた両親学級は無事（？）終わり、帰り道ついでに私たちは車でデパートにベビーグッズを買いに行くことにした。

　けれど、いつもなら片っ端からオモチャやらぬいぐるみをカートに入れていく和泉さんが今日はやけに大人しい。

　さっきのことが原因でヘコんでいるんだろうなあと思いつつ買い物を続けていると、新生児用品の売り場で和泉さんはベビーシューズを手に取りじっと眺めながら言った。

「……どうして赤ん坊はこんなに小さいんだ。もっと頑丈になってから生まれてくるべきだろう」

「ぶふっ」

　本日二度目の吹き出し。だってまさかそんな結論に至るとは思わなかった。

　さすがに今回はこらえることが出来ず、私はクックッと肩を揺らして笑う。

　けれど、笑われたことに彼は不満そうに口をへし曲げた。

「牛や馬は生まれてすぐに立ち上がって走れるだろうが。人間もそれぐらい成長してから生まれてくるべきだ」

「あはははは！　もう、和泉さんってば。赤ちゃんは小さくてお世話が必要だから可愛いんじゃないですか」

「いくら可愛くても命が最優先だ。まったく、神様ってヤツは不器用な父親のことなんか何も考えず人間を作ったもんだな」

　ついには神様に向かって不満を嘆き出した和泉さんに、私は可笑しくて可笑しくて笑いが止まらず、しばらくベビーグッズ売り場でひとり笑い続けることとなった。

　私が笑い過ぎたせいでちょっと拗ねてしまった和泉さんだったけど、やっぱり可愛い赤ちゃんが生まれてくる楽しみには勝てないようで、あれこれと買い物をしているうちに機嫌はすっかり良くなったようだった。

「見て下さい、和泉さん。このベビープレートのセット可愛くないですか？　食器は生まれてからでいいってお母さんに言われたけど、見るとやっぱり欲しくなっちゃうなあ」

「買っておけばいいじゃないか。生まれてから必要な物があったらまた買い足せばいい。余分になったって構わない、日替わりで使ってやれ。一生に何度あるかわからない買い物だ、贅沢したってバチは当たらないだろう」

　そんな豪快な返答をしながら和泉さんはクッと口の端を上げて得意そうに微笑む。私はそれに微笑み返して「それもそうですね」と頷くと、手に持っていたベビープレートの箱をカートに入れた。

　――うちの新米お父さんは確かに不器用だし豪快が過ぎるけれど。でもきっとそんなお父さんにしか出来ない役割があると思うし、生まれてくる子供はお父さんが大好きになると思う。

　小さなグッズを父性に満ちた眼差しで幸せそうに見つめながら、大きな大きな手で丁寧に触れる彼を眺めて、私は心の底からそう感じた。










出産編




　十一月三十日の朝。和泉さんを送り出したあと、先月から産休に入った私は間近に迫った赤ちゃんの誕生のために、今日も今日とて編み物をしていた。

　夏ごろから順調にあれこれと編んでいたのだけど、途中で和泉さんがいじけたように『俺のはないのか』などと言い出したせいで、仕方なく急遽彼のマフラーを編むことになり、おくるみの仕上がりがギリギリになってしまった。

　本当に世話の焼ける旦那さまだけど、今日もしっかりと私の作ったマフラーを巻いて出かけた彼を見ていると、こちらもなんだか満足してしまう。

　何はともあれ、おくるみの完成もあと少しだ。私はヒヨコのようなフワフワの黄色い毛糸を、ひと目ひと目心を込めて編んでいった。

　そんな穏やかな時間を過ごすこと二時間。

　なんだか落ち着かないお腹の痛みを感じ、繰り返しトイレに行っていた私はそれが規則的な痛みだと気づく。

「あれ。もしかして陣痛？」

　予定よりはいささか早いけれど、予測の範囲内だ。いよいよお産が始まるのだと少し緊張もしたけれど、私は気持ちを落ち着かせて予め用意してあった入院用の荷物をクローゼットから取り出すと、病院に連絡を入れてから実家の母に電話した。




「和泉さんに連絡はしたの？」

「まだ。連絡すると絶対に飛んできちゃうから、もう少し分娩が近くなってから連絡する」

　実家から駆けつけてくれた母の車で病院に向かう道中、少し痛みが強くなってきたお腹をさすりながらそんな会話をする。うちの両親は同じ都内に住んでいるので、初産を控えた身としては本当に心強い。

「そうね。初めてのお産は時間が掛かるから。今から駆けつけてたら一日中つきっきりになっちゃうものね」

「心配してくれるのはありがたいんだけどね。でも和泉さんのことだから、出産が終わるまで心配で延々励まし続けてくれると思うと逆に何だか申し訳ない」

　きっと和泉さんは緊張に顔を引きつらせながら『大丈夫か』を繰り返し、腕が腱けん鞘しょう炎になってでも私の腰をさすり続けるだろう。それを何時間もやらせ続けるのは酷だと思うので、連絡はもう少しあとにしようと考えるのは妻の優しさだ。

　そうこうしているうちに車は産院に着き、私は看護師さんに教えられるまま出産準備を着々と進めた。

　それから約八時間後。

「お……お母さ～ん。和泉さんに連絡してえ……」

　すっかり陣痛の強くなった私は自力で電話を掛ける余裕もなくなり、汗だくの手でスマホを握りしめながらお母さんに連絡を託した。

　そろそろ仕事も終わり和泉さんも帰宅する頃だ。家に誰も居なかったら驚いてしまうだろうから、その前に連絡がつけばいいんだけど。

　どうやらその読みは正しかったらしく、お母さんが電話すると和泉さんはちょうど会社から出たところだった。

「はいはい、落ち着いて下さいな。まだすぐには生まれませんから、走ってこなくても大丈夫ですよ。ええ、ええ、小夏は無事です。元気ですよ」

　ああ、お母さんの会話から電話の向こうで和泉さんが盛大に心配しているのが窺える。まさか会社からここまで走ってきたりしませんように。

　通話を切るとお母さんはこちらを向き、

「和泉さんすっごく心配してたわよ。ちょっと慌て過ぎな気もするけど、でも小夏のことをよく想ってくれて本当にイイ人ねえ」

　そう言って笑うと、ベッドで陣痛に耐えている私の腰をさすってくれた。

　それから、物理的にどう考えてもおかしい早さで和泉さんは病院に到着した。一体どんな移動手段で来たのだろう、まったく謎だ。

「あらあら、ずいぶん早かったですね。一旦家に帰ってからでも大丈夫だったのに」

「そ……そんな場合じゃ……ありませんから……」

　出迎えたお母さんに、息をゼイゼイと切らしながら答える和泉さん。汗もビッショリだし、どこからか全力でダッシュしてきたと思われる。まさか会社からじゃあるまいな。

　そうして和泉さんは汗を拭い息を整えると、とても緊張した面持ちで私のベッドまでやってきた。

「だ、大丈夫か小夏」

「大丈夫……じゃないけど、大丈夫ですよ。あいたたた」

「どこが痛い？　腹か？　腰か？　頭か？　医者を呼ぶか？」

「大丈夫です～あいたたたた」

「そんなに痛がってるのに大丈夫なものか。待ってろ、今医者を呼んでくる」

　あやうく廊下に駆け出しそうになった和泉さんを、お母さんが間一髪引き止める。お母さんナイス。

「大丈夫ですから、落ち着いて下さいな和泉さん。お父さんになるんでしょう？　どうぞもっと大らかに構えて下さい」

　普段は大らか過ぎるほど大らかな和泉さんが、大らかになれとうちの母にたしなめられている。陣痛中じゃなかったら笑いをこらえきれない場面だ。

「すみません……こういうとき男は無力ですね。どうしていいかわからずオロオロするばかりだ。情けない」

　困ったように眉尻を下げ反省する和泉さんは、いつもの彼からは想像もつかないほどしおらしい。

　これから出産を迎える私も不安だけど、私を大切に思ってくれている和泉さんも、見守ることしか出来ない分きっと不安で不安で仕方ないんだ。

　そんな彼の心が窺えるようで、こんなときだというのになんだか胸がキュンと切なくなってしまう。

　私はベッドから手を伸ばすと、立っている和泉さんの手をそっと掴んだ。

「和泉さん。手を握ってて下さい。私も赤ちゃんも頑張るから、和泉さんは手を握って励まして下さい」

　陣痛の合間にそう告げて笑みを向けると、和泉さんは自分に出来ることがあるのが嬉しかったのか顔を明るくさせガッチリと私の手を両手で握ってきた。

「わかった。まかせろ、小夏。ずっとずっと、赤ん坊が産まれるまで握って励ましてやるからな」

「いや、分娩室に入ったら離してくれていいですから」

　やや張り切り過ぎではあるけれど、それでも和泉さんの握ってくれた手からは安心感がいっぱいに伝わってきて、私は初産の不安よりもふたりで赤ちゃんを迎えられる喜びで胸をいっぱいにして出産に挑むことができた。




　十一月三十日、二十一時三十八分。無事、二千七百三十グラムの女の子が産まれた。

　産声が聞こえた瞬間、分娩室へ飛び込んできてしまった和泉さんの顔は一生忘れることが出来ないだろう。

　そして、助産師さんに赤ちゃんを渡されおそるおそる抱いたときの笑顔。今までで一番優しかったその笑顔は、世界で一番素敵な〝お父さん〟の顔だった。




「……和泉さん。そろそろ帰らないと終電なくなっちゃいますよ」

　無事に出産を終えたあと、和泉さんは私の部屋と新生児室を見に、行ったり来たりを繰り返している。まあ、気持ちはわかるんだけど。

「今日は泊まる。だからお前は安心して寝ろ。疲れただろう」

「労ってくれるのは嬉しいんですけど、和泉さん明日もお仕事でしょう？　帰って休まないと」

「こんなめでたい日に寝てられるか。いいからお前は気にせず休め」

　こんなことなら週末に産めば良かったなどと馬鹿らしい後悔がちょっと胸によぎったけれど、病院は分娩後の付き添いでの宿泊は出来ない決まりなので、和泉さんは後ろ髪を引かれながらしぶしぶと帰っていった。

　彼としては今夜は妻と子につきっきりでいたいのだろうけど、退院したあとは嫌でも家族三人ひとつ屋根の下で暮らさなければいけないのだ。夜中の授乳やきっと夜泣きも始まる。そう考えると今のうち和泉さんにはゆっくり休んで欲しいと思う。

　けれど。翌朝九時。面会時間が始まるきっかりに和泉さんは病院へやってくるではないか。

「今日は午後からの出勤にしてある。大丈夫だ、午前にやるべき事務作業は昨日徹夜で全部終わらせてある」

　それを聞いて私が苦い顔をしてしまったのは言うまでもない。

　なんか、早く帰らないと和泉さんの無理がどんどん積もっていく気がする。

　そのとき、部屋のドアがノックされてコットを押した看護師さんが中へと入ってきた。この産院では出産の翌日から母子同室が始まるスケジュールになっている。おっぱいをあげてオムツを替えてと、いよいよ母親業が始まるのだ。

　そんな気合を入れている私の横では、和泉さんがコットに入った娘の可愛さに瞳を輝かせていた。

「もう新生児室の前まで見に行かなくて済むのは助かるな。昨夜は何度も通っていたら不審がられたからな」

　そんなことがあったのか。知らなかった昨夜の顛末を披露されまたもや苦い表情をした私だったけれど、スヤスヤと眠る娘を眺めて幸せそうに目を細める彼を見ていたらツッコむ気持ちもなくなってしまう。

「……可愛いな。一日中眺めていても飽きそうにない」

　その表情から決して大げさじゃないことが窺える。放っておいたら本当に寝食を忘れて娘を眺め続けているだろう。それぐらい和泉さんの穏やかな笑顔からは愛おしさが溢れていた。

　大きな産声をあげて生まれてきた娘は、どうやら私似だ。まるっこい目やおでこの形がよく似ている。でも、女の子にしては凛々しい眉毛は和泉さん似かも。

　ようやく目を覚ました娘の顔をふたりで眺めながら、そんな会話を交わす。そしてもうひとつ、とても重大な話題も。

「名前、どうします？」

　性別を聞かなかったこともあって、名前はまだ決めていない。妊娠中に何度か話し合ったこともあったけれど、これといった決定はまだしていないのだ。

　和泉さんは私の質問を聞くとふいに黙りこみ、それから娘と私を交互に見やってからポツリと呟くように言った。

「……みさと……」

「え？」

　聞き返した私に、和泉さんはポケットから手帳を取り出しサラサラとペンを走らせて見せた。

「『光み怜さと』だ。明るく賢いという意味がある。お前のように明るく、本を愛するような知的な子に育って欲しい」

「光怜……」

「昨日ずっと考えていた。……どうだ？」

　きっと。病院からの帰り道に、家で過ごしたひとりの夜に、ずっと娘の顔を思い浮かべながら考えてくれていたのだろう。この子の幸せを一心に願って。

　――光怜。宍尾光怜。

「うん、すごく素敵な名前だと思います。光怜、みさちゃん。みぃちゃんかな。可愛い」

　湧き上がってきた笑みを満面に浮かべて大きく頷くと、和泉さんも嬉しそうに口元を緩めた。

「決まりだ。光怜、今日からお前は宍尾光怜だ」

　和泉さんはいくらか慣れてきた手つきで光怜を抱くと、ベッドの私の隣へと腰掛けた。

「名前がつくと家族だという実感が強くなるな」

「本当ですね。みぃちゃん、良かったねー」

　和泉さんの腕の中の光怜をツンツンと突っつけば、モゾモゾとくすぐったそうに動く姿が喜んでいるように見える。

　それを眺めて和泉さんと顔を合わせて笑い合った。










育児編




　我が家に小さな仲間が増えてから一ヶ月が過ぎた。

　噂に聞いていた通り、生まれたての赤ちゃんはおっぱい飲んでねんねしての繰り返しだ。三時間ごとの授乳はちょっと大変だけど、昼間は一緒にお昼寝してしまうのでつらくはない。

　むしろ、光怜がちょっとでも泣くと飛び起きてしまう和泉さんの方が私はよっぽど心配だ。

　普段は震度四レベルの地震がきたって平気で熟睡している和泉さんが、光怜の泣き声に関してはセンサーでも付いているんじゃないかというぐらい敏感なのだ。

　私が眠くてなかなか起きられないでいると、和泉さんは颯爽とベッドから起き出し光怜を抱き上げて、

「よしよし、大丈夫だ。お父さんがいるぞ」

　と、ご丁寧にあやしてくれる。

　きっと子供が生まれたら可愛がってくれるだろうとは思っていたけれど、こんなにマメなイクメンになるとは予想以上だった。

　もちろん週末ともなれば和泉さんは光怜のお世話を積極的にしてくれる。

　光怜は女の子なのでどうにも照れくさいのと、どうしていいかわからないので最初は苦手だったオムツ替えも、今や仕上げにベビーパウダーをはたくまでサクサクと出来るようになった。

　両親学級で失敗してトラウマになった沐浴はやっぱり避けているけれど、光怜がもう少し大きくなったらきっと一緒にお風呂に入れるようになると思う。

　ミルクをあげることなどお茶の子さいさいだし、それに何より和泉さんはあやすのが上手い。

　安心感のある大きな手で高い身長に抱えられて見える景色はやはり快適なんだろう。どんなにぐずっていても和泉さんが抱っこして「よしよし」としばらく揺すれば、光怜はゴキゲンになった。

　一日に何度も「光怜は世界一可愛い赤ん坊だな」を繰り返す和泉さんは本当にいいお父さんで、きっと世間一般的に見たらそんなパートナーを持つ私は恵まれていてラクチンな母親に見えるかもしれない。

　けれど、世の中それなりに代償というものがあるのだ。

「……小夏。こっちへ来い」

「えー、ちょっと待って下さい。今からご飯作るんで」

「飯は遅くなっても構わない。いいからこっちへ来て俺の膝に座れ」

　元々独占欲の強かった和泉さんは、どうやら私が光怜のお世話にかまけるのがビミョーに面白くないらしい。

　ヤキモチ全開で、少しでも時間が出来ようものなら私を捕まえて離さないのだ。

　おそらくこれは、小さい子供に弟妹が出来るとよく起きる〝赤ちゃん返り〟ってものではなかろうか。ヤキモチ焼いて構って欲しくて仕方ないというアレ。……三十三歳の赤ちゃん返り……。

　そんな訳で和泉さんは以前よりさらにヤキモチ焼きになってしまったようだ。

　光怜のことは目に入れても痛くないほど可愛い。けれど、私を取られっぱなしなのも悔しい。そうして悩んだ結果、和泉さんは光怜のお世話をしていないときの私をがんじがらめに独占することに決めたらしい。他の何を差し置いてでも。

「和泉さん、このままじゃ晩ご飯夜中になっちゃいますよ」

「じゃあ今日はデリバリーでも取れ。いいから離れるな」

　どんだけ寂しがりなんだこの人は。人並み以上の大きなナリと雄々しい雰囲気を持っているのに、中身は子猫以上の甘えん坊だ。

　膝の上に座った私をぎゅうぎゅう抱きしめながら、耳の裏や頬にチュッチュとキスを落とす和泉さん。

　正直、強制拘束は困ってしまうけれども、やっぱりこれだけ愛されて嬉しくない訳がない。

　私はくすぐったいキスにクスクスと身を捩りながら、甘え返すように懐に擦り寄った。

「和泉さんの甘えんぼさん。光怜にヤキモチ焼いてるんでしょう？」

「お前は俺のものだからな。光怜には特別に貸してやってるだけだ」

　なんとビックリ、私ってそういう扱いだったのか。娘にレンタルされているとは思わなかった。

　可笑しくて肩を竦めて笑っていると、大きな手が優しく頬を包んで自分の方へと向かせる。そうして愛しげに私を見つめる和泉さんと唇が触れ合いそうになった瞬間。

「……ふぇえ～～んん、ふぇえ～～」

　ベビーベッドで寝ていた光怜からのお呼び出しが掛かった。

「あれ、さっきおっぱい飲んだばっかりなのに。オムツかな？」

　反射的にパッと和泉さんの懐から抜け出そうとすると、逞しい腕がぎゅっと身体を捕まえた。

　そして、驚いて振り向いた私にチュッと素早いキスをすると、

「お前は休んでいろ。俺が行く」

　と颯爽と立ち上がり、光怜の元へと行ってしまった。

　ベビーベッドから光怜を抱き上げる大きな背中は少しだけガッカリしているようにも見えて、なんだかちょっと可哀想にも感じてしまう。

　もうちょっと積極的に和泉さんを構ってあげようかな、などと考えていたとき。

「オムツはお父さんが替えてやる。ミルクも寝かしつけもしてやる。だからもう少しだけお母さんをお父さんにひとり占めさせてくれ」

　きょとんとしている光怜に向かって真剣にそんなことを言っている彼の姿を見て私はつい笑ってしまったあと、やっぱり甘えん坊の夫をもっともっと構ってあげようと決めたのだった。




　そんなこんなで光怜はすくすくと育っていき、お食い初めも無事に済み、生後三ヶ月を過ぎたとある日曜日。私にとって久しぶりの顔ぶれのお客さんたちが我が家に訪れた。

「こんにちはー。おじゃましまーす」

　東主任に営業事務の矢田さん、それに牧田さんが、営業課の他のメンバーを代表してお祝いを持ってきてくれたのだ。

「よく来てくれたな。だが部屋に入るのは全員、手洗いうがい消毒を済ませてからだ」

「い、和泉さん、お客さんに向かってなんて横暴な……」

　小さい光怜の健康を気遣うのはわかるけれど、こんな来客の歓迎など聞いたことがない。和泉さんの横暴に焦った私だったけど。

「あはは、いいんだよ橘さん。宍尾さんの尋常じゃない子煩悩ぶりはもう営業課のみんなが知るところだから」

　東さんたちはそう笑って、平気な顔で手洗いに向かう。尋常じゃない子煩悩って、一体和泉さんは会社で何をやらかしているのやら。

　けれど、みんな大人しく指示に従ったというのに、和泉さんは口をへし曲げてなぜだか不満そうだ。

「東。ここは会社じゃない。小夏はもう『宍尾』だ。『橘』と呼ぶのはいい加減やめろ」

　なんだ、そんなことかと安心し、和泉さんの独占欲に慣れきった私はさっさとふたりを置いて矢田さんたちに光怜をお披露目する。

「わー可愛い～。この小ささ懐かしいわあ。うちの子が生まれた頃を思い出しちゃう」

「橘さん似かな。あ、でも眉毛は宍尾さんっぽいね」

「やっぱり？　みんなそう言います」

　そんな和やかな会話を交わしている私たちの後方からは、

「でも『宍尾さん』って呼んだら、課長と混同しちゃうじゃないですか。それとも『小夏さん』って呼んでいいんですか？」

「お前、叩き出されたいのか」

「じゃあ『奥さん』とか」

「それもいやらしいから駄目だ」

　などと実に不毛な話し声が聞こえてきたけれど、もう面倒なので聞かなかったことにした。

　課のみんなが光怜のために選んで贈ってくれたのは、帽子と靴とポシェットまで付いているベビー服のセットと、ぬいぐるみの付いた布絵本のセットだった。

「わあ、可愛い！　どうもありがとうございます！」

「絵本ってのが出版社っぽくていいでしょ。宍尾課長みたいに本の好きな子になるといいなあと思って」

　さすが東さん、センスがいい。このプレゼントには和泉さんもどうやらご満悦だ。

「ありがとう。みんなにも礼を伝えてくれ」

　そう告げて、私に抱かれている光怜の手元にウサギのぬいぐるみの付いている布地の絵本を広げて見せた。カラフルな色味が気に入ったのか、みんなが構ってくれているのが嬉しいのか、光怜はにっこりと愛らしい笑顔を見せて手をパタパタと動かす。

「あらあら賢いのね、絵本を見せてもらって喜んでるわ」

「この歳から本好きなんて、将来は有望だなあ」

　お世辞とわかっていても矢田さんたちが口々に褒めてくれるのを嬉しく思ってしまうのは、私もすっかり親馬鹿になったからだろうか。まあ、それでも。

「当たり前だ、光怜は天才だからな」

　真顔で平然とそんなことを言ってのける和泉さんには到底敵わないけど。

　久しぶりに会社のみんなに会えたことは、ここ数ヶ月お母さん業に勤しんでいた私にとっていい息抜きになった。

　それにみんなから仕事の話を聞いていると、やっぱり私も早くあの職場へ戻りたくなる。大好きな少女漫画をたくさんの人の手に取ってもらうお手伝いをするのは、きっと私の天職だから。

　光怜が一歳になったら保育園を利用して復職するつもりだけど、今からとても待ち遠しい。……けど。

「ふぇえ～～んん」

「あ、光怜お腹すいちゃったかな。ちょっとおっぱいあげてきますね」

　泣き出した光怜を抱っこして立ち上がると、私はみんながいるリビングから出て寝室でおっぱいをあげることにした。

　賑やかだったリビングとうってかわって静かな空間。ベッドに腰掛け光怜におっぱいを吸わせると夢中になって飲み出した。

「みぃちゃん、お腹すいてたんだね。美味しい？」

　赤ちゃんが一生懸命おっぱいやミルクを飲む姿は何度見ても愛らしくて、私は自然と頬が緩んでしまう。

　柔らかな午後の日が差し込む部屋で、光怜とふたりきり。腕の中の小さなぬくもりが一生懸命に私を必要としてくれて、母親としての幸せに満ちる。

　そんな穏やかな時間を過ごしていると、もっともっと光怜と長い時間を過ごしたくなってしまう。このまま光怜が小学生……ううん、中学生になるぐらいまでずっと〝お母さん〟だけでいたいと。

　身体がふたつあったらいいのに、なんて贅沢なことを考えてひとりで苦笑いをこぼしてしまった。

　仕事も好き、光怜も好き。職場ではみんなが私の復職を待ってくれているし、光怜も私を必要としてくれている。どちらも大切で天秤に掛けられるものではないと思う。

　いつか仕事と育児の間で悩んだり迷ったりする日が来るかもしれない。

　けれど、どちらも私にとってはかけがえのないもので、そんな大切なものの間で悩めるのはとても幸せなんだということを忘れないようにしよう。

　そして私がどんな選択をしようと、きっと全力で応援してくれる夫がいる幸せも。

「あれ？　光怜寝ちゃったの？」

　おっぱいをくわえたまま、いつの間にやら大人しくなってしまった光怜の頬をつんつんと突っつく。すると、光怜はハッと目覚めたようにまた一生懸命乳首を吸い出した。けれどやっぱり眠いのか、だんだん瞼が閉じていってしまう。

　そんな姿が可愛くてクスクスと笑みがこぼれた。

「今日はお客さんが来ていっぱい遊んでもらったもんね、疲れちゃったんだね」

　ついに寝息をたて始めた光怜を抱き直し、しばらくその寝顔を眺めた。

　腕の中の溶け合うような肌のぬくもりを感じながら、今はまだこの蜜月を心から味わおうとしみじみと思った。




　生後六ヶ月も過ぎると、光怜はずいぶんと活発になった。

　あやせばよく笑うようになったし、なんでも手に持ちたがるので回りに危険な物を置かないよう気をつけなくてはいけない。

　この間なんか離れた場所にあったティッシュを、なんと寝返りで移動してゲットして、私が振り返ったときにはびりびりに破けたティッシュが部屋中に散乱していたなんてこともあった。

　よく動く子はよく食べる。離乳食も順調に進んでいる光怜の食欲は和泉さん似かもしれない。滅多に好き嫌いをせずペロリと食べきったうえ、大人の食卓にまで興味津々で手を伸ばしてくるのだから。

　そして、よく動きよく食べれば再びよく動くのだ。

　どうやら活発な性格の光怜はダイナミックな遊びが大好きだ。特に和泉さんの高い高いが大好きで、声をあげて大喜びする。

「いくぞ光怜、たかいたかーいだ」

「い、和泉さん！　ほどほどに！」

　身長百八十九センチが高い高いをすれば、光怜の頭は天井に届いてしまう。

　光怜が喜ぶのが嬉しくて和泉さんは張り切って高い高いをするけれど、勢い余ってゴチンとぶつけてしまわないか心配だ。

　それにしても上空二メートルを優に超える高い高いでこんなに大喜びするなんて、光怜はなかなか肝っ玉が据わっているな。結構恐いもの知らずな子に育つかもしれない。

　小さかった赤ちゃんが身体を動かして遊べるようになると、自ずとお父さんの出番は増えてくる。

　やわやわな新生児だった頃に比べれば、ずいぶんと扱いも楽になったのだろう、和泉さんの光怜への関わりぶりはますます張り切っているように見えた。

　オモチャにもずいぶん反応するようになったので、部屋を埋め尽くしていたぬいぐるみやオモチャたちもようやく本領を発揮できる。

　平日は必ず仕事に行く前に光怜と遊び、休日はそれこそ光怜が疲れて眠りこけてしまうまで和泉さんは遊んでくれた。

「赤ん坊というのは奥が深いな。同じオモチャでもこちらのアクション次第で全然違う反応を示す。いくら遊んでやっても飽きない」

　光怜が寝たあとにそんなことをしみじみ言う和泉さんは、本当に育児を楽しんでいるのだなあと感じる。むしろ光怜の生態に興味津々な彼の方が好奇心旺盛な子供みたいだ。

　七ヶ月を過ぎた頃には外に居られる時間も長くなってきたので、光怜をつれて私は和泉さんの草野球の応援に行ったりもした。

　当然、愛娘が初めて観にきてくれたのだから和泉さんが張り切らない訳がない。

　三十分だけの観戦だったけれど、その間に彼は二回のホームランを打ち、守備に回ってもあっと驚くようなファインプレイを見せつけた。

　あまりの活躍にチームメイトからは『光怜ちゃんに毎回観にきて欲しい』とまで頼まれる始末だ。

　愛娘にカッコいいところを見せられて和泉さんも上機嫌だったのだろう。後日、彼は野球ボールを模した赤ちゃん用の布ボールを買ってきて、

「大きくなったらお父さんが野球を教えてやろう。将来は女子プロ野球選手もいいな。サッカーでもバスケでもバレーでもいいぞ、全部まとめて教えてやる」

　などと微笑ましい英才教育を光怜に施していた。

　けれど、活発になってくるのは良いことだけど、同時に大変さも増してくる訳で。

　八ヶ月を過ぎ、ずり這いを覚えた光怜には油断も隙もない。手の届くところに危ないものを置かないよう気をつけていたのに、玄関に宅配便を取りにいった私を追い掛けて廊下に出てしまいスリッパを舐めようとしていたこともあった。

　好奇心旺盛な光怜はあっという間に掴まり立ちまで覚えてしまい、気になるものはとりあえず口に入れてしまう娘から、私は一瞬たりとも目が離せなくなったのだ。

　ある日の夜、悪戯っ子の光怜に振り回されクタクタになった私が、

「元気なのはいいけど、何するかわからなくて全然目が離せないんですよ～」

　と、帰宅した和泉さんに向かって嘆いたら、彼は可笑しそうにクックッと笑い出して言った。

「何をしでかすかわからなくて目が離せないのはお前似だな」

　そういえばずっと前、まだ和泉さんと出会ったばかりの頃、そんなことを言われた覚えがある。でもだからって。

「私は赤ん坊並みに目が離せなかったってことですかあ？」

　幾らなんでも大人の私が、そこまで面倒を掛けた覚えは……あるようなないような。

「ちょこまか動いては勝手にピンチに陥ってたりしたからな、お前は。すぐひとりで頑張ろうと無理をするし」

　う～。確かにそうだったかもしれないけど、それは昔の話だし、今の私はもっとしっかりしているつもりだし。なんだか不名誉だ。

　いじけて頬を膨らませてしまうと、それを見て和泉さんは私の頭をグリグリと撫でながら腰を屈めて視線を合わせた。

「だからひとりで頑張り過ぎるな。今もそうだ。大変なら俺に頼れ。もう乳は寝る前だけでいいんだろう？　週末は俺が丸一日光怜を見ていてやるから、お前は好きに息抜きでもしてこい」

「い……和泉さん」

　思わぬ休息を与えられて、私は驚きと感激で目をしばたかせてしまう。

　今までも和泉さんが見てくれている間に出掛けたことはあったけれど、光怜がおっぱいを欲しがる時間を考えると三時間が限界だった。

　だいぶ乳離れが進んだ今なら、確かに夜まで大丈夫かもしれない。

「い、いいんですか？」

「構わない。友達と遊んできたっていいし、実家でゆっくりしてきたっていい。飯もなんとかするから心配するな。ゆっくり羽を伸ばしてこい」

「きゃー！　和泉さん大好き！」

　嬉しくて思わずぎゅうっと大きな身体に飛びつけば、和泉さんは抱え上げんばかりの勢いで私を抱き寄せる。

「毎日ご苦労だったな。俺も最近忙しくてお前をゆっくりさせてやれなかったからな、悪かったと思ってる」

　確かにここ数週間和泉さんは忙しくて休日出勤があったり、光怜が起きる前の早朝から出ていって光怜が寝てしまった夜中に帰ってくることが度々あった。けれど、それでも空いている時間には必ず遊んでくれていたし、夜泣きだってあやしてくれた。彼が悪く思うことなど何ひとつないのに。

「和泉さんが反省することなんか全然ないですよ。和泉さんが頑張って働いてくれてるから、私も光怜も元気でいられるんです。それなのに、私にお休みまでくれるなんて……和泉さんは世界一の旦那さまですね」

　ぎゅうぎゅうと抱きしめた腕に力を込めながら言えば、和泉さんはその体勢のまま私のおでこにチュッとキスを落とす。

「俺は世界一か？」

「うん、世界一の旦那さまですよ」

「世界一好きか？」

「世界一大好きです！」

　私の答えを聞いて和泉さんは嬉しそうに目元を緩めると、おでこや頬にキスの雨を降らせながら言った。

「光怜はもう寝てるんだろう？　久しぶりに一緒に風呂に入るか」

「えっ」

　それは久々の甘く濃厚な時間のお誘い。夜の夫婦生活はあるけれど、こんな風にお風呂でイチャイチャなんて光怜が生まれてからは出来なかったから、実に数ヶ月ぶりだ。

「嫌か？　疲れてるなら無理にとは言わないが」

　和泉さんの問いかけに、私は頬を熱くしながらフルフルと首を横に振る。

「私も和泉さんと一緒に入りたいです」

　上目遣いで彼を見つめながら言えば、優しくて甘い口付けをされた。

　和泉さんの優しさが改めて嬉しくて彼への愛しい気持ちが溢れて止まらない私はこの夜、お風呂でのぼせそうなほど濃い時間を過ごし、逞しくて大きい彼の身体に包まれて、心も身体も満たされた。




　そして週末。

　久しぶりに丸一日解放された私は張り切ってお洒落をし、友達の杏子ちゃんに連絡をとって遊びに行くことにした。

　和泉さんは「ナンパには気をつけろ。変な男に付きまとわれたらすぐに連絡しろ」とだけ注意をしたもののあとは快く送り出してくれて、幸いなことに光怜も機嫌が良かったのか後追いもせず、大人しく和泉さんに抱っこされながら見送りしてくれた。

　杏子ちゃんは私が連絡をしたとき『そういうことなら、小夏の休日にとことん付き合ってあげるよ』と言ってくれたので、その言葉に甘えて今日は思いっきり羽を伸ばすつもりでいる。

　久しぶりの自由な時間はやりたいことがいっぱいで。

　観たかった映画をのんびりと楽しんで、終わったあとは目いっぱいカフェでお喋りして、予約したスパとエステにも行って……。

「小夏ってば張り切ってるね～」

　子連れではなかなか入れない小洒落たレストランで遅めのランチを取りながら、杏子ちゃんはオーダーしたパスタをクルクルとフォークに巻きつけながら言った。

「うん。光怜が生まれてからずっと授乳の時間を気にしてる生活だったからね。こんなに長い時間解放されたの久しぶり」

　熱々のピザを頬張りながら、私は上機嫌でランチセットのグラスワインまで飲んでしまう。寝る前の授乳まではまだまだ時間があるし、こんなときでなければお酒もなかなか飲めない。

　時間を気にせず長い映画を観たり、心置きなくお喋りが出来たり、いつもはあと回しの自分の美容にたっぷり時間を掛けたり、お酒まで飲んじゃったりして。すっかり〝大人の時間〟を満喫していた私だったけど。

「それにしても、宍尾課長ってば頼もしいね。手の掛かる時期の赤ちゃんを丸一日見てくれるなんて、父親といえど簡単に出来ることじゃないよ。光怜ちゃんも小夏も幸せもんだね」

　そんなふとした杏子ちゃんの言葉が、突然私の中の寂しさを揺さぶり出した。

「うん……本当に頼もしいんだ。いっつも仕事に行く前に光怜と遊んでくれるし、夜泣きだって率先してあやしてくれるし。でも相変わらず心配性で、光怜が突発性発疹で熱出したときなんかすごく慌てちゃって……」

　まだ家を出て六時間も経っていない。これから買い物に行って、夜はちょっと贅沢な和食を食べに行って……まだまだ楽しい予定はいっぱいあるのに。

「小夏？」

　手に持っていたフォークを置いて俯いてしまった私に、杏子ちゃんが心配そうに声をかける。私はなんだか泣き出しそうになってしまった顔を無理矢理微笑ませると、自分でも困ったなあと思いながら言った。

「どうしよ杏子ちゃん……私、和泉さんと光怜に会いたくなっちゃった」

　毎日毎日、ひとりになる時間が欲しいと思っちゃうほど一緒にいるのに。目が離せなくてクタクタになってしまうのに、まだ離れてから少ししか経っていないのに。

　どうして私はこんなに光怜が恋しいんだろう。どうしてこんなに和泉さんに会いたいんだろう。

　なんだかどうしようもなく切なくなってしまって、微笑んだまま涙目になってしまった私を見ると、杏子ちゃんは「やれやれ」といった風に肩を竦めて苦笑いをこぼした。

「そうなるだろうと思った。小夏はもう母親なんだから、急に子供と長い時間離れて寂しくなるのは当たり前じゃない。また光怜ちゃんのお世話がしたくなったってことは、小夏のリフレッシュは充分済んだってことなんだから、もう帰ってもいいんじゃない？」

「杏子ちゃん……」

　頼れる友達は私がどんな立場になろうともやっぱり頼りになる存在で、いつまでも一人前になりきれない私の背中を今日もまた押してくれる。

「ごめんね、私の方から今日は付き合ってってお願いしたのに」

「いいって。そのかわり今度付き合うときは、ディナー小夏のおごりだからね」

「もちろん！」

　私はランチを味わうのもそこそこに、杏子ちゃんに見送られて駆け足で家路へと向かった。

　夏の太陽の下、せっかくお洒落をしたのにも関わらず汗を掻きながらひたすらに我が家を目指す。

　愛しい家族の待つ家へと。




「あ、あれ？」

　切なる想いで帰ってきたというのに、家はもぬけの殻で駐車場にも車がなかった。

　一応帰る前にラインで連絡はしたんだけど……ふたりで散歩にでも行っているのだろうか。

　それこそ、和泉さんの胸に飛び込んで光怜ごとぎゅーっと抱きしめたい気分だった私は、なんだか空振りしたような虚しさだ。

「どこに行ったんだろ……」

　スマホを見てみるとラインには既読が付いていたけれど、電話を掛けてみたら運転モードになってしまっていて繋がらない。

「……なんか、寂しいな……」

　いつもは和泉さんのあやす声や、光怜の笑い声、泣き声が聞こえる部屋が、ひとりぼっちで佇んでいると悲しくなるほど静かだ。

　普段の賑やかな空間がどれほど私の心を明るくしてくれていたのか、今さらになって痛感する。

　会いたい。和泉さんと光怜に。

　その想いがますます強くなり、再び電話を掛け直してみようとスマホを手にしたとき。

「小夏？　いるのか？」

　玄関のドアが開き、人の入ってくる気配がした。

「和泉さん！　光怜！」

　思わず廊下へ飛び出して、玄関へ向かって走り出す。光怜を抱っこした和泉さんを見て心の底から嬉しさが湧き上がり、ふたりに抱きつこうとして……思いとどまった。

　光怜を抱くのと逆の手に、荷物を持っていたのが目に入ったからだ。

「すまない、先に帰るつもりだったんだが」

　ちょっとだけバツが悪そうに言う和泉さん。なぜって、その理由は彼の手にしている荷物に答えが現れていた。

　――私の好きなケーキ屋さんの箱と……ヒマワリとヒメヒマワリを組み合わせた大きな花束。

　育児に追われる毎日ですっかり忘れていた。八月二日、今日は私の誕生日だったんだ。

「……和泉さん……」

　涙が滲んできそうな瞳を大きく見開いたままの私に、和泉さんは恥ずかしそうに無愛想な表情を浮かべて目を逸らした。

「……ガラでもないことをするもんじゃないな。誕生祝いはサプライズがいいだなんてみんなにそそのかされて、その気になってしまった。本当はお前が帰ってくる前に飾り付けて驚かすつもりだったんだが――」

　和泉さんが言い終わる前に、私は抱っこされている光怜ごとふたりの身体をぎゅうっと抱きしめた。ケーキと花束が潰れないように注意しながら。

「好き、大好きです和泉さん。私、和泉さんの奥さんになって本当に良かった」

　和泉さんの愛はいつだって突飛でぶっきらぼうで、そしてすごくすごく大きくて、私を何度だって驚かせてくれる。

　大好き。大きな身体と心と、大きな大きな愛情を持った和泉さんが、世界で一番大好き。

　小さな光怜ごと大きな身体を抱きしめれば、鼻に感じるのは夏のお日さまの匂いと甘いミルクの香り、そして今でも変わらない仄かなシプレー。その三つが混じって、幸せの香りがした。

「小夏」

　嬉しくていつまでもふたりを離さないでいると、頭の上から和泉さんのくすぐったそうな声が降ってきた。

「抱きしめ返してやりたいが手が塞がってて出来ない。一旦荷物を置かせろ」

「あはは、ごめんなさい」

　涙が滲む顔に満面の笑みを浮かべながら、私は身体を離して和泉さんから光怜を受け取った。

　そしてリビングへ入ってケーキと花束をテーブルに置くと、今度は和泉さんが私を光怜ごと抱きしめる。

「誕生日おめでとう、小夏。これからもずっと俺のものでいろ」

　優しく低い声で囁かれれば、私の胸は甘く切なくキュンと締めつけられる。妻になっても母になっても、私は和泉さんに恋をしている。そのことが嬉しい。

「もちろんです。ずっとそばにいますから離さないで下さいね」

　涙交じりの鼻声でそう答えれば、和泉さんは嬉しそうに目を細めて優しいキスをひとつくれた。




「ハーッピバースデー、トゥーユー……って、ほら和泉さんも歌って下さいよぉ。私が自分ひとりで歌ってたら馬鹿みたいじゃないですか」

「男が人前で歌なんて歌えるか」

　和泉さんと出会って三年目の真実。どうやら彼は歌が苦手らしい。そんな驚愕の事実を知ってしまった橘 小夏、二十八回目のバースデー。

　ローソクに火を付けたケーキの前で、和泉さんは腕を組みムッスリとした表情をしている。

「聴いててやるからお前が歌え。それで早くローソクを吹き消せ」

　祝われる側なのになぜか強制されている気がするけれど、まあいいとしよう。

　私は和泉さんと光怜が見守る中、自分のためにハッピーバースデーを歌うとケーキの上のローソクを吹き消した。なんだろう、このひとり芝居を観覧されてるような気分は。

　けれど、和泉さんは改めて「おめでとう」と言ってくれたし、光怜も歌っている私が面白かったのか初めて見るローソクが楽しかったのか、キャッキャと喜んでいたので良しとする。

　色鮮やかな苺の乗ったケーキは甘くて美味しくて、私はとろけるような表情で「美味し～」と感嘆の声をあげた。

　夢中で食べていたので口の端に付いてしまった生クリームを、和泉さんが手を伸ばし長い指で掬って舐め取る。

　それを見て恥ずかしそうに照れ笑いをした私を見て、

「まったくお前は世話が焼ける」

　和泉さんは端整な顔を優しく微笑ませた。

　その隣では苺をもらった光怜がご機嫌に笑っている。

　和泉さんと光怜が居るこの光景が愛おし過ぎて、私は心の中でそっと願う。

　――いつまでもこの幸せが続きますように、と。

　窓辺には花瓶に飾った大きなヒマワリと小さなヒメヒマワリ、それに小さなツボミが夏の日差しに煌めきながら寄り添うように揺れていた。
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あとがき




　こんにちは、身長差カップル大好き桃城猫緒です。この度は『課長の独占欲が強すぎです。』をお手に取って頂き誠にありがとうございます。ありえない独占欲と絶対的な包容力を兼ね備えたヒーロー和泉と、小動物系ヒロイン小夏のラブストーリーは如何でしたでしょうか？　お楽しみ頂けたなら幸いです。

　今回、でかくて恐くてぶっきらぼうな和泉というキャラクターを書くにあたってきっかけになったエピソードがありまして。まあ、ゴリラの話なんですけども（笑）。ゴリラって怪力でウッホウッホ言ってて見るからにおっかないのに、内面は凄く優しくてナイーブだそうで。怪力でうっかり小動物を傷つけてしまうと、寝込んじゃうくらい落ち込むそうです。そのエピソードを聞いたとき、「ゴリラ可愛過ぎか!!」って萌えて萌えてのた打ち回りました。

　そんなゴリラの豆知識から私のぶっきらぼう大型男子ブームがはじまりまして、「大型男子可愛いー!!　和泉可愛いー!!」というほどばしる情熱で寝食も忘れ二週間で書きあげたのがこちらの作品になります。我ながら熱い。

　つい和泉のことばかり語ってしまいましたが、ツッコミ体質な小夏の常に振り回されてる感も大好きですし、イイ人過ぎて不憫な東や、儚げな栞も、どのキャラクターもみんな大好きで楽しく作品を書くことが出来ました。

　そんな賑やかなキャラクター達の魅力が読まれた方に伝わったならば幸いです。




　最後になりますが、この度の書籍化にあたりお世話になりました皆さまにこの場をお借りしてお礼申し上げたいと思います。「これでは和泉がゴリラ過ぎます！」と的確なツッコミで和泉のイケメン値を上げてくれた編集の森上さま、おかげで楽しく改稿作業が出来ました（笑）。ありがとうございます！　表紙絵を担当して下さった倉林まとにさま、キュートで魅力的な和泉と小夏を描いて下さりありがとうございました！　デザインや校正に携わって下さった皆さま、そして和泉たちのようにこの本を書店に売りに行って下さった販売部さま。皆さまのお力添えのおかげで無事に書籍化し販売出来たことを心よりお礼申し上げます。ありがとうございます！

　そして何より、いつも応援して下さるファンの方、この作品を読んで下さった全ての方に最高の感謝を籠めて。どうもありがとうございました！


桃もも城しろ猫ねこ緒お









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










課長の独占欲が強すぎです。
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